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第Ⅳ章 柳田遺跡

い。(158～ 175)3:刃先研磨後,敲打による整形を行うもの。(176～ 183)41刃先研磨後に側面にも研

磨を施すもの。擦痕は粗 く目立つもので,砥石の使い分けが行われている可能性がある。(184～ 189)

5:刃先の形成及び全体を研磨により整形するもの。完成品に近いが,剥離や敲打が部分的に残るもの。

(190・ 191)6:完成品の 6段階に区分できる。これらの段階は,境 A遺跡における磨製石斧未成品の

分類及び製作工程注
4の区分を参考とし,境 A遺跡の第 2段階 。第 3段階の各製作工程の具体的な例と

考える。剥離・敲打・研磨の各整形は,それぞれ補完関係にあり,併行して行われていたものと考えら

れる。この他に,小型品については,剥離・敲打を行わず,素材に研磨のみを施すもの (141～ 145)が

ある。192は研磨と擦 り切 り痕がみられる。

石鏃は 201,202・ 203・ 205。 209・ 226等裏面に主要剥離面が残り,基部の狭 りが浅いものが目立つ。

216・ 244は平基無茎鏃。215は先端が摩耗 しており,錐に転用 した可能性 もある。235は平面菱形を

呈する有茎鏃。241は石鏃未成品。246は有茎鏃の未成品。245は石鏃未成品で,両側縁が脚部の上で

少しくびれる形状を呈する。248は槍の基部とみられ,上端は破損した後に再加工を加えている。250

はやや縦に長い三角形状の石匙。253は粗製石匙。258は側縁が平行な棒状の石錐。270は原石面に覆

われた加工痕のある素材で,原産地から逗んできたが,あ まり加工の手を加えていないものであろう。

270を含め,石鏃・石錐・石匙等の黒曜石製品 24点の産地推定を行った結果,258以外の 23点は全て

長野県諏訪エリア星ヶ台群産と推定された。258は現時点では産地不明とのことで,遺跡周辺に小規模

な産地の存在が示唆されている注5。 273は打製の円盤状を呈する石器である。287は打製石斧の刃部の

破損後に再生を試みたか,敲打痕が顕者にみられる。288・ 291は クルミ等の堅果類の殻割に用いたと

思われる凹石で,両面とも使用している。295は 凹石状の凹みが両面にみられるが,側面を研磨して帯

状の面を形成している。石錘は相対する 2箇所に糸かけを打欠きにより作 り出したもので,扁平な楕円

形の円礫を素材としているが,309。 310は糸かけを敲打により溝状に作 りだし,研磨したもの。317～

320はいわゆる筋砥石で,断面 U字状の溝が刻まれている。324は長楕円形の基底部をもつ石冠で,側

面からみるとやや反っている。328・ 329・ 344・ 345・ 346は頭部に線刻のみられる石棒 。石刀。344は

断面 V字状の溝が彫り込まれる。351は三角形状の磨製石製品で,背面は礫面が残る。

352～ 363は次状耳飾りで,全て欠損品で全形のわかるものはない。352は厚みがあり,孔径が大きく,

中期前葉～中葉とみられやや古相のものだが,その他は概ね中期中葉～後葉にかけての間に収まるもの

とみられる。362・ 363は決状耳飾 りの未成品か。355は破損した跡に磨いて勾玉状にしている。354は

破損後に孔をあけて再利用しようとしたが,破損したものか。356・ 362は平面形が三角形を呈するもの。

364～ 379は玉類及び垂飾,367・ 368は管玉,369は 九玉。366は破損したものに孔をあけて縛って使

用した可能性もあるが,勾玉状の垂飾としておく。372は未成品で,両面から穿孔の跡があるが,貫通

はしていない。371は平面亀甲形を呈し,全面に研磨痕がみられる。玉未成品か。376は楕円形の扁平

なもので,表面に研磨痕が認められ,中央上端に穿孔を試みたと考えられる円形の凹みがある。368は

研磨を施して円筒状にした管玉未成品。377は翡翠製で,扁平な方形を呈する。 (金三津道子 )



3 遺構・遺物

(2)中世

A 掘立柱建物

1号掘立柱建物 (SB l,第 92図,図版 35)

B地区西部中央南よりに位置する。3間 ×2間の南北棟側柱建物である。桁行 658m,梁行 496m,

面積 3264�である。主軸は N-10° W― である。区画溝 SD400。 SD401が北側と東側を囲む。柱

穴の平面形は円形と楕円形がある。規模は直径または長径 0.22～ 057m,深 さ0■ ～ 0.38mである。

埋土は上層を黒褐色粘土質シルトを基調とするものが多い。下層には地山の褐色粘上が混ざるものが

多く,一部に黒色粘土質シルトの堆積もみられる。SP280の黒色粘土層は柱痕である可能性がある。出

土遺物は SP297の 中世土師器皿小片がある。

2号掘立柱建物 (SB 2,第 92図,図版 35)

B地区西部中央南端に位置する。3間 ×2間の東西棟総柱建物である。桁行 578m,梁行 4.50m,面

積 26.01だである。主軸は N-76° 一Eである。区画溝 SD400。 SD401が北側と西側を囲む。柱穴の

平面形は全て円形である。規模は直径 024～ 0,42m,深 さ020～ 0.42mである。埋土は黒褐色～黒色

粘上を基調とする。出土遺物は混入と思われる縄文土器のみである。

3号掘立柱建物 (SB 3,第 93図,図版 35)

B地区西部中央南端に位置する。3間 ×2間の南北棟側柱建物である。桁行 5.67m,梁行 4.00m,面積

22.68だである。主軸は N-10° 一Eである。柱穴の平面形は円形を基本とし,一部に楕円形や不整

形がみられる。規模は直径または長径 027～ 0.48m,深さ0.11～ 0.36mである。埋土は,東側は褐灰色

～黒褐色粘土,西側は灰黄褐色～黒褐色粘土を基調とし,下層や壁面近くに地山の褐色粘土やにぶい責

褐色砂質シル トが混入するものが多い。SB2と はSP899を ,SB4と は SP■ 92の柱穴をそれぞれ共有す

る。出土遺物はない。

4号掘立柱建物 (SB 4,第 94図,図版 35)

B地区西部中央南よりに位置する。1間 ×1間の東西棟建物である。桁行 1.92m,梁行 1.55m,面積 298

∬である。主軸は N-72° ―Eである。柱穴の平面形は,SB 3と 柱穴を共有するSP■92を 除いて全

て楕円形である。規模は直径または長径 0.27～ 038m,深さ 0.15～ 0.35mである。埋土は上層に灰黄

掲色～黒褐色粘土などがみられ,下層には黒掲色～黒色粘土などが堆積する。出土遺物は混入と思われ

る縄文土器のみである①

5号掘立柱建物 (SB 5,第 95図,図版 35)

B地区中央北よりに位置する。2間 ×2間の南北棟総柱建物である。桁行 4.54m,梁行 417m,面積

18,93だ である。主軸はN-5° ―Eである。北に位置するSB 6は軸方位と梁間が同じであり,一連

の建物とも考えられるが,桁間が短いため別建物と考えた。柱穴の平面形は円形が殆どである。規模

は直径または長径 0.22～ 0,46m,深さ022～ 0.53mである。埋土は基本的に黒色粘土の単層であるが ,

SP2616上層には黒褐色粘土が薄く堆積 し,SP2646の壁面近くの下層には地山の褐色粘土の混ざる層が

みられる。出土遺物はない。

6号掘立柱建物 (SB 6,第 95図,図版 35)

B地区中央北端に位置する。大半が調査区外にかかるが,東西 2間 ×南北 1間 を確認した。南に軸方

位と梁間が同じSB 5が建ち並ぶ。桁行 4.17m,梁行 2.86mである。主軸は N-85° 一Wである。柱

穴の平面形は全て楕円形である。SP3702は 上部が崩れて広がっているが,本来楕円形であったようで

ある。SP3702を 除く規模は,直径または長径 0,36～ 043m,深 さ0.33～ 0,44mである。埋土は上層に
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黒褐色粘上が薄く堆積し,下層には黒色粘土層がみられる。出土遺物はない。

7号掘立柱建物 (SB 7,第 96・ 97図 ,図版 35)

B地区中央南よりに位置する。4間 ×3間の東西棟総柱建物である。桁行 9.83m,梁行 772m,面積

75.89だ である。主軸はN-88° ―Eである。南に位置するSB 8は軸方位と桁間が同じであリー連

の建物とも考えられるが,梁方向の柱間が短いことと南西部分に柱列が続かないことから,別建物と考

えた。柱穴の平面形は円形を基本とする。規模は直径または長径 0.17～ 0.54m,深 さ014～ 0.55mで

ある。埋土は黒褐色～黒色粘土を基調とし,一部に地山の褐色粘土やにぶい黄褐色砂質シルトの混入が

みられる。出土遺物は SP4741の珠洲甕胴部片がある。

8号掘立柱建物 (SB 8,第 96。 97図 ,図版 35)

B地区中央南端に位置する総柱建物である。東西 1間 ×南北 1間 を確認した。桁行 2.54m,梁行 142m

である。主軸は N-88° ―Eである。柱穴の平面形は殆どが円形である。規模は直径または長径 026

～ 0.35m,深 さ0.21～ 057mで ある。埋土は黒掲色～黒色粘上を基調とする。出土遺物は混入と思わ

れる縄文土器のみである。

9号掘立柱建物 (SB 9,第 94図 ,図版 35)

B地区東部中央より南端に位置する。大半が調査区外にかかるが,東西 2間 ×南北 1間を確認した。

桁行 441m,梁行 2.37mである。主軸は N-84° ―Eである。柱穴の平面形は楕円形と円形がある。

規模は直径または長径 025～ 0.48m,深 さ0.30～ 0.52mで ある。埋土は黒褐色～黒色粘土の単層が多く,

東偵1の SP4800。 SP5463の下層には地山の掲色粘上の混入する層が一部みられる。出土遺物はない。

10号掘立柱建物 (SB10,第 94図 ,図版 35)

B地区東部中央に位置する。1間 × 1間の東西棟建物である。桁行 243m,梁行 2.15m,面積 5.22∬

である。主軸は N-45° 一Eである。柱穴の平面形は円形と楕円形で,規模は直径または長径 026～

0.30m,深さ029～ 044mである。埋土は黒褐色～黒色粘土を基調とする。出土遺物はない。

(朝田亜紀子 )

11号掘立柱建物 (SB■ ,第 98・ l12図 ,図版 36・ 64)

A地区中央の遺構集中地帯に位置する。3間 ×3間の南北棟総柱建物で,主軸はN-13° 一Eである。

桁行 85m,梁行 5,8m,面積 49,3だを測る。梁行の柱間は東から1,9m,1.8m,12mと なり,西側はやや

狭 くなる。SB12・ SB13と 重複 しており,SP1970が SB12の柱穴 SP1971に切られ,SP9160が SB13の

柱穴 SP9161に切られることから,SBllが最も古い建物となる。柱穴の平面形は円形・楕円形を呈し,

直径または長径 025m～ 0.60mを 測る。深さは 0.06m～ 0.42mでバラツキがあり,北側の柱穴が浅 く

なる傾向にある。SP9160,SP9170。 SP9209は埋上が炭化物混じりの黒色粘土質シル トで柱痕跡が認

められた。出土遺物は,SP9209。 SP9253か ら中世土師器が出土している。382・ 381は 口縁部に一段の

横ナデを施し,日縁端部を面取りするもので,13世紀前半のものである。

12号掘立柱建物 (SB12,第 99図 ,図版 36)

A地区中央に位置する。柱並びが不揃いでやや歪むが,2間 ×2間の東西棟総柱建物と想定した。桁

行6.Om,梁行 5.Om,面積 30だ ,主軸 N-84° 一Wである。柱穴の平面形は円形で,直径または長径0.25m

～ 0.44m,深 さ012m～ 038mを 測る。SBll・ SB13と 重複 してお り,SP9171が SBllの柱穴 SP1970

を切ること,SP1971'SP9210が SB13に付属すると考えるSX9226を 切ることから,SB12が最も新し

い建物と考える。SP9186・ SP9148・ SP9197で は埋土が炭化物混じりの黒色粘土質シルトで,柱痕跡が

認められた。出土遺物はない。
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13号掘立柱建物 (SB13,第 100・ 112図 ,図版 36・ 63)

A地区中央に位置し,SBll,SB12と 重複する。梁行の柱間が広く柱穴を検出しきれていない可能

性もあるが,桁行 5間 ×梁行 1間の東西棟側柱建物と想定した。桁行 6.3m,梁行 3.5m,面積 22.05∬ ,

主軸はN-50° 一Eを測る。SP9161が SBllの柱穴 SP9160を切ること,SB13に付属すると考える

SX9226が SB12の柱穴 SP9171'SP9210に 切られることから,SBll→ SB13→ SB12のナ‖頁になる。柱

穴の平面形は円形で,直径または長径 018m～ 045m,深 さ0.07m～ 030mを測る。SP9208で は柱痕

跡が認められた。南西角の柱穴 SP9231で は,中世土師器皿 1枚が伏せた状態で,埋上下位から出上し

ており,地鎮などの祭祀を行っていた可能性が想定できる。建物の北西に位置するSX9226は土間など

の施設として,SB13に伴うと考える。出土遺物は,SP9231出上の中世土師器 (380)の みである。380

は日縁部に一段の横ナデを施し,端部を面取りする。内面見込みはハケ状ナデを撫で消したもので,13

世紀初頭～前半頃のものである。

14号掘立柱建物 (SB14,第 100図 )

A地区中央の SB■ ～ SB13の北側に位置する。桁行 2間 ×梁行 1間の東西棟側柱建物と想定してい

るが,さ らに北側にのびる可能性もある。桁行 4.Om,梁行 18m,面積72ポである。主軸はN-50° 一Eで ,

SB13と 同一方位をとり,同時期の建物と考えられる。柱穴の平面形は円形で,直径または長径 0.19m

～0,35mを 測り,深さは0.06m～ 019mと 比較的浅い。SP9087で は柱痕跡が認められた。建物の南東

に位置するSK9089は土間などの施設として,SB14に 伴うと考える。出土遺物は,SP9087出土の中世

土師器がある。

B 柵列

1号柵列 (SA l,第 93図 ,図版 35。 37)

(金三津道子 )

B地区西都中央よりに位置する。SD1053に沿つて,4基の柱穴が南北に並ぶ。東に併行して流れる

溝 SDl150沿いにも軸方位の同じ柵列 SA 2が南北方向に並んでおり,一対のものと考えられる。溝を

跨いでいることから側柱建物とは考え難く,こ こでは柵列とした。また北側の 2基の柱穴は規模や柱間

距離が同じであることから,こ れら計 4基の柱穴を独立させて橋などがあった可能性も考えられる。柱

穴の平面形は全て円形である。規模は直径 0.23～ 0.28m,深 さ0.18～ 0.30mである。埋土は上層に黒

褐色粘土,下層に黒色粘上が堆積 し,一部に地山の褐色粘土やにぶい黄褐色砂質シルトが混入する。出

土遺物は混入と思われる縄文土器のみである。

2号柵列 (SA 2,第 93図,図版 35'37)

B地区西都中央よりに位置する。SDl150に沿って,3基の柱穴が南北に並ぶ。それぞれ SDl150と

の間に切り合いがあるが,埋土が近似 していることから,SA 2と SDl150はほぼ同時期に埋没したも

のと考えられる。西に併行して流れる溝 SD1053沿いにも同様の柵列 SA lが南北方向に並んでおり,

これらは軸方位,柱穴規模,柵列の長さが同じであることから,一対のものと考えられる。溝を跨いで

いることから,柵或いは橋などの構造が考えられる。柱穴の平面形は円形と楕円形がある。規模は直径

または長径 0.21～ 0,58m,深 さ0.24～ 035mである。埋土は上層に黒掲色粘土,下層に黒色粘上が堆積し,

SA lの埋土と似ているが,最下層には締まりの悪い黒掲色～黒色粘上が堆積する。出土遺物はない。

C溝

222号溝 (SD222,第 101・ 112図 ,図版 67)

B地区西部中央に位置し,南から北へ向かって緩やかに蛇行する。最大幅 2.32m,深 さ0.14mを 測る。

坦土は黒色粘土質シルトと黒褐色粘土質シル トを基調とし,下層には薄く礫と砂が堆積する。遺物は,
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縄文土器破片多数,打製石斧,磨製石斧,石錘,砥石,擦 り切 り石器,剥片,中世土師器皿小片多数,珠

洲悟鉢小片,珠洲甕 (383～ 386),鉄淳が出上しているが,縄文土器・石器類は混入と考える。13世紀

中葉～ 14世紀中葉から後半にかけての遺物が出上している。383は珠洲甕の底部。外面を綾杉状に叩

き,内面に強い横ナデと当て具痕が残る。内面には粘土の輪積痕がみられる。底部は静止糸切りである。

384～ 386は 珠洲甕の口縁部。384は頸部を強く折 り返し,外面には口顎を折り返す際の器具圧痕を残す。

吉岡編年のⅢ期に該当する①385も 頸部を強く折り返し,肩 をしっかり作る。肩上部には竹管を2つ押

し当て刻印とする。385'386は 体部の叩打成形の後,内面に縦方向の指ナデを加え,当 て具痕を撫で消す。

Ⅳ期と考えられる。

400号溝 (SD400,第 101図 ,図版 35)

B地区西部中央に位置する。南から北に向かって直線的に流れ,SD401と 直角に交わる。SD401と

の間に切 り合いはなく,併存 していたと思われる。SD400,SD401で 区画された範囲に SB l・ SB 2

が同方位で建ち,掘立柱建物に伴う区画溝であると考えられる。最大幅 0,75m,深さ 0.19mを 測る。埋

土は単層で,北側が地山の掲色粘土が僅かに混ざる黒色粘土,南側が黒褐色粘土質シル トである。遺物

は縄文土器小片,打製石斧,磨製石斧が出上しているが,混入と考えられる。

401号溝 (SD401,第 101図 ,図版 35)

B地区西部中央に位置する。西から東へ向かって直線的に流れ,SD400と 直角に交わる。SD401と

の間に切 り合いはなく,併存していたと思われる。SD400'SD401で 区画された範囲にSB l,SB 2

が同方位で建ち,掘立柱建物に伴う区画溝であると考えられる。最大幅 0.50m,深さ027mを測る。埋

土上層は黒褐色粘上を基調とし,酸化鉄の沈着や下層埋上の帯状の混入など,水流のあったことが伺え

る。下層は黒色粘上が堆積し,一部に地山のにぶい黄褐色砂質シルトが混ざる。遺物は縄文土器小片多

数,磨製石斧,剥片,中世土師器皿小片,珠洲悟鉢小片が出土している。

616号溝 (SD616,第 101図 )

B地区西部中央に位置し,L字 に曲がる。倒木痕 SX533と 重複し,こ れを切る。SX533と 重複する部

分では,外形に沿って緩く弧を描いており,倒木によって地盤が弱く変化した部分に溝が流れ込んだこ

とが伺える。最大幅 080m,深さ045mを測る。埋土は黒褐色粘土質シルトを基調とし,下層には地山

の褐色粘土質シルトが混入する層がみられる。遺物は縄文土器小片,中世土師器皿小片が出土している。

927号溝 (SD927,第 102図 )

B地区西部中央南端に位置する。中央をSK928・ SK930に切られる。北側は倒木痕 SX900と 重複し,
これを切っているが,SX900範囲内で埋土が混濁し,溝の続きを検出できなかった。最大幅 0.41m,深

さ018mを測る。埋土は黒褐色粘上の単層である。遺物は縄文土器小片,剥片,珠洲甕小片が出土して

いる。

1053号溝 (SD1053,第 102図 ,図版 35'37)

B地区西部中央に位置する。南から北へ向かって直線的に延び,SDl150と 併行する。西肩にはSA l

が並ぶ。最大幅 0,93m,深さ0.26mを 測る。埋土は地山の褐色粘上が僅かに混ざる黒褐色粘上の単層で

ある。南の延長上に位置するSDl181と は埋上が近似しており,同一の溝である可能性が高い。遺物は

縄文土器小片多数,石錘,剥片,中世土師器皿小片,青磁椀が出土している。

1150号滞 (SDl150,第 102図 ,図版 35'37)

B地区西部中央に位置する。南に貯水地状の遺構があり,SD1300・ SD1381と 同様にここから分岐する。

北へ向かって直線的に延び,東のSD1053と 併行する。東肩にはSA 2が並ぶ。最大幅 160m,深さ027m
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を測る。埋土上層は中央部のみにみられ,黒褐色粘土と地山の褐色粘土・にぶい黄褐色砂質シルトが混

ざる土が堆積する。中層は黒褐色粘土とこれに砂礫が多量に混ざる土からなる。下層には粘性の強い

黒色粘土層が堆積し,淀みによる沈殿層と思われる。中層の砂礫層から多くの遺物が出土しており,あ

る程度水勢のある流れのあったことが想定できる。遺物は,縄文土器 (5)他破片多数,打製石斧,磨製

石斧,石鏃,砥石,敲石,す り石,凹石,石錘,削器,石皿,台石,石棒,玉類,磨製石斧未成品,石核,剥

片,中世土師器皿小片多数,珠洲甕 (387他小片多数 ),餐器系陶器,青磁椀,近世陶器が出上している。

縄文土器・石器類は縄文時代の遺物で,混入と思われる。387は珠洲甕の回縁部。遺物包含層から出土

した破片と接合する。口縁部を大きく引き出しており,軟質の焼成である。Ⅱ2期 (13世紀第 2四半期 )

と考えられる。なお,接合はしないが同一個体と思われる破片の中にSD222か ら出土したものがある。

1181号溝 (SDl181,第 102図 )

B地区西部中央に位置し,南から北へ向かって直線的に廷びる。幅 061m,深さ0.14mを 測る。埋土

は黒褐色粘土層と地山のにぶい黄褐色砂質シルトが混ざる層からなる。北の廷長上に位置するSD1053

とは埋土が近似しており,同一の溝である可能性が高い。遺物は中世土師器皿小片がある①

l193号溝 (SDl193,第 102図 )

B地区西部中央南東よりに位置する。幅 0,45m,深 さ007mを沢1る。埋土は黒褐色粘上の単層である。

SDl181を 挟んで西側に位置する SKl173と は埋土が異なるため別遺構と考えた。むしろ,東の延長上

に位置するSD1381と 同一遺構である可能性が高い。遺物は出上していない。

1300号溝 (SD1300,第 102図 ,図版 35)

B地区西部東よりに位置する。南に貯水地状の遺構があり,SDl150。 SD1381と 同様にここから分岐

する。北へ向かって緩やかに蛇行しながら廷びる。最大幅 0.49m,深さ026mを測る。埋土は黒褐色粘

土を基調とし,下層は暗色味が強くなる。最下層には地山のにぶい黄褐色砂質シルトが混入する層が堆

積する。南側には上層に黒色粘土層が薄く被る。北側は一段浅くなり,黒色粘土層のみがみられる。遺

物は,縄文土器小片多数,砥石,石核,剥片,中世土師器皿小片が出上している。

1381号溝 (SD1381,第 102図 )

B地区西部東より南端に位置し,西から東へ向かって流れる。南に貯水地状の遺構があり,SDl150'

SD1300と 同様にここから分岐する。最大幅 0.64m,深さ0.32mを 測る。埋土は黒褐色粘土を基調とし,

下層には地山の褐色粘土が混入する層がみられる。遺物は,縄文土器小片多数,磨製石斧,敲石,凹石 ,

石皿,珠洲橘鉢小片が出土している。

1851号溝 (SD1851,第 101図 )

B地区西部西より北端に位置する。西から東へ向かって延び,SD1864と 併行する。最大幅 0.46m,

深さ0.1lmを 測る。埋土は黒色粘土を基調とする。遺物は縄文土器小片が出土している。

1864号溝 (SD1864,第 101図 )

B地区西部西より北端に位置する。西から東へ向かって延び,SD1851と 併行する。最大幅 1.17m,

深さ0.13mを 測る。埋土は黒色粘土の混ざる褐色粘上の単層である。遺物は,縄文土器小片多数,磨製

石斧,砥石,石剥片,青磁椀が出土している。

3609号溝 (SD3609,第 103図 ,図版 37)

B地区中央に位置し,南から北へ向かって延びる。中央から北側にかけてほぼ直線的に廷びているが ,

南側は倒木痕の外周に沿つて弧を描く。最大幅 2.20m,深さ0.13mを 測る。埋土は黒褐色粘土を基調と

するが,南側の弧を描く部分の色調は若干灰白色味が強くなる。遺物は,縄文土器 (6),石鏃,打製石
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斧,磨製石斧,砥石,凹石,す り石,敲石,磨製石斧未成品,剥片,中世土師器皿小片多数,珠洲悟鉢 (392・

393)・ 甕 (394),青磁椀 (389～ 391),青磁皿 (388),鉄淳が出土している。中国製磁器は 12世紀中頃

～ 13世紀前半,珠洲は 13世紀中頃～ 14世紀中頃の時期のものが出土している。縄文土器・石器類は

混入と思われる。394は珠洲奏。口縁部を折 り曲げ,く の字状にする。Ⅳ期と考えられる。392・ 393は

珠洲悟鉢。392の 口縁部は外傾し,端部を僅かに引き出すように成形する。内面には 8目 1単位の卸目

を直線的に引くが,使用による摩耗が著しい。SK5475出土破片と接合する。Ⅳ期と考えられる。393

も口縁部は外傾するが,やや丸みを帯びる。内面には 10日 前後が 1単位の細密な櫛歯による卸目が見

られる。Ⅳ期。389は 同安窯系青磁の皿で,底部を無釉とし,内面に櫛点描文を施す。太宰府分類の皿

I-lb類 に該当する。390～ 392は龍泉窯系青磁椀。390は体部外面に縦の櫛目を入れ連弁文を片彫

りする。内面にも片彫 りで文様を施す。口縁部が外反し,椀 I-6a類に該当する。390は無文の椀で

I tt。 392は外面に片彫りの蓮弁文を有する椀Ⅱ―b類。389～ 391は D期 (12世紀中頃～ 12世紀後半),

391は E期 (13世紀初頭前後～前半)である。

5453号溝 (SD5453,第 103図 )

B地区東部中央よりに位置する。東を流れるSD5532か ら分岐し,L字状に曲がって北流する。分岐

部分で SK5475と SX4923を 切る。最大幅 2.29m,深 さ0.10mを 測る。埋土は黒褐色粘上の単層である。

遺物は鉄淳が出上している。

5532号溝 (SD5532,第 103図 )

B地区東部中央よりに位置し,南から北へ直線的に流れる。北側で SK5603を 切る。最大幅 0.74m,

深さ0.17mを 測る。埋土上層には黒掲色粘土,下層には灰黄褐色粘上が堆積し,底面には酸化鉄が約 5

mmの厚さで沈着していた。遺物は中世土師器皿小片,凹石,剥片が出上している①   (朝 田亜紀子 )
9004号溝 (SD9004,第 104・ 113図 ,図版 41・ 64・ 65)

A地区東側に位置する東西方向の溝で,調査区外にかかる。平成 16年度に,朝 日町教育委員会によ

り調査された北側に隣接する②地区の SD09と 一連の溝と考えられる。最大幅 335m,深さ035mを測

る。出土遺物は,縄文土器・須恵器 (402)。 中世土師器 (395～ 400)。 青磁 (401)・ 石棒・石刀・剥片

があるが,縄文土器は摩滅した小片が中心で後世の混入によるものとみられる。395～ 400は 口縁部に

一段の横ナデを施し,端部を面取りするもので,395は 内面見込みにハケ状工具によるナデが施される①

395'396・ 400は底面端部に指頭圧痕がみられる。401は龍泉窯系の青磁椀で,太宰府分類の I-2ま

たは I-3類 ,12世紀中頃～後半頃に比定できる。402は須恵器の甕胴部破片で,内面中央部に何かを

磨った様な摩耗した箇所がある。中世土師器は底面付近から出上したものが多く13世紀前半を主体と

するものであることから,遺構の年代を示すものと考える。

9031号溝 (SD9031,第 104図 ,図版 41)

A地区東側の SD9004北側に位置する。最大幅 112m,深 さ 0.32mを 測る。SD9040に切られる。出

土遺物は黒曜石の剥片のみであり,時期の特定はできない①

9040号溝 (SD9040,第 104図 )

A地区東側の SD9004北側に位置する。SD9004と 平行する東西方向の溝で,最大幅 085m,深 さ0.44m

を測る。埋土は炭化物混じりの黒褐色シルトの単層で,SD9031を切り,SD9004に 切られる。出土遺物

は中世土師器があり,SD9040は 中世の溝と考える。 (金三津道子 )
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D 土坑

120号土坑 (SK120,第 105'113図 ,図版 37・ 65)

B地区西部中央に位置する。平面形は不整形で,長さ 132mを 測る。南側が深 くなっており,深さは

最も深いところで 0.48mを測る。埋土上層は黒色粘土を基調とする3層からなる。上層の壁面近くには,

地山の褐色粘土質シルトが多く混ざる層がみられ,掘形が崩れ自然堆積 した様相をみせる。下層は上層

と同じ黒色粘土であるが粘性がより強い。土層内に掲色粘土質シルトが薄い帯状もしくはマーブル状

に混入しており,水流等により攪拌を受けたことが考えられる。遺物は縄文土器小片,磨製石斧,剥片 ,

中世土師器皿小片,青磁皿 (404)が 出上している。404は龍泉窯系青磁の皿である。外底面の釉を掻き

取 り無釉とし,内面見込みに櫛日とヘラ片彫 りによる文様を描 く。tt I-lc類に該当する。D期 (12

世紀中頃～後半)である。

177号土坑 (SK177,第 105'113・ 122図 ,図版 37・ 64・ 73)

B地区西部中央南よりに位置する。平面形は長方形で,長さ407m,幅 231m,深 さ 0.58mを 測る。

掘形はどの面も垂直に掘り込まれており,底面は平坦である。埋土上層は黒褐色粘土とにぶい責褐色砂

質シルトが互層をなし,下層は黒褐色粘土質シルトとにぶい黄褐色粘土質シルトが堆積する。上・下層

ともそれぞれに地山の褐色粘土質シルトが混入し,数回にわたって埋め戻されたと思われる。遺物は縄

文土器小片多数,打製石斧,磨製石斧,砥石,玉類,剥片,中世土師器皿 (405),鉄淳 (559)が 出上して

いる。405は 口縁部を一段ナデする深身の皿。13～ 14世紀のものである。

189号土坑 (SK189,第 105図 ,図版 37)

B地区西部中央に位置し,東側で SK190を切る。平面形は楕円形で,長径 173m,深 さ0,73mを 測る。

掘形は中心に向かって斜めに掘り込まれており,断面形は逆三角形状となる。埋土上層は黒色粘土質シ

ルト,下層はより暗い黒色粘土を基調とし,それぞれに地山の褐色粘土質シル トが混入する。数回にわ

たって埋め戻された様子である。遺物は縄文土器小片,中世土師器皿小片,剥片が出上している。

190号土坑 (SK190,第 105図 ,図版 37)

B地区西部中央に位置し,西側をSK189に切られる。平面形は楕円形で,長径 1.47 cm,深さ 0.35mを

測る。埋土上層は黒色粘土質シルト,下層は黒褐色粘土質シルトが水平堆積 し,下層には地山の褐色粘

土質シルトが多く混ざる。遺物は縄文土器小片が出土している。

202号土坑 (SK202,第 106図 ,図版 38)

B地区西部中央に位置する。平面形はやや角のある円形で,直径 1,82m,深 さ 0.26mを 測る。南東の

SK178,SK179'SK203に 囲まれた位置に深い部分があり,最深部の深さは052mを測る。埋土は黒褐

色粘土質シルトを基調とし,下層に多く地山の褐色粘土質シルトを含む。遺物は縄文土器小片が出上し

ている。

350号土坑 (SK350,第 106図 ,図版 38)

B地区西都中央北端に位置する。平面形は楕円形で,長径 177m,深 さ0.30mを 測る。坦土は黒色粘

土を基調とし,壁面近くに多く地山の褐色粘土が混入する。底面には酸化鉄の薄い沈着がみられた。遺

物は縄文土器小片,敲石,中世土師器皿小片,珠洲甕胴部片が出上している。

360号土坑 (SK360,第 106図 ,図版 38)

B地区西部中央北端の SK350北東に位置する。平面形は楕円形で,一部が調査区外にかかる。長径

2.13m,短径 0.91m,深さ0,38mを 測る。埋土は黒色粘土質シルトを基調とし,西側には植物の浸食と思

われる攪乱がみられる。遺物は出上していない。
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371号土坑 (SK371,第 106図 ,図版 38)

B地区西部中央に位置する。平面形は楕円形で,長径 1.04m,短径 0.63m,深 さ0.41mを 測る。埋土

上層には黒色粘土質シルト,下層には地山のにぶい責褐色砂質シル トが混ざる黒褐色粘上が堆積する。

遺物は縄文土器小片が出土している。

425号土坑 (SK425,第 106図 ,図版 38)

B地区西部中央に位置する。平面形は楕円形で,長径 2.23m,短径 l13m,深 さ 0.25mを 測る。埋土

は黒褐色粘土質シルトの単層で,炭化物が僅かに混入し,底面には厚さ 5 mmの酸化鉄の沈着がみられる。

遺物は縄文土器小片,石棒,中世土師器皿小片が出土している。

504号土坑 (SK504,第 106図 )

B地区西部中央北よりに位置する。一部をSK501・ SK503に切られ,北側で SK505を切る。平面形

は楕円形で,長径 1.00m,短径 072m,深さ0.25mを 測る。埋土は黒色粘土質シルトを基調とし,下層に

は地山の褐色粘土質シルトが多く混入する。遺物は出土していない。

505号土坑 (SK505,第 106図 )

B地区西部中央北よりの SK504北 に位置する。南側をSK504に切られる。平面形は精円形で,長径

1.48m,短径 1.04m,深 さ0.20mを 測る。埋土は黒色粘土質シルトを基調とし,下層には地山の褐色粘土

質シルトが多く混入する。遺物は出上していない。

928号土坑 (SK928,第 107図 ,図版 39)

B地区西部中央南端に位置する。北から東にかけて SK929,SK930に 切られ,北西側は試掘坑によ

り上部を削平される。平面形は不整形で,長 さ 128m,深 さ 0.54mを 測る。埋土断面からは 2回の掘り

込みが確認できる。上層は黒褐色粘上を基調とし,SK929よ りの部分に地山に同じにぶい責褐色砂質

シルトの流れ込みがみられる。下層には黒色粘土や暗褐色粘土等が堆積し,植物等の浸食と思われる層

の乱れがある。遺物は縄文土萎ヽ片が出土している。

929号土坑 (SK929,第 107図 ,図版 39)

B地区西部中央南端に位置する。西側で SK928を切 り,北西側をSK980に切られる。平面形は不整

形で,長さ 1.63m,深さ 0.46mを 測る。埋土上層は暗褐色粘土,下層は黒褐色粘土を基調とし,SK928

よりの部分に地山に同じにぶい黄褐色砂質シルトの流れ込みがみられる。遺物は出上していない。

930号土坑 (SK930,第 107図 ,図版 39)

B地区西部中央南端に位置する。南側で SK928・ SK929を切る。北側の上面はトレンチにより削平

される。平面形は不整形で,長さ■24m,深 さ0.30mを 測る。埋土上層には黒褐色粘土,下層には地山

のにぶい責褐色砂質シルトが混ざる黒褐色粘土が水平堆積し,間 に青黒色粘上の灰・炭化物層が薄くみ

られる。遺物は混入とみられる凹石が出上している。

992号土坑 (SK992,第 107図 ,図版 39)

B地区西部中央に位置する。平面形は楕円形で,長径 ■82m,短径 1.14m,深 さ0,41mを 沢1る 。埋土

上層には黒色粘土,下層には黒褐色粘土が堆積する。壁面近くには地山のにぶい黄掲色砂質シルトや褐

色粘上が混入し,植物による浸食も目立つ。遺物は縄文土器小片が出上している。

1173号土坑 (SKl173,第 107図 ,図版 39)

B地区西部中央南よりに位置し,SDl181に 切られる。SDl181を 挟んで SDl193が位置するが,埋土

が異なるため別遺構とした。平面形は不整形で,長さ200m,深さ0.35mを 測る。埋土上層は黒色～黒

褐色粘土,下層は灰黄褐色～褐色粘土などが堆積し,上層に多く地山のにぶい黄褐色砂質シルトが混入
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する。遺物は縄文土器小片が出土している。

3000号土坑 (SK3000,第 108図 ,図版 39)

B地区中央西よりに位置する。平面形は楕円形で,長径 2.61m,短径 2.08m,深 さ0.79mを 測る。掘

形は垂直に一段掘り込み,中央を更に一段円形掘り込む 2段掘りである。底面は平坦である。埋土上層

は黒色粘土を基調とし,下層近くに褐色粘上の層が薄くみられる。下層には黒色粘土に地山のにぶい黄

褐色～灰黄褐色砂質シルトが混入する。遺構形成後しばらく開口した状態で自然堆積し,その後一気に

埋め戻されたようである。遺物は縄文土器小片多数,擦 り切 り石器,磨製石斧,剥片が出土している。

4013号土坑 (SK4013,第 113図 ,図版 67)

B地区中央南よりに位置し,SD3609に切られる。平面形は不整形で,長 さ0.60m,深 さ0.1lmを 測る。

埋土は黒褐色粘土を基調とし,下層には地山のにぶい責褐色砂質シルトが多量に混入する。底面には酸

化鉄が 5 mmの厚さで沈着しており,溝の水が溢れて溜まったような形跡もみられ,溝の一部であった可

能性がある。遺物は珠洲悟鉢 (406)が出土している。406は珠洲指鉢の底部。遺物包含層出土破片と接

合する。内面に細密な櫛歯による 18日 1単位の卸目を引き,タト底面には静止糸切り痕を残す。Ⅱ期 (13

世紀前半 )と 考えられる。

4422号土坑 (SK4422,第 108図 )

B地区中央南西よりに位置する。平面形は楕円形で,長径 223m,短径 1.19m,深さ 0.39mを 測る。

埋土は黒褐色粘土を基調とし,壁面から底面にかけて地山の褐色粘上の混入する層が堆積する。東の落

ち際には灰責掲色～黒褐色の粘土もみられる。遺物は縄文土器小片,剥片が出土している。

4460号土坑 (SK4460,第 108図 ,図版 39)

B地区中央北よりに位置する。平面形は円形でほぼ垂直に掘り込まれており,直径 1.03m,深 さ066m

を測る。埋土は,最下層に黒色粘土が西側から斜めに堆積し,その上に地山のにぶい責褐色砂質シルト

混じりの層が薄く被る。上層には黒掲色～黒色粘土が水平に堆積する。2～ 3回 にわたって埋め戻さ

れたと思われる。形態から丼戸の可能性が高いと思われる。現在底面付近からの湧水は僅かであるが ,

粘土質の水はけの悪い地層を掘り込んでいるため,調査期間中,常に水が満ちている状況であった。底

面の標高は 47.64mを 測る。遺物は縄文土器小片が出土している。

5475号土坑 (SK5475,第 108・ 113図 ,図版 40・ 65・ 67)

B地区東部南西よりの,SD5453と SD5532の合流する地点に位置する。溝の底面で検出しており,

埋上の特徴から,主にSD5453に切られていると考えられる。平面形は円形で,長径 1.82m,深 さ0.62m

を測る。埋土は黒色粘上が 2層 に分かれて堆積する。遺物は縄文土器小片多数,磨製石斧,敲石,砥石 ,

剥片,中世土師器小片多数,珠洲悟鉢 (392),珠洲甕小片,青磁椀 (407),白 磁椀 (408),白 磁皿 (409),

鉄淳が出土している。407は龍泉窯系青磁。肉厚の底部を持つ椀 I類である。D期 (12世紀中頃～後半 )。

408は 白磁抗Ⅸ-2類。高台部を無釉とし,内面見込みに高台径よりもやや広い圏線を持つ。F期 (13

世紀中頃～ 14世紀初頭前後 )。 409は 白磁皿Ⅸ― I tt。 平底の底部で,全面に施釉する。外底面の釉は

薄くまだらになる。F期。また,392は SD3609出土破片と接合する。Ⅲ期(13世紀中葉頃～ 1270年代 )

のものである。

5603号土坑 (SK5603,第 109,113図 ,図版 40・ 64)

B地区東部西よりに位置する。平面形はやや角のある円形で,直径 2.06m,深さ0.55mを 測る。掘形

は,壁面を垂直に掘 り込んでおり,更に南半部と北西部にもう一段やや深くなる部分がある。埋土上層

には焼土混じりの黒色粘土,下層には地山混じりの黒色粘上が堆積する。遺物は中世土師器皿 (410),
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玉類,磨製石斧,剥片が出上している。410は 口縁部を一段ナデする。13～ 14世紀のもの。

6085号土坑 (SK6085,第 109図 ,図版 40)

B地区西部北西よりに位置し,南側で SK6086を 切る。遺構の境が不明瞭であったため若干検出面を

削り込んでおり,平面形態は楕円形となっているが,本来の形は長径 0,96m程度の円形であったと思わ

れる。深さは019mを測る。埋土は黒色粘土を基調とし,直径 10～ 25 cmの礫を多 く含む。SK6086と

の境には地山の掲色粘上が多く混ざる層がみられ,底面全体に酸化鉄が薄く沈着していた。遺物は出土

していない。

6086号土坑 (SK6086,第 109図 ,図版 40)

B地区西部北西よりに位置し,北狽1を SK6085に切られる。平面形は円形で,直径 149m,深 さ0.16m

を測る。埋土は黒色粘上の単層である。遺物は出土していない。

7199号土坑 (SK7199,第 109図 ,図版 40)

B地区東部中央に位置する。平面形は円形で,直径 132m,深 さ0.26mを 測る。埋土は黒掲色粘土を

基調とし,下層には地山の褐色粘上が混入する層がみられる。遺物は出土していない。

7920号土坑 (SK7920,第 109図 ,図版 40)

B地区東部中央に位置する。平面形は円形で,直径 1.09m,深 さ 0.33mを 測る。掘形は壁面が垂直に

掘り込まれており,底面は平坦である。埋土上層は炭化物の混ざる黒色粘土,下層は赤褐色粘土を基調

とする焼上が堆積する。壁面近くの下層には地山の褐色粘上が混ざる黒色粘上がみられる。遺物は出

上していない。                                (朝 田亜紀子 )

9054号土坑 (SK9054,第 ■0図 )

A地区東側の SD9004南側に位置する。直径 0.24m,深さ016mを測る円形の上坑である。埋土は炭

化物混じりの黒色シルトと,にぶい黄褐色シル トで,基調となる黒色シルトは柱痕跡と考えられる。出

土遺物は中世土師器小片がある。

9064号土坑 (SK9064,第 110図 )

A地区中央北狽よに位置し,SK9063の西側に隣接する。一部調査区外にかかり,長径 0,70m,短径 0.48m

以上,深さ0.55mを 測る円形の上坑である。筒状に掘られ,底面中央が一段深くなる土坑で,井戸の可

能性がある。SK9065に切られる。出土遺物はない。

9089号土坑 (SK9089,第 110図 )

A地区中央北側,SB14内に位置する。長さ096m,幅 083mの平面不整形の土坑で,深さは008mを

測る。埋土は責褐色シルト混じりの黒色シルトの単層で,底面は平坦でないが,只占床状の硬 くしまった

箇所が部分的に認められる。SB14に伴う遺構の可能性がある。出土遺物はない。

9127号土坑 (SK9127,第 110図 )

A地区中央北側,SB14の北西側に位置する。長径 0,45m,短径 041m,深さ026mを測る円形土坑で

ある。SK9114に切られ,SK9180を 切る。底面中央が一段深くなり,炭化物混じりの黒色シルトが埋土

の基調をなすことから,柱痕跡と考えられる。出土遺物はない。

9144号土坑 (SK9144,第 110図 )

A地区中央,SB12の東側に位置する。長径 0,35m,短径 0.28m,深 さ0.22mを 測る楕円形土坑で ,

SK9143を 切る。埋土はえ化物混じりの黒色粘土質シルト単層。出土遺物は中世土師器小片がある。

9174号土坑 (SK9174,第 110図 )

A地区中央,SBllの北側柱列付近に位置する。長径 0.58m,短径 0.33m,深 さ0.21mの 楕円形土坑。
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底面中央が一段深くなり;柱痕跡の可能性がある。出土遺物はない。

9206号土坑 (SK9206,第 111図 ,図版 41)

A地区中央北側,SB■ の東側柱列付近に位置する。長径 0,30m,短径 0.25m,深さ 0.22mを 測る円形

土坑で,SX9279・ SD9225を 切る。埋土は明黄褐色シルト混じりの黒色粘土質シルトの単層。底面北側

が一段深くなり,柱痕跡の可能性がある。出土遺物はない。

9226号土坑 (SX9226,第 111図 )

A地区中央,SB13内 に位置する。長さ2.91m,幅 242mを 測る隅丸方形に近い不整形土坑。深さ0.06m

の浅い皿状で,床面は平坦で硬 くしまる。埋土は暗褐色シルト混じりの黒褐色粘土質シルト単層である。

SB12の柱穴 SP9171・ SP9210,SK9195他 の土坑に切られ,SBllの柱穴 SP9209,SD9225を切る。SB13

の柱穴 SP9196・ SP9208に も切られるが,SB13の北西角付近に位置しており,SB13に伴う遺構の可能

性がある。出土遺物はない。

9240号土坑 (SK9240,第 111図 ,図版 41)

A地区中央北側に位置し,調査区外北側にかかる。長さ■90m以上,幅 2.08m,深さ0,20mを 測る不

整形の上坑である。埋土は炭化物混じりの黒色シルトを基調とし,下位に黄掲色シルト混じりの黒褐色

シルトが堆積する。出土遺物には中世土師器,珠洲の甕胴部破片がある。

9279号土坑 (SX9279)

A地区中央北側に位置し,一部調査区外北側にかかる。長さ2.83m以上,幅 2.45m,深さ 0.09mを 測

る不整形の上坑である。埋土は黄褐色シル ト混じりの黒褐色シル トの単層で,窪地に工層が溜まった

ものの可能性もあるが,平面プランを検出し得たことから,土坑として扱っている。SP9197。 SP9199・

SK9206・ SK9224に切られるが,SK9203他 の上坑は,SX9279の底面で検出しており,SX9279が新しい。

出土遺物はなく,時期の特定はできない。

9288号土坑 (SK9288,第 111図 )

A地区西側南よりに位置し,SK9287の 北側に接する。直径 0.96m,深さ020mを測る円形土坑。埋

土は褐色シルト混じりの黒褐色シルト単層で,3 cm代の砂礫を含む。SK9287。 SK9289を 切る。出土遺

物は中世土師器がある。

9289号土坑 (SK9289,第 111図 ,図版 41)

A地区西側南よりに位置する。長径 0.75m,短径 0.50m以上,深 さ0.18mを 測る楕円形土坑。埋土は

炭化物混じりの黒色シルト,灰黄褐色シル トで,中位に焼上が層状に堆積する。底面中央で 10 cm代 の

礫を並んだ状態で検出したが,焼けた痕跡はみられなかった。SK9288に切られる。出土遺物はなく,

時期の特定はできない。

9290号土坑 (SK9290,第 111図 )

A地区西側南よりに位置し,SK9289の 西側に隣接する。長径 0.36m,短径 0.32m,深さ 0.06mの 円形

土坑。埋土は褐色シルト混じりの暗褐色シル トの単層である。埋土は SK9288等中世の遺構と同様な

ものである。出土遺物は縄文土器があるが,細片で摩耗が著しく,後世の混入と考える。

E 包含層出土遺物

出土遺物は,概ね 12世紀中頃～ 14世紀代のものが主体をなし,15世紀前半代が下限である。

中世土師器 (第 114図 ,図版 62・ 64)

411は口縁部に一段の横ナデを施し,内底面の端を指押さえして平底に仕上げる412～ 415は口縁部

に一段ナデを施す小型の皿で,底部外面に指頭圧痕がみられる。412は口縁部に煤が付着する。414は

F7」



3 遺構・遺物

l10YR4/4 禰色粘■質ンルト4ラ
"ッ
ク状に10%混 )

3 10YR4/3 にぶい貢穏色砂質ンルト

10VR4/4 獨色粘主質シルト小〕ロック状に20%濃 )
41043/1 黒網色粘■ (黒網色砂淀)
5 10WR4/3 にぶい黄褐色砂質ンルト(砂混)

(10YR4/4 禍色粘■質シル 小ヽ/11ック状に10%混)
7101R3/2 黒梧色消■質シルヽ
(1∝RV4 調色お■質シル1/1ワ

"ッ
ク状に20%混 )

8 10YR4/3 にぶい黄狛色粘■質カレト
(10VR4/4 禍色粘■質ンルMヮ伯ック状にlo%漏)

(1044/1 黒細色粘■質ンルh/ヽフ
"ッ
ク状に6賜混)

4910m

Д

4910m

410N/1 黒色粘■質ンルト(10YR4/4 禍色粘上質ンルト∞%混 )

21042/2 黒色粘■質ンルト(lωR4/4 編色粘■質シルト小フセック状に5賜潟)

0                        1:40                       2m

第 105図 柳田遺跡
l SK177

F77

中世遺構実測図
2 SK120・ SK189・ SK190

11鋭貶 /1 黒色粘■(10YR4/4 榔色粘■質シルト小カロック状に1%,炭化物漏)
2 10YR2/1 黒色粘上(10YR4/4 獨色粘■質シルト30″混)
9 10YR2/1 黒色活■(10m4/4 獨色粘■質ンルト61%渥 )
■10VH2/1 黒色猫■(1戯W/4 編色粘■質シルト10%混)
51戯ワ I 黒色粘■(10WR4れ 網色粘■質ンルト51%撮 )
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49 1X III

ξトュ監1基禍色路■質〃ト
2 10VR3/1 黒褐色粘■質ンルト(10YR4/4

____       褐色粘土質シルト鉤%混 )

‖庁
4870m

11∝m″ 1 黒色第■質ンルト
2 10YR2/1 黒色粘■質シルト
310N/2 黒網色粘主
■lom/1 黒竜消■質ンルト(1044/4 網色粘主質シルトaO%滉 )
5 iOYRIフ /1 黒色お■質ンルト(10hR4/4 網色粘上質ンルト10%協)

4 10VR2/1 黒色粘il10hR4/4 揮色稲■10%混)

SK42S
l lω騨 /1 黒網色砂質シルト(炭イヒ物酸イヒ鉄混)

第 106図 柳田遺跡 中世遺構実測図
l SK202  2 SK371  3.SK350  4 SK360・ SK406  5,SK425

4900m

2耐R〃2 黒褐芭粘■(却WW4 におい資禍色砂質ンルト1賜混)
3 1ωR〃2 黒福色粘■(1銀W4 にぶい黄網色砂質ンルドЮ%混 )

6 SK504・ SK505

77∫



3 遺構・遺物

1滸

1101a2/2 黒網色粘■
2 5PI11 71 奮黒色粘■ (炭化物混)
31鋭騨 /2 黒禰芭粘■ (iO■ RS/4 1こぶい
黄網色砂質ンルトЮ%混 )

4 10YR3/2 黒褐色粘■(10Mt4/4 褐色粘ial%混 )

4900m

110H/2 黒秘色粘■ (友イヒ物潟)

3 1ωRν2 黒相色粘■ (1∝胞 /2 黒網色粘■彰 混)

710R/1 黒色粘上
8 ЮⅥ諺″ 黒格色粘■(10VR5/4 にない黄縛tVp賓シルト10%潮
9 75VR3/1 黒褐色お■質ンルト

SK929
10 10YR3/8 暗網色粘■

12 1om/2 黒褐色粘と(10VR j/4 にぷい黄褐色秒質シルト40%滋 )
131∝菊 /4 にない支褐色砂蜜ンルト

石

3 10YR4/2 灰黄禍色粘■ (10YR/4 にない黄禍色砂質ンルト50%鴻 )

81鋭R4/4 褐色粘■ (1042/1 黒色粘■10%漏)

0                        1:40                       2m

第 107図 柳田遺跡 中世遺構実測図
l SK928・ SK929・ SK930 2 SKl173

′7b

1 lω唖 /1 黒色粘土(10hR5/4 にない女IH色砂災ンルトiO%混 )
21帆躍 /1 黒色粘土(10m5/4 にぶい貞網色砂質ンルト70%琵 )
8 10VR3/1 黒褐色粘■(10W硝/4 にぶい黄褥色砂質≫ 卜Ю%渦 )
■10HR4/2 灰黄網色粘土
510m/3 暗褐色粘■ (10a1/1 黒欄色粘■10%混)

3.SK992  4 SK3030



2 10VR2/2 黒褐色粘主(10hR4/4 穏色稲■50%漉 )
3 10YR2/2 黒掲色粘■(101R4/4 褐色お■70%混 )

第Ⅳ章 柳田遺跡

6 75VR17/1 黒色粘■ (1∝硝 /4 によい寅褐色砂質シルト20%凝 )

8111R/4 にない黄稿色砂質ンルト(7 5YRI″1 黒色粘■21%鴻 )
91侃騨 /2 仄責福色砂質ンルト

印輛一ａ

A
<a

21戯t″2 黒褐色稲■ (1叫硝 /4 にない糞網色砂質ンルトカ%混 )
al卿望″ 黒褐色粘■(10YR4/4 網色粘■10%混)

第 108図 柳田遺跡 中世遺構実測図
1,SK3000  2 SK4422  3 SK4460・ SK4461  4 SK5475。 SD5453

2 10YR2/1 黒色壮土         o1043/2 黒編色粘■(10VR4/4
31∝馳 7/1 黒色粘上(10HR4/4    禍色第■60%罷 )
にぶい貢獨色砂質ンルト50%混)   7101R3/2 黒禍色粘土(10VR4/4
1 10VRI″ 1 黒色粘上         櫂色粘■10%混 )

F77



3 遺構・遺物

11043/2 RIH色 粘■          1 10Vn2/1 黒色粘■(5YR4/4
2 10VR4/2 仄黄編色おi lprヒ 鉄滉)    にぶい赤褥色粕土IO%混 )

2 10YRI″ 1 黒色活土(10mJ/4
にぶい芸禍色砂質ンルHO%湧 )

21041/2 黒褐色粘土
(101RFd/4 にホい費摘色砂質ンルト70%濃 )

0                        1:40                       2m

第 109図 柳田遺跡 中世遺構実測図
l SD5532・ SK5603  2.SK6085。 SK6086

′7∂

1 10hR2/2 累摘色粘土

4 SK7920  5 SK6271  6 SK7199

一や
】
▼

府

4851h
SK6085

SK6086

(10VR4/4 網色粘土如%綱 )
2 2 5VR4/6 赤鶉色粘■(10W/1 黒t粘主10%湧 )
3 10YR/2 黒褐色活il10YR4/4 褐色雑土ユ0%滉 )

5 10VR2/1 黒ζ粘■ (1∝RV4 褐色粘■40%濃 )

47811m

3.SK6810



第Ⅳ章 柳田遺跡

耕μ
49211m

0
SK9020

SK90お s江
a‐く)⊆Ξ)<が

4

夕笏ケニ鳩器こち黒櫛色》外
(10VR3/6 黄網色ンルト彰濃,

第 110図 柳田遺跡 中世遺構実測図

SK9ど
a> <af

2

4920m

2 10kR4/3 にぶい黄網色シ″|(10hR3/1
黒褐色ンル 1ヽ0笏混)

SK9055

黄網色ンルHO%混 )

甥鰺,レ蹄hl10YR5ん  八

が

S

210X/3 暗梧色ンルト(10ha2/1 黒色シルト1%溺 )
31αW6 黄悟色粘主質シルト

afbi

0コ激騨 /2 黒褐色ンルト(10VR5/6 資撥色シルト9%鴻 )
7 10ha4/2 仄資網色 (10YR5/6 貢網色シルト10%,炭化笏1%鴻 )
81044/3～3/8 嗜褐色粘土質シルト

丁伽一ａ
4920m

甥
女褐色粘と蜜ンルト

SK90鶴イ
a>③ <が

2‰ 2

(ЮⅥ壷お 貨網色ンルト3%混 )
2 10VR4/3 にぶい黄鵜色力しヽ

帝

５

一ど動す
4920m

7

a>⑥Ю
9

4920m

4920m

爛Ю〃
鱒°
1 10HIR2/1 黒色シルト(炭 ILbl%混 )

S鰤“手
a>③ <μ

12

4930m
a       2   が

亥
SK9154

黄褐色ンルト3%混 )

13

(l14/S 黄脅色シルト37p.炭 化物1%鴻 )

3101R4/a によい贅終色ンルト
甥

11∝胞 /1 黒色粘上質ンルト
(1戯硝 /6 黄褐色ンルト3%,炭化効1%鴻 )

× ご餅 |

造
SK9176 15

4930m
b         bl
SK0177  sKe176   sK9177

影
(IOn4/3 にぶい黄網色シルト3%,炭化物1修混)

SK9176
21W剰レ6 黄梧色粘■質シルト

(10WRD/6 資榔tンルト3%榎 )

,

が

※輻鰯み
49811m

b

彰

彰

ラ″″″″杉杉″夕に中̈］

SK9143  bl

4980m

1.SK9020  2 SK9054・ SK9055  3 SK9063・ SK9064・ SK9065  4.SK9072・ SK9073  5.SK9083
6.SK9089  7 SK9105  8 SK9110  9 SK9126  10,SK9132  1l SK9143・ SK9144  12 SK9146
13 SK9154  14 SK9174  15 SK9176・ SK9177  16 SK9114・ SK9127・ SK9180
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3 遺構・遺物

49811m

49 90nl

第 111図

73θ

a>SるFｒ
二

霜
Ⅷ

蜘
訥｝
　　　軸Ｔ
　　　　　ｓ・

,

柳田遺跡 中世遺構実測図
l SK9206  2 SK9214  3 SK9242  4 SK9240  5.SX9226・ SK9274  6 SK9290  7 SK9303
8 SK9287・ SK9288,SK9289

a>照⊃
汁
<が

4990m

¢ё五
7

4990m      _

1 lW地 /2 黒禍色シルト(10YR4/6 網色ンルト3%,,-3em礫3%渤

SK9287
21∝距/2 黒網色ンルト(10VR4/6 福色ンルトm%,炭化物1%,,～1∝m礫 3%濃 )

0              ■40             2m
|

働
④     π
Qり   噌

11∝貶 /1 黒色ンルト(炭化物3%漏 )
2m4/8 赤穏ヨンルト(焼到露)
3 10YR4/2 灰黄種色シルト(1013/4
にぶい黄網色3%炭化物混)
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内面にタール状の油煙が付着する。417～ 419は口縁部に強い一段の横ナデを施す。時期は 13世紀前

半頃のものが大半である。

古瀬戸 (第 114図 ,図版 63)

421は古瀬戸の卸皿で,日縁部に明緑責色の釉がかかり,内底面に卸目を引く。422は底部回転糸切

りの花瓶。423は三脚の香炉で,内面見込みに焼成時の溶着物が残るもので,製品として流通したもの

ではない可能性のある粗悪品である。

盗器系陶器 (第 114図 ,図版 69)

425は盗器系陶器で,加賀または越前と思われる甕の肩部破片で,格子と直線を組み合わせたスタン

プ文が施される。同様のスタンプ文をもつ破片が少数だが,一定量出上している。

土製品 (第 114図 ,図版 69)

426は器種不明の上製品で蓋状を呈する。約 4 mm幅の沈線が器面全面に施される。径 15。 4 cmに復元

できる。

中国製磁器 (第 114・ l15図 ,図版 65・ 66)

青磁 (428～ 453),青白磁 (426・ 427),白磁 (688～ 705)がある。426は花文を浮き彫 りにした景

徳鎮窯青白磁の小壼の蓋,427は魚文・花文を浮き彫 りにした青白磁の皿で,13世紀代のものである。

429は龍泉窯系の大杯もしくは小盤。428・ 430～ 445は龍泉窯系,446は同安窯系の椀で,12世紀中頃

～後半の時期のものが主体をなし,若干 13世紀前半まで降るものがみられる。433～ 436・ 442・ 443

は体部外面に蓮弁文を有し,443はつくりが悪く高台裏まで釉が及ぶ。428'437・ 438は口縁部に輪花

を有 し,内面を 2本の沈線で区画する。438は太宰府分類の小椀 I-2類 である。皿は 447・ 449が龍

泉窯系で,その他は同安窯系で,12世紀中頃～後半頃のもの。447は見込みに片彫魚文,448・ 451・ 452

はヘラと櫛描きによる点掻文を有する。454は口縁部に大きめの玉縁を有する椀で,太宰府分類のⅣ類

にあたる。455。 457は器壁が薄く,口縁端部が外方に折れて嘴状になるもので,太宰府分類のV-4類

またはⅧ-3類か。459は 内面に櫛目文のあるもので,太宰府分類のV類またはⅥ類。

珠洲 (第 115。 116図 ,図版 68・ 69)

壼 (460～ 465)・甕 (466～ 474)・括鉢 (475～ 493)があり,橋鉢は I期～工期のものが比較的まとまっ

て出土している。484は口縁を内湾気味におさめる小型の片口鉢で,I期に比定される。485は I期の

片口鉢で,回縁端部に波状の施文がみられる。490の卸目は流水状の波状文を縦方向に入れた加飾性の

高いもので,I期 にあたる。

石製品 (第 88図 ,図版 61)

315・ 316は流紋岩製の砥石で,315は幅 3.l cmの長方形を呈する仕上砥。中世以降のものか。

(金三津道子 )



3 遺構・遺物

S'9291

80

81

第 1 12図 柳田遺跡 中世遺物実測図
SP9231 (380)  SP9253 (381)

0              1:3             15cm

0              1:4             20cm

(380～ 3821/8,383～ 3871/4)
SP9209(382) SD222(383～ 386) SDl150(387)
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3 遺構・遺物

包含層

6
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第 114図 柳田遺跡
包含層

ど84

436

中世遺物実測図 (1/3)
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(3)近世～近代

A溝 ・谷

1382号溝 (SD1382,第 117図 )

B地区中央西よりに位置し,南から北に向かって直線的に延びる。表土直下から切り込んでいるため,

近世の溝と考えられる。中央部は,ほ場整備による削平を受けて途切れるが,方向と埋上が同一である

ことから同じ溝と考えた。最大幅 2.14m,深さは最も深い所で 0.28mを 測る。埋土は褐灰色～黒褐色粘

上を基調とし,一部に地山のにぶい黄褐色砂質シル トの混入がみられる。遺物は縄文土熙ヽ片多数,石

鏃,石棒,打製石斧,磨製石斧,凹石,筋砥石,石剥片,珠洲奏が出上しているが,大半は後世の混入に

よるものと考える。 (朝田亜紀子 )

9129号溝 (SD9129,第 119図 )

A地区中央南よりに位置し,SK9130の 南側に接する。表土直下から切り込んでおり,近世以降の溝

と考える。幅 0.95m以上,深さ 0。15mを測り,SK9130に切られる。出土遺物はない。

9310号谷 (SR9310,第 118・ 120図 ,図版 70。 72)

A地区西端に位置する。幅約 22.4m,深 さ2.4mの谷状地形で,盛土の下で検出した。A地区の西半

分は 1～ 2.5mの盛上が認められるが,こ の盛土は昭和 50年代のほ場整備事業によって西側へ向かい

急激に落ち込む地形を埋めたものである。この盛土からは縄文土器,中世土師器,珠洲,瓦質土器,青磁 ,

白磁,越中瀬戸,唐津,伊万里,磨製石斧,打製石斧,石棒,石剣,砥石,銅銭等の多様な遺物が出上し,

盛土上位 (6・ 7層 )イこ集中している。本来の SR9310の 埋土である最下層 (20層 )か ら出土したのは近

世磁器 (494・ 495)の みである。494は三姑の松と固鶴がコンニャク印判で施された椀で,495は網目文

の椀,いずれも伊万里で 17世紀末～ 18世紀前半頃のものと思われる。

9311号溝 (SD9311,第 117図 )

SR9310の 東側に位置する幅 0,47m,深 さ 0.21mを 測る溝。調査区西半の盛土に切られており,出土

遺物もないので,時期は特定しがたいが,近世以降の可能性がある。

B 土坑

1800号土坑 (SK1800,第 113・ 119図 )

B地区中央西よりに位置する。平面形は長方形で,長さ2.52m,幅 ■31m,深さ 1,37mを 測る。掘形

は垂直に掘り込まれ,西側が若干深くなる。埋土上層は砂の混ざる暗灰黄色～黄灰色粘質土,下層は黒

掲色～黒色粘上がレンズ状に自然堆積する。上層から中層にかけて明黄褐色砂質シルトが薄く互層を

なす。下層の黒褐色粘土はしまりが弱く,最下層の黒色粘土は粘性が強い土である。遺物は大半が混入

とみられ,縄文土器小片多数,磨製石斧,剥片,古瀬戸 (405)が 出土している。405は古瀬戸の筒形香炉。

口縁部に淡緑責色の灰釉が厚 くかかる。

9130号土抗 (SK9130,第 119図 )

A地区 Y37付近に位置する方形の上坑で,長さ4.2m,幅 3.95m,深さ0.81mを 測る。埋土は人頭大の

礫を含む黒褐色シル トを主体としている。南側の底面付近に一部灰や燃やしかすの堆積 した箇所があ

り,近代以降の攪乱の可能性がある。出土遺物には縄文土器の細片,中世土師器,珠沙H,越中瀬戸,石鍋 ,

剥片等がある。

′∂7



3 遺構・遺物

C 包含層出土遺物

出土遺物は少なく,近世以降のものはほ場整備時の盛土等に混入したものが大半である。

伊万里 (第 120図 ,図版 70。 72)

皿 (502～ 507)が多く,椀 (499～ 501),紅皿 (496),小杯 (497),香炉 (498),瓶 (508)がある。502

～ 507は 18世紀代の皿で,502は 内面に松竹梅文と見込みにコンニャク印判による五弁花,外面に唐草

文の皿。18世紀後半代の波佐見窯系の製品か。496は型押しの白磁紅皿,497は笹葉文の小杯,498は

三足の香炉である。499～ 501は椀で,500は SR9310出 上の 494と 同様の三対の松 と団鶴のコンニャ

ク印判が施されたもので,17世紀末～ 18世紀前半頃のもの。

唐津 (第 120図 ,図版 72)

唐津は椀 (512),皿 (513・ 514),指鉢 (509～ 511)がある。513・ 514は 内野山窯系の皿で,内面に銅

緑釉を施す。17世紀後半～ 18世紀前半のものである。

越中瀬戸 (第 121図 ,図版 63・ 71)

越中瀬戸は比較的まとまった量が出上しており,皿 (515～ 524),椀 (527～ 529),董 (530～ 540),

油徳利 (541),指鉢 (542・ 543),陶錘 (525・ 526)がある。515は見込みに十六弁菊の印花を押捺する

灰釉皿で,17世紀代のもの。518～ 521は高台裏に墨書がみられる皿で,520。 521は「十」字状の記号

が墨書きされる。520は削 りだし高台の削 りが深 く,断面逆三角形を呈し,登窯期 (17・ 18世紀)の も

のと思われる。524は灯明受皿で,底部は無釉で糸切 り痕がみられる。525。 526は陶錘である。527は

鉄釉の天目茶椀で,体部に丸みが少なく,口縁部はほぼ直立する。529は やや小振 りだが,火入れか。

530～ 540は壼で,530～ 538は鉄釉の小壺または茶入れで,比較的まとまった量が出土している。541

は油徳利の口縁部で,外面に鉄釉がかかる。542・ 543は悟鉢である。

金属製品 (第 122図 ,図版 73)

558・ 560は鉄津,556・ 557は釘,550・ 551は環状,554は毛抜き。553は 断面菱形を呈する径 4.3 cm

の口金状の鉄製品。556は頭部が楕円形に作 り出されており,身の部分の断面は円形を呈する。銅銭は

全て寛永通宝で,548は背面に■波の波文のあるもので,真鍮四文銭である。549は 3枚が重なった状

態のもので,一番下の銭は背面上に「文」字が描かれる所謂「文銭」で,寛文 8(1668)年 ～天和 3(1683)

年の 16年間に鋳造されたものである。

4 まとめ

(1)縄文時代

柳田遺跡は古くから縄文時代の遺跡として周知されているが,今回の調査では縄文時代に帰属すると

考えられる遺構は極めて少なく,溝 l条 ,土坑 6基,倒木痕のみである。後世の攪乱・削平を受けてい

ることもあり,縄文時代の遺構は明確ではない。しかしながら,縄文時代前期後葉～晩期に至る縄文土

器のほか,共状耳飾・磨製石斧・打製石斧・砥石・翡翠や蛇紋岩の原石等の多量の石製品が出上してい

る。なかでも磨製石斧の未成品は多様なものがあり,製作工程を復元し得る各段階の遺物が一定量ずつ

あり,集落で石器製作を行っていたことが明らかである。ほ場整備等の影響により出土遺物の大半が表

土層からの出上であるのは,残念なところである。既往の調査からみて,今回の調査区は,集落の縁辺

部にあたり,集落の中心は調査区南側に広がっていたものと推測される。

なお,石製品の石材については,今回石材鑑定を行った結果,石材名称について若子の問題が生じて
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第Ⅳ章 柳田遺跡

いる。従来「蛇紋岩」としてきたものだが,比重等の分析により多くが「透閃石岩」と判定された。本報

告においては,従来の石器群との比較のため,観察表上で『蛇紋岩 (透閃石岩 )』 と表記した。同様に F鉄

石英 (赤・黄玉石 )』 という表記を用いた。今後,石材名称については,資料の蓄積を待ち,検討するこ

とが必要になってくると思われる。

(2)中世

調査区東側のB地区を中心に,掘立柱建物 14棟,土坑,溝が検出されており,本調査区の主体となる

時期である。掘立柱建物はB地区で 3ブロック,A地区で 1ブロックにわかれ,それぞれ 2～ 3棟ずつ

がまとまっている。SB l・ SB 2は SD400・ SD401に より方形に区画されている。また,B地区では

SD400。 SD401の ほかにも各ブロック間に区画溝とみられる溝 (SD1300。 SD3609)がほぼ併走しており,

屋敷割りが意識されているといえよう。出土遺物は少なく,12世紀中頃～ 14世紀代のものがみられる。

縄文時代以降は,中世になって人々が定住し集落が営まれるが,出土遺物からは 13世紀代にもっとも

栄えていたと思われ,15世紀前半に下限がある。

(3)近世～近代

近世以降の遺構は,溝 4条,土坑 2基である。出土遺物は,17世紀後半～

半はほ場整備等による盛土内からの出上である。遺構・遺物ともに少なく,

から再び開発され始めたと考えられる。

18世紀前半頃のもので,大

中世以降は近世末になって

(金三津道子 )

注

注 1 坂口隆 2003『縄文時代貯蔵穴の研究』小林達雄監修【未完成考古学叢書】
注2注 1に同じ
注 3 角張淳―・高橋哲氏の御教示による。
刃部に直交する線状痕,Eタ イプに近い光沢が縁辺に沿つてみとめられ,使用によって形成されたと考えられる。裏面刃部側

が被加工物に接触するような操作方法 (皮加工など)に非常に近いものであるとのことである。

注4 山本正敏 1990『北陸自動車道遺跡調査報告 朝日町編5 境 A遺跡 石器編』富山県教育委員会
山本正敏 1991「蛇紋岩製磨製石斧の製作と流通」陶軒嘔考古学第 35号』雄山閣

注5 第Ⅷ章自然科学分析「4 柳田遺跡・下山新東遺跡・下山新遺跡 黒曜石産地推定」に詳しい。



観察表

第 23表 柳田遺跡 縄文時代 溝一覧

遺構 旧遺構番号
規模 (m)

特記事項 挿図 写真図版幅 深さ

SD9225 A―SD225 011 全ての遺構に切られる。

第 24表 柳田遺跡 縄文時代 土坑 。倒木痕一覧

遺構 旧遺構番号 平面形
規模(m)

出土遺物 特記事項 挿図 写真図版岳 さ
百
ロ 深さ

SK208 B一SK208 不整形 (135) (117) 050 石棒,剥片,磨製石斧,縄文土器
SX239 B一 SX239 不整形 066 縄文土器 倒木痕

SK544 B―SK544 円 (038) (026) 010 縄文土器
SK1246 B―SK1246 円 105 縄文土器

SK2281 B―SK2281 円 108 102 020 >SP2297
SX4923 B一SX4923 不整形 砥石,縄文土器 倒木痕

SX6656 B―SX6656 不整形 437 垂飾 倒木痕

SK7941 B―SK7941 円 125 115 070 剥片 縄文土器

SK9016 A―SK9016 不整形 173 073 038 縄文土器 <(SK9017・ SK9018

※規模の ( )付数値は切り合いなどによる現存長を示す。

第 25表 柳田遺跡 中世 建物一覧
建物 種別 桁行(m) 梁行 (m) 面積 (笛 ) 棟方位 ff穴規模径(m) 柱穴鰈 深さ(m, 在問距離桁(m) 柱間距離梁(m) 出土遺物 挿図 写真図版

SBl 有北棟 側柱 3間 658 2間 3264 N-10° 一ヽV 022～ 057 0■～038 183～ 197 215～ 265 中世土師器(SP297)

SB2 東西棟 総桂 3間 578 2間 2601 N-76°一E 024～ 042 020^ヤ042 167～2" 北
132～ 142

南305～ 318

SB3 薪北椋 側柱 3間 567 2間 2268 N-10°一E 027⌒ヤ048 0■～036 151^ヤ 219 188-228 93

SB4 東西棟 側柱 1間 1間 298 N-72°一E 027⌒-038 015～ 035 189～ 195 149^-161

饂 5 苛北棟 総柱 2聞 2問 417 N-5° 一E 022～ 046 022^-053 201 245 208^-219

SB6 則柱 ? (2間 ) 417 (1間 ) 1193 N-85°一W 036～ 088 033～ 044 200-ヤ217

再西棟 総柱 4間 983 3間 772 N-88°一E 017^-054 014～ 055 230～ 2″ チ11～ 2鬱 珠洲 (SP4窪 1) 9697

SB8 念イ主 (1間 ) 254 (1間 ) N-88°一E 026^ヤ035 021～ 057 245～ 262 187-147

SB9 隕1柱 ? (2間 ) 441 (1間 ) 1045 N-84°一E 025^ヤ048 030～ 052 219～ 22 %

SB10 東西棟 側柱 l間 ユ問 522 N-45°一E 026～ 030 029～ 044 241～ 244 206～ 223

南北棟 総柱 3間 850 3間 580 493C N-13°―E 025～ 0611 006～ 042 27～ 28 15^-22 中世上師器(SP9209 SP9253)

S312 東西棟 総柱 2間 59) 3000 N-84°―W 025～ 044 012～ 038 23^ヤ 36 21～ 31

SB13 東西棟 俣1柱 5間 630 と問 2205 N-50°一E 018～ 045 007～ 033 33-35 中世土師器(SP9231)
SB14 東西棟 偵1柱 2間 400 l間 N-50°一E 019～ 035 006-019 中世土師器(SP9087)

第 26表 柳田遺跡 中世 柱穴一覧 (1)
建物 遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m)
出土遺物 特記事項 挿図

真

版

写

図長さ 幅 深さ

SP176 B― SP176 円 050 037 025

SP213 B― SP213 円 033 028 縄文土器

SP275 B― SP275 円 034

SP282 B― SP282 円 縄文土器

SP289 B― SP289 円

SP297 B―SP297 円 018 中世土師器

SP368 B―SP368 円

SB2

SP398 B― SP398 円 O ЙЭ

SP836 B― SP836 円 024

SP853 B―SP853 円 (026) (019) 026

SP857 B―V857 円 024 0% 030

B―SP861 円 (027) 037

SP888 B―SP888 円 025 034

SP893 B―SP893 円 042 037 縄文土器

SP896 B―SP896 円 028

SP916 B―SP916 円 026 026 042 縄文土器

SB2 SB3 SP899 B―SP899 円 9293

SB3

SP924 B―SP924 円 027

SP959 B― SP959 円 (027) (024) <SP960

SPl157 B― SPl157 円



第 26表 柳田遺跡 中世 柱穴一覧 (2)
建物 遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m)
出土遺協 特記事項 〕言図

写真

図版長さ 幅 深さ

SPl157 B―SPl157 円 039 023 036

SPll骸 B―SPl162 円 048 032 030

SP1433 B―SP1433 円 028 030 >SK1434

SP956 B―SP956 円 038

SP984 B― SP984 円 (028) (0%) 027 縄文土器

SPl188 B― SPl188 円 038 029 >SKl186 SKl187

SPl192 B― SPl192 円 027

B―SP2616 円 039

SP2646 B― SP2646 円 025 095

SP2919 B一 SP2919 円 025 046 >SK2918

SP2952 B―SP2952 円 0% 0% 034

SP2658 B― SP2658 円 038 024

SP3029 B― SP3029 円 022 SK3030底 面で検出

SP3192 B―SP3192 円 022

SP322 B一SP32_22 円

SP3702 B―SP3702

SP3招98 B―SP3708 円

SP3728 B―SP3728 円 043

V4164 B―SP4164 円 017 017

SP4226 B―SP4226 円

SP4427 B―V44" 円

SP4600 B―SP4600 円 026 >SK4599

B一 SP4623 円

SP4∞ 8 B― SP4668 円 0効

SP4689 B― SP4689 円 052

SP4719 B―SP4719 円 038 029 折

SP474ユ B―SP4741 円 036 珠 Jll

SP4752 B―SP4752 円 034 034 046

V守 82 B―SP4782 円

SP4875 B―SP4875 円 040

SP4921 B―SP4921 円 038 <SK492_2

SP4959 B― SP4959 円 0カ 028

SP4983 B― SP4983 円 0% 024

B― SP5130 円 030 028

SP5161 B―SP5161 円 97

SP5235 B―SP5235 円

SP5236 B―SP5236 円 028 022

SP52紹9 B―SP5270 円

SP6851 B―SP6851 円 盟

SP4194 B―SP41銘 円 022 縄文土器

SP4203 B― SP4203 円 035 021

SP4429 B― SP4429 円 032 032 057

SP4438 B― SP438 円 024 040

SB9

SPT‐ 2 B―SP4772 円 025 036

SP4746 B―SP4746 円 (023) 052 94

SP4800 B―SP4800 円 043 033 0珀6

SP5463 B―SP5463 円 034 032 043

SP7146 B―SP7146 円 (025) 038

B―SP7194 円

SP7381 B―SP738] 円 030

SP743珀 B―SP7434 円 94

SP9 A―劇P137 円 034 023

SP9 A―SP151 円 032

A―SP160 楕 円 (060) (030) <SP9161

A―SP170 楕 円 (042) 042 >SK9169<SP9171 98

SP9 A―SPl該 円 033 030 012 >SK9183 98

A―SP199 円 >SD9225 SX9279 98

SP9209 A―SP209 円 038 038 中世土師器 <SX9226 鋸

SP9217 A―SP217 円 027

SP9236 A― SP236 円 032 >SK9237

SP9%3 A―SP243 楕 円 050 025 02_O

SP9253 A一 SP253 円 023 縄文土器 中世土師器

SP9258 A― SP258 円 025 023

SP9262 A― SP262 円

SP9263 A― SP263 楕円

SP9312 A― SP312 (円 ) 026 026 012 <SK9130

SB12

SP9136 A― SP136 円 025 025 023

SP9142 A― SP142 円 035 035

SP9148 A― SP148 円 027
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観察表

第 26表 柳田遺跡 中世 桂穴一覧 (3)
建物 遺橋 旧遺構番号 平面形

規模 (m)
出土遺物 特記事項 挿図

真

版

写

図長さ 幅 深さ

S312

SP9171 A―SP171 楕円 029 >SP91‐ O SX9226

A―SP185 円 012 >SK9186

SP9197 A―SP197 円 >SD9225 SX9279

SP9210 A―SP210 円 044 >SX9226

_RP9219 A― SP219 円

SP9254 A― SP254 円 012

胡 13

SP9147 A― SP147 円 0勿 024 lllC

SP9161 A― SP161 円 >SP9160 100

SP9164 A― SP164 橋円 040 030

SP9179 A― SP179 円 100

SP9188 A― SP188 円 033 007 100

SP9192 A― SP192 円 (029) (025) 020 >SK9194 100

SP9196 A― SP196 円 023 020 029 >SX9226 100

SP9208 A― SP208 円 025 030 >SX9226 100

SP9216 A― SP216 円 028 012 >SK9215 SK9229 100

SP9231 A― SP231 円 022 中世土師器 地鎮 ? 100

SP9244 A― SP2黎 円 024

SP9249 A― SP249 円 025 025 009 >SK9251 100

SB14

SP9087 A― SP87 円 026 中世土師器 >SK9088 100

SP9094 A― SP94 楕 円 035 028 006 100

A―SP101 円 019 100

SP9104 A―SP104 円 034 034 100

SP9117 A―SPl17 楕円 025 015 100

SAl

SP1012 3-SP1012 円 025

SP1033 B―SP1033 円

SP1049 8-SP1049 円 026

SP1055 B―SP1055 円 023 縄文土器

SA2

SP1211 8-SP121] 円

SP1292 B―V1292 円

SP1312 B―SP1312 円

※規模の ( )付数値は切り合いなどによる現存長を示す。

第 27表 柳田遺跡 中世 溝一覧

遺構 旧遺構番号
規模(m)

出土遺物 特記事項 挿図 写真図跡
幅 深さ

SD222 8-SD222 227
打製石斧,剥片,磨製石斧,砥石,すり切り石器 ,

石錘,礫器P,鉄津,縄文土器,中世土師器,珠洲
>SK271

SD400 B―SD400 磨 製石 斧 打 製 石斧 編 文 土器 >SK770
SD401 B一SD401 050 027 磨製石斧,剥片,縄文土器,中世土師器,珠洲
SD616 B―SD616 縄文土器,中世土師器

SD623 B―SD623

SD626 B―SD626

SD927 B―SD927 剥片.縄文土器,珠洲

SD1053 B―SD上053 剥片,石錘,縄文土器,中世土師器,青磁 >SK1052 35'37

SDl149 B―SDl149 剥片

SDl150 B一SDl150 135 026
石鏃 ,磨製石斧,砥石,敲石,石製品,石棒,石鍾,石皿,

すり石,凹石,剥片,打製石斧,玉類,研磨礫,削器,

台石,炉壁,縄文土器,中世土師器,珠洲,人尾,青磁
3537

SD B―SDl181 中世 土 師器

SD B―SDl193 SD1381と同一一か

SD 300 B―SD1300 母岩,砥石,剥片,縄文土器,中世土師器
SD B―SD1381 064 暦裂石斧,融石,凹石,石皿,縄文土器,珠洲

SD B―SD1851 028 縄文土器 >SK1852・ SK1836

SD孔864 B―SD1864 117 剥片 砥石 磨製石斧 縄文土器 青磁 >SK1863

SD3609 B―SD3609
石鏃,磨製石斧,砥石,剥片,すり石,凹石,敲石,

打製石斧,研磨礫,鉄津,中世土師器,珠洲,青梅

SD5453 B― SD5453 鉄津

SD5532 B―SD5532 066 剥片,凹石,中世土師器

SD9004 A―SD04 335 縄文土器,須恵器,中世土師器,青磁.石棒,石刀,剥片 >SD9040

SD9031 A―SD31 黒曜剥片 <SD9040,>SK9021 SK9030
SD9040 A―SD40 044 中世土師器 <SD9004・ >SD9031
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第 28表 柳田遺跡 中世 土坑一覧

選橋 旧遺構番号 平面形
規模 (m)

出土遺物 特記事項 子幸図
写真

図版長さ 幅 深さ

SK120 B―SK1911 不整形 046 磨製石斧 剥片 縄文土器 青磁 中世土師器

SK177 B―SK177 長方
砥石 打製石斧,王類,剥片,磨製石斧,鉄津 ,

縄文土器 中世土師器
<SK150

SK189 B―SK189 楕円 073 景J片 ,縄文土器,中世土師器

SK190 B―SK190 店円 (086 篭支土器

SK202 B―SK202 円 社宥 :
052 縄文土器 <SK181 SK182>SK203

S穆50 B―SK250 不整形 150 048 縄文土器 中世土師器

S絶50 B―SK350 惰円 177 141 030 敲石.縄文土器,中世土師器,珠洲

B―SX360 楕円 (150) (0891 038 <SK406

SK371 B―SK371 楕円 104 041 縄文土器

SK425 B―SK42「D 楕 円 025 石棒 縄文土器,中世土師器

(0721 025 >SK505

SK505 B―SK505 惰円 020 <SK504

SK9閉 編支 十器

>SK928 107

SK930 B―SK930
^率
形 1" 112 036 凹石

SK992 縄文土器

縫文土器 107

SK1867 B―SK1867 円 (135) (190 032 打製石斧

SK301111 B―SK3000 楕円 2111 077 すり切り石器磨製石斧剥片,縄文土器

SK3030 B―SK3030 下整形 147 113 032 中世土師器

SK4422 B―SK4422 隋円 213 120 039 諸よ片 縄文土器

SK4460 B―SK4460 円 065 縄文土器 >SK4461,井戸の可能性

SK5475 B―SK5475 円 150 068
剥片.磨製石斧,敲石 砥石 鉄津,縄文

土器 中世土師器,珠洲,自磁,青磁
40

SK5603 B―SK5603 円 2611 要J片 玉類 磨製石斧 40

SK6085 B― SK6085 楕円 096 (0961 019 >SK6086 40

SK6086 B― SK6086 円 197 028 <SK6085 40

SK6271 B― SK6271
^整
形 212 153 062

SK6810 B― SK6810 ■ 083

026 40

SK7920 B―SK7920 円 (112) (103 032

■ 154 028

SK9020 A―SK20 ¬ >SK9021構 穴の可能性

SK9054 ¬ 中世 十師器

惰円 033 028 10

SK9063 A―SK63 階円 (070 048 くSD9004

SK9064 A―SK64 円 (0701 (048 055 <SK9065井 戸の可能性

SK9065 A―SK65 円 0% 0% 024 >SK9064,柱 痕? 10

SK9072 A―SK72 楠円 033 柱痕?

SK90B3 A―SK83 円 020 柱痕? 10

SK91089 A―SK89 不整形

A―SK 円 017 017 023 >SK91■ 柱欠の可能性 10

SK9114 A―SK ¬ 021 013 >SK9127

A―SK127 円 026 くSK9114>SK9180柱痕?
SK9132 脂円 025 021 |ギ欠の可能性

SK9143 A―SKl偲 円 026 <SK9144 10

A―SK144 惰 日 028 022 中世土師器 >SK9143

S(9146 ¬ 022 予大の可能‖

住穴の可能″性

A―SK176 円 020 >SK9177 10

SK9177 A―SK177 円 (020 0% <SK91猪 柱穴の可能性

<SK91%柱穴の可能性
A―SK206 Il 030 022 >SD9225 SX9279柱 痕?

SK9214 A―SK214 Il 佳穴の可能性

SX9226 A―SX226 隅九 006
SB13に伴う,>SP9豹 9 SD9225,<SP9171

SK9195 SP9196 SP9208 SP9210 SK9211

SK9212 SK9274 SK9275

SK9240 A―SK240 不整形 (190) 07Э 中世土師器 珠洲

SK陀42 A―SK242 円 022 柱穴の可能性 111

SX92殉 A― SX279 不整形 (2ЪI O l19

>SK9203～ SK9205 SK9220～ SK9223
SD92_25 SK9227 SK9277 SK9278.く SP9197

SP9199 SK9206 SK9224

SK9287 A― SK287 不整形 (lV) 035 くSK9288

SK9288 A― SK288 円 096 020 中世土師器 >SK9287 SK9289

SK9289 A― SK289 楕 円 075 (050 くSK9288 41

SK9290 A―SK290 円 036 032 縄文土器

SK9303 A―SK303 司 038 032 柱痕?

※規模の ( )付数値は切り合いなどによる現存長を示す。
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観察表

第 29表 柳田遺跡 近世～中世 溝一覧

遺構 旧遺構番号
規模 (m)

出土遺物 時期 特記事項 挿 図 写真
図版幅 深 斉

SD1382 B―SD1382 017 石鏃,砥石,石棒,剥片,凹石,翡翠原石,打製石斧,

磨製石斧,研磨礫,敲石,縄文土器,珠洲
近世 >SK2550・ SK2863 117

SD9129 A― SD129 015 近代～ <SK9130

SR9310 A― SR310 2240
縄文土器,中世土師器,珠洲,八尾?,越前,瓦質土器,

白磁,青磁,越中瀬戸,唐津,伊万里,剥片,磨製石斧,
打製石斧,砥石,石棒,石剣,原石P,銅銭

近世～ >SD9311

SD9311 A―SD311 047 021 近世～

第 30表 柳田遺跡 近世～近代 溝一覧

遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m)

出土遺物 時期 特記事項 挿図
写真
図版長 さ 帽 深 さ

SK1800 B―SK1800 252 137 磨製石斧,剥片,縄文土器,瀬戸 近世

SK9130 A―SK130 方 420 395 縄文土器,中世土師器,珠洲,最」片,石鍋P,
越中瀬戸

近代～ >SD9129 SP9312

第 31表 柳田遺跡 縄文土器 土製品一覧

挿図 遺物
真

版

写

図 遺精 出土地点 種類 器種
濃曇

`β

m】

時期 詳細時期 胎土色調 胎土色 備考
口径 器高 底径 高台径

1 3K208 縄文土器 浅鉢 376 中期? 10YR6/4 にぶい黄袴れ

SK544 縄文土器 朱鉢 前期 ? 10YR5/3 にぶい首褐れ

3K1246 縄文土器 深鉢 中期～後期

4 SK4575 健文土器 朱鉢 中期後期～後期前葉 10YR6/4 にぶい黄橙色

5 SDl150 X63Y85 鷺支土器 児期後栗 下野式 10YR7/4 にぶい黄橙色 赤彩75R4お赤色

6 SD3609 X74Y95 儲支土器 突鉄 前期後葉 福浦上層式 10YRν3 にぶい黄橙色 真脇式?

7 3X4923 編支 十器 条鉢 510 後期中葉 10YRν3 にパい黄橙色

8 K91Y131 縄文土器 条鉢 前期後葉 福浦上層式 10YR6/4 にぶい責澄色

9 42 K88Y123 1 電文土器 台付鉢 10YR7/3 にぶい責浴任

10 K55Y60 1 電文土器 案鉢 234 中期前葉 新保式 10YR5/3 こぶい昔褐缶

X95Y30 1 電文土器 矢鉢 前期～中期

】89Yl18 1 電文土器 案鉢 中期中葉 10YR6/3 こぶい黄橙色
13 X66～ 58Yi2～ 73 電文土器 深 鉢 中期後莱 古串田新式 10YR6/3 こぶい黄橙色

X73Y85 1 電支土器 深 鉢 中期～後期 10YR6/3 こぶい黄橙色

X92Y124 1 韓支土器 決鉄 後期前葉 気屋式 10YR6/3 こぶい黄橙色

X89Y124 1 電支十器 深鉢 後期後葉 10YR6/3 こぶい責橙色

K90Yl 電文土器 深鉢 後期後葉 75YR6/4 こぶい橙色

K71Y79 1 電文土器 深鉢 後期末葉 ? tOYR6/3 とぶい費袴 fl 赤彩 lllR4お 赤色

X57Y74 1 電文土器 注目土器 変期

4 X73Y96 1 電文土器 小型壷 晩期前葉 25Y6/2 え責色
4 X93Y124 1 電文土器 浅鉢 兜期中葉 中屋式 10YRク 1 掲灰色 赤彩75R4/6赤 色

4 X64Y81 1 電文土器 茂鉢 134 兜期中葉 中屋式 10YR4/1 掲灰色 赤彩75R4/8赤 色

X62Y79 ■ 縄文土器 探鉢 究期中葉 中屋式 10YR3/2 黒褐色

X66Y76 1～ Ⅱ 無支十器 保鉢 兜期 5YR5/4

土製品 円盤状土製品 08 10YR5/2 え責褐色

43 K93Y ～ I 土製品 有孔球状土製品 3178 10YR7/3 こぶい蓄精色 子作子08c

27 (93Y ～コ 土製品 有孔球状土製品 6951 10YR5/2 え吉褐仁 FI径 06f

2P K99Y ～ コ 土製品 有孔球状土製品 (63) 7221 こぶい黄橙色 孔径0 7cm

X73Y83 1^ヤ エ 土製品 有孔球状土製品 67 31 11458 10YR8/3 完黄橙色 孔径04cm

※法量の数値は残存部が少なく計測不能な場合は空欄とした。
土製品の法量は左から長さ 幅・厚さ・重さ(g)と し,( )付 は現存長を示す。
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第 32表 柳田遺跡 土器・陶磁器・土製品一覧 (1)
挿 図 遺物

与
図 遺構 出土地点 種類 器種 時期 胎土色調 胎上色 釉色調 釉色 備 考

13C前半か
.5YR7/4

iK9209 →世土師4
6ヽ/ え色

3Э S ,D222 K59Y75 珠洲 奏

え色

33 X62Y73 珠洲 大養 Ⅳ期

38 ,Dl150 (65Y84 甕 Ⅱ2期 え色 捌
朧

38 0 :71Y93 青磁 皿

10Y5/2 オリーブ灰色 亀泉窯系青磁椀I batt D期

α ,D3609 :71Y98 青磁 椀 12C中 頃～後半 5Y5/1

tOGY7/2 泉みの灰色 亀泉窯系青罷続 H―btt E期

α 狂)3609 X76Y95 珠洲 悟鉢 Ⅱ期 え色

窪 Ⅳ期 え色

3C前半 '5YR7/6 全色

6 )D9004 ユ望5～46Y40～ 44 中世土師毒 133

OYR7/4 こぶい黄橙色

6 ,D9004 中世上師器 皿

,D9004 X監6Y49 青磁 椀 2C中 頃～後半 オリーブ灰色 えオリーブ色 龍
泉窯系青確椀12類か13類
D期

Y6/1 え色

0 )K120 青確 皿 2C中 頃～後半

)K1800 瀬戸 筒形香炉 4C後半～15C前半′ 15Y7/3

)K4013 X75～81Y93～■5 珠洲 指鉾 I翔 天色
静止糸切り18日一単位のおろ
し目

40 )【 547ε 青磁 椀 12C中 頂～後半

貢白色 自磁椀Ⅸ-2頻  F期

40 ' )K547E 白磁 Ⅱ 13C中碩～14C初頭 '5Y8/1 え自色

13～ 14C OYR8/8

41 X67Y80 1^ヤ コ 中世土師器 皿 13C前 半 15Y8/2 灰自色

朴面口縁 内面全面スス付着

Il 13～ 14C 蒙� 責ヽ橙色

キ世土師器
13C 5YR ζぶい橙色

4 X46Y57 1～ � 中世土師器 皿

YR6/6 橙色

42  ( ,世上師器 皿

露灰色
′5Yυ3 暗オリーブ色

X88Y125 1^ヤ Ⅱ 子瀬戸 花瓶 10YR7/1

42 ( X57Y59 1 瞬戸 ? 香炉 褐灰色 15CY6/4 くすんだ責緑色
三脚 香炉 重ね焼き溶着

42` と製品 1げrR7/4 にがい黄澄t 議状 推定径 15 4cn

5YR5/3 にぶい褐色

X76Y97 1～ コ 争自磁

424 X90Ylll I～■ 子白磁 皿 IT8/ 灰白色 青灰色
子自確の皿 13C 魚文とrt文

X42Y47

腕 12C中 頃～後半 】5Y7/2 天黄色

オリーブ灰色 L日椀 cI類

12C中 頃～後半 疋自色

電泉窯系青磁椀■―btt E期

13C初 頭～前半 ,Y7/1 R自色 ,CY6/1

X90Y123 1～Ⅱ ヨ磁 14C後～15C? Nν R色 オリーブ灰色
上国BⅡ類かEⅡ泰かEⅢ類
文様不鮮明 蓮弁か

腕 15C後～16CP 尺色

48+ X70Y84 I～■ 青磁 椀 12C中 頃後半 R自色 iCY71 オリーブ灰色
忽泉窯系青磁擁I-4類  輪花
)期

X91Υ l15 1^ヤコ 青磁 /1ヽ椀 12C中 頃～後半 ,Y7/2 足自色 暗オリーブ灰t 倉泉窯系青確小椀12類 D

疋色 10Y5/2 オリーブ灰色 亀泉窯系青磁椀12類 D期

X78Y99 I―■ 青磁 140 12C中 頃～後半

ケ5CY6/1 オリーブ灰色 憲泉窯系青磁続12壊 D翔

K54Y71 1～狂 寄磁 25Y7/1

青磁 13C初頭～前半 25Y7/】 え自色 75Y5/3 灰オリーブ色
電泉窯系青磁椀Ⅱ―b類  鏑蓮
年文粗悪品高台内側まで
範及ぶ E期

(62Y80 1～ エ 青磁 N8/ 疋自色 75GY7/2 くすんだ青自t
電泉窯系青磁 浅形椀I類か

14C4/D頭～15C中 N7/ 疋白色 5GY7/2 くすんだ青白[
(79Y105 1～ コ 青磁

青磁 皿 12C中 頃～後半 5Y6/1 尺色 10Yν 2 オリーブ灰色
龍泉窯系青磁皿 I～2d類
片彫魚文 D期

奇磁 17灰 色 司安窯系青磁皿I btt D期

12C中 項～後半 5Y7/1 疋白色 ,Y5/3

:74Y91 1～ ■ 青穂 皿 司安窯系青磁皿Itt D期

t2C中 頃～後半 ,Y6/1 天色 75Y6/2

青磁 皿

35Y3/1 え自色 ,Y7/2 疋自色

115

X51Y48 Ⅱ 自磁 椀

X88Y107 1-エ 白磁 椀 75Y7/1 え自色
自磁椀V-4頻かⅧ-1類か

X75Y106 1～Ⅱ 自磁 沈 え自色 5Y6/2 天オリーブ色
コ磁椀V-4類かⅧ-1類か
弧-3類

コ磁皿Ⅸ―b類かⅨ―ctt F期

5Y7/2

lk洲

X67Ytt I～コ 珠 洲

第Ⅳ章 柳田遺跡
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観察表

第 32表 柳田遺跡 土器・陶磁器 。上製品一覧 (2)
遺稿 出土地声 種 類 静 種 時期 】台土色調 胎土色 釉色調 釉色 備考

■ 5

珠洲

10Y4/1 尺色

(61Y78 1～ I 珠洲

Ⅱ期 10GYク 1 音緑灰色

0

未洲 甕 Ⅱ期 ? 疋色

0

珠洲 発

言鉢 310 I期

(36Y27 1

珠洲 穏鉢 正期? え色

47 1

(69Y85 1-■ 珠洲 信鉢 V朗

疋色

珠洲 露鉢

10Y5/1 疋色 ヨ縁波状文

珠洲

I期 旨青灰色

雷鉢 Z4 I期 ,Y5/1 え色

(73Y82 1^´ Ⅱ

未洲 雷鉢 V期

府止系切り、板目?

(50Y47 殊洲 雷外 12期 ?

49 え色

守9Y103 1～コ 珠洲 悟鉢

,B2/1 子黒色

SR9310 (28Y16 ヂ万里

18C～ 疋白色
'GY8/1

天白色
(29Y16 エ テ万里

(26Y18 Ⅱ 伊万里 不 (紅皿争 18C～ 19C Nν 疋自色 10Y8/1 灰白色
と葉文 染付75GY4/1暗緑
烹色

(26～27Y17 Ⅱ チ万里

491 (30Y16 1 テ万里 宛 18C NV え自色 えSGY8/ユ 明緑灰色
むノロ釉はぎ ヨンニャク印判
柊付5B4/1暗青灰色

(59Yω  l チ万望 宛

25Yν 2 て白色
'B4/1

営青灰色

K"Y16 エ 伊万里 皿 18C～ ,Y8/1 え白色 IOY8/1 灰白色
k付 見込みコンニャク印判

Nν 尺白色 ″B4/6 くすんだ青色
(27Y18 Ⅱ チ万里

烹白色 5B4/3 くすんだ青色
(29Y16 Ⅱ チ万里

伊万里 18C NV 疋白色 10Y8/1 灰白色
tノロ釉はぎ 格子文
強5B4/暗青灰色

X58Yη 近世陶器

VC後～ 10R4/6 卜色 YR17ノ ミ色

51 X42Y42 Ⅱ 籍鉢 ,Y離′1 B灰色 5YR3/2 黒褐色
句面重ね焼き痕
窮台裏砂付着

10R4/6 卜色

'5YR9/1
赤黒色 重ね焼き痕

(29Y15 Ⅱ 雪津 腕

VC末～18C 〕5Y6/3 こぶい黄色

X29Y16 正 雪津

511 X30Y16 正 五中瀬戸 皿 (九皿 ,YR6/3～ 5/( こぶい赤褐t こぶい黄色
も込み印花 16弁 (単弁)の
商 灰釉

IV～ 91Y102-1路  ト 茎中瀬戸 IE

こぶい黄橙荏 オリーブ色

71 X58Y65 聾中瀬戸 皿 ll18 こぶい橙色 5YR3/3 唇褐色
寄台裏 墨書

7C― 75YR7/3 こぶい橙也 5Yν9 灰オリーブ色
【65Y82 圧 望中瀬戸

[名3～ こぶい橙色 5YPN4/3 褐色

茎中瀬戸 阻

10YR7/2 こがい責橙t OYR6/6
7ユ ホ黒色 主部回転糸切り

均錘 21 勁 5( 10YR3/3

X937124 1～コ 孔径1 5cm

』中瀬戸 天目茶椀 124

疋自色 '5YR2/1 黒色

』中涌戸 椀

K29Y15 Ⅱ ,YR6/4 〔がい橙色 ,5YR3/2 瞥赤褐色 底部糸切り 茶入れか
翌中瀬戸 76

71 5Y7/3 浅黄色 10YR3/3 婚褐色

壺

にぶい黄橙ぞ
′5YR3/4 曽褐色

遊中瀬戸 壷

'YR7/6
橙色 天褐色 内面ススP付着

K96Y137 1～■ 』中瀬戸 67

10YR8/3 浅黄橙色 '5YR3/3 砦褐色
X64Y84 1～ エ 』中瀬戸 言 5Y8/2 灰自色 褐色 底部回転糸切り

※法量の数値は残存部が少なく計測不能な場合は空llrlと した。
土製品の法量は左から長さ。幅・厚さ。重さ(g)と した。

2θ2



第Ⅳ章 柳田遺跡

第 33表 柳田遺跡 石製品一覧 (1)

挿図 置物
真

版
写
図 遺構 出土地点 種類 石材

法量 (cn g)
備 考

長さ

71

オ製有律 1049

χ79Vl W I～ T層
「

製石斧
=山
岩 倒面つぶれ謳著

k89Yl%  I～ 工層 4003

防経岩
`携

閃石岩】 380 19コ

古製店斧 布紋岩

打製石斧

X94Yl16 1^ヤⅡ)冒 7675

砂井 480

片製石律 はんれい岩 刃瓢産誓→十ズレカ

打製石斧

X60Y64 1層 12639

打 型 病 斧 1353

打製病斧 砂岩

X50V4R T層 打製石斧

噺 SDl150 X67Y磁 10574 両端とも刃著【として使用か

打 型 病 姿 l1/N砦 586

打製石弁 ルヽンフェルス

て66772 T層
「
製石斧

(73Y92 1～Ⅱ層 常 晶 暫溢 灰 舛 14789

lT製万 姿 アプライト 1282

てら076氏  T層 F製石斧 蛇紋岩 (透閃石岩 )

(59V76 1^―■層 Fl製石斧 12649

【59Y74 1～■層 686 217 29044

E繊岩
`務

閃石岩 ) 1152

κハ5VP4 T～ T層
「

製石奪 屹紋岩 (透閃石岩 )

I～Ⅱ層 31784 ヨ然礫か

碕閃井

“

禦石密 ,紋岩
`扮

閃石岩 )

κ76V105 T― T層
「

製石斧

K71Y86 1～工層 A9 12391 刃部摩耗→土ズレか

382

片tr病箸 荒紋岩 lFl面つぶれ顕著

κ91Vl17 T～ I層 打製石斧

6128

宮型 バ 斧 市殺岩 546

庁禦万斧 録付凝灰岩

XAOV10R T～ T層 打製石劣 刃部産耗痕あり刃部再整形か

X58Y59 1層 l塞 40

打型 万 徐 巨岩 941

XA2V10A I～ T層 打製石奪 屹紋岩 (透閃石岩 )

打製石斧 「D5365

7 546 14979

イ禦ア〒姿 l1/N碧

イ製石作 屹紋岩 (透閃石岩 ) 髯К介ミガキ

た久保氏表採 1730a 希分ミガキ

7[ SDl150 砂岩 586 184

Fr製石作 f1/N岩

(6∩Vηa T T層 lT製石奪

(61Y65 1層 19604 側面片tElつぶし縦斧か

IT製石 密 172 574

てARVl14  打⌒―T層 ll製府姿 百岩

て58V73 に層
「
製石箸イ来成品)

SDl150 K‐OY8ユ 82ク 26522

砂 共 155e

κ49V45 T層
「

製石斧 砂 岩

K93Yl18 1^ヤ■層 23397

髄 SD400

FT禦石密 砂 岩

T～ T層 打製石斧

K92Y130 1～ Ⅱ層 264

lT製 斎 客 砂井 1425 1012

片製布斧 自措

打製石奪 4225

X70Y76 1-■ 層 226

打製石斧 砂岩

古製石介 刃書【陸耗→十ズレか

大久保氏表採 316

77

X40Y46 Ⅱ層 1,Frtt ri秀 関病岩ゝ 057 710

虚縦岩
`携

閃石岩

磨製石斧 屹紋岩 (透閃石岩 )

磨製石斧 1か

10 け級岩
`務

閃石岩 054

葺禦有姿 け純岩

`携

閃石岩

てR9Vlク 含  T^ャ T層 碁製石李

K60Y8a I^ヤェ層 務 閃病 岩 2621

,殺岩 務閃万碧 155

斉梨病密 症紋岩 (透閃石岩

藩製石斧 148〕

108 i秀関有井

,紋据 涯閃石岩

K67Y88 1～Ⅱ層 馨製石斧 427 128 3566 刃こはれ後磨き直しか

2θ」



観察表

第 33表 柳田遺跡 石製品一覧 (2)
挿 図 遺物

写真
図版

遺構 出土地点 種 類 石 材
法量 (cm質 )

備 考
長 さ ナ享さ 重 さ

墜禦 病 密 644 2748
K87Yl10 T～ T層 盛梨 希 律 れ,系才与■ 務 閑 府 岩

K73Y103 1～Ⅱ層 磨製石斧 II・縦 岩 扮 閃 石 岩

κttViaC r～T層 蒼製石斧 屹紋 岩 透閃石碧 382 16β 057 565
査製 府 雀 市,紺 岩 務 門 石 男 157 5768

昨土 中 奏製 石 奪 咸 紺 岩 務閃府井ゝ

K57Y65 1層 奏製石弁 帷 縦 井 扮 閃 店 井 ) A07
ミX2R9 蛇紋岩 透 閃石井 ) 799 327 07 454岳

1 ∫D222 K63Y72 基禦 府 雀 n,紺岩 務開7T岩ヽ 368 114
K84Yl12 1～I層 碁製府奪 賊 経 岩 携 閑 病 岩

藩製石斧 R2 A R0

角閃岩 869 23] 12332

碁製 看 得 l●紺 井 i宏閃 石 井 ヽ

K50Y49 碁製石奪 峨 紺 岩 務 閃 府 井

12` 舞製石斧 7 rD2 350
RK]F100 基製 石 密 蛇紋 岩 透閃石 岩 ) 226 12 RR

(45Y57  T層 碁製 石 徐 刃こぼれ→権 用雇か

【71Y80 1～I層 斉梨石弁

12` てハ∩VA4 T層 斉製石斧 競縦井 (携 閃石 岩Ⅲ 376 4 rIR

基製 _~客 蛇縦岩 透閃石岩 ) 521 234 1463

碁製 病 得 ゆ紺岩 i秀閃 /―1岩ヽ 2225
磨製石律

l aF 磨製石斧 5 1rI ″66 21970
X59Y64 丁ナ菖 睦 製 石 客 1054 24198

磨 製 府 客 貯締 岩 12・閑石井ゝ

磨製石斧 貯紅岩
`誘

閃石岩) 290
13; 617 172 060
13〔 X27V15 睦 禦 府 密 1,紆碧 務 門 石 ■ ヽ 872 205

X28Y16 磨 梨 石 奪 貯紺 碧 務 関 府 井 ヽ

X62Y66 1層 磨製石斧 虚縦岩 (扮 閃店 岩Ⅲ 162R

5修 睦 製 病 雀 イ美 耐 品 陀紋岩 (透 閃石 鍔 ) 5511 201 067 30ら

薩製 府 密 夫 歳 吊 ,,紺磐 務 開 病 岩 ヽ 49 17238
X61Y76 ～ I層 盛禦府徐 (夫 成 吊 百 岩

磨製石斧 (夫 成 元 lP縦井 (携閃希 岩 6A9
5ι κ71Y95 ―́Tナ冒 盛 型 万 俗 美 歳 品 陀紋岩 (透閃石 岩 | 275 13 24166

57Y74 ～ T層 盛製 府 密 夫 耐 品 1,紺碧 r務 門 石 井 、

K75Y98 ～Ⅱ層 晦製石姿 来 成 品 防紺 井 (番 閃 府 井
｀

磨製石斧 来成 品 陀紅 岩 (携閃府 岩 | R35
盛製 府 密 芙 歳 品 陀縦岩 (透閃石 岩 ) 576 300 3262
嚇製 石 奪 夫 成 品 It紺男

`務

閑万井
｀

4425
噂禦石斧 未成品 角閃 岩

5ι 5ι κ9∩V100 ,^ャ T層 感製右斧 来成品 虚縦岩 (透 閃石 岩Ⅲ 443 26R
KI19Yl1 7 1^´ ,層 隧型 バ 雀 美 歳 吊 陀紋岩 透 閃石岩 508 255 20231
K61Y63 層 嚇製 7T斧 夫 歳 吊 に,経岩 務 閑 万 岩 20072 1

磨製石斧 夫 成品 lP縦岩 (扮閃府岩Ⅲ

5( 盛製 石 奪 美 市 品 陀縦岩 透閃石培 705 375 5459A
SDl150 K65Y83 密梨 石 姿 夫 耐 品 [,紺碧 務 門 石 岩 498 05500

K82Yl10 1～Ⅱ層 奏製石奪 夫 成品 峨 紅 岩 務 閃 石 岩

5, κA4V10R  T^ャ 下層 書製石斧 未成 品 屹縦岩 透蘭石碧 「142 R03
79Y9R 層 (措舌1 塞製 石 雀 夫 耐 品 |,‐FV磐 務 門 芹 碧 697 7622
K77Y105 1～ I層 養梨石奪 夫 成 品 購‐Ff井 務 閃 府 井 1085 2

rDサ

藩製石斧 夫成 品

κ96Vi党ら T～ T庸 屹縦岩 (透 閃石 碧う 57R 250
K89Yl12 T～ T層 套製 所 得 夫 誠 品 ,,紺男 イ務開万岩ヽ 636 3

K92Yl17  1～ 正層 養製右律 夫 成 品 ,紺 岩 携閑茄岩ヽ
5, 磨製石斧 (夫 茂 品 |

'縦
碧(携閃万岩Ⅲ 927

K77Y109 T～ T庫 産 製 府 智 美 虚 品 ヽ 花紋岩 (透閃石 岩 ) 710 4F12 226
K78Y108 1～ T層 磨 製 石 律 夫

「

y品 緑魯 井 1139
磨製石 律 夫 成品 峨縦岩

`務

閃布井

217 「D92 2A7
睦 製 府 会 夫 歳 品 経井 r務閑石井 846 388 A663

X61Y65 1層 磨 製 石 律 夫 成 品 屹経 井 務 関 府 井 ヽ と3475 2
17, X85Yl I～Ⅱ層 磨製石奪 (夫成 品 ) け純岩

`粉

閃府 岩 )

17 睦 禦 万 客

`美

耐 品
｀
蛇紋岩 (携閃石 岩Ⅲ

磨 禦 石 客 美 誠 品 れ,紺男 イ務 門 有 岩 352 2842R
磨禦石斧 夫 成 品 33143

171 5( 磨製石斧 夫成品 9 AR

睦 製 店 密 r夫 証 品
｀
陀縦岩 透閃石岩 ) 477 278

X43Y38 1層 藤 製 7T律 夫 虚 品 ドレライト 367 45360
X58Y57 1層 磨製石弁 夫成品

磨製石斧 未成 品 ) ″97

3Dl150 X64Y84 磨 梨 万 密 夫 耐 品 ) 1432 100000

X65Y84 藤製石徐 夫 成 品 ヽ 虚締 井 務 蘭 府 井 38863
磨製石斧 未成 品 ) 貯縦岩

`扮

閃希 井

X65Y84 丁～T'言 藤 製 万 密 芙戒品ヽ 蛇縦 岩 透閃石井 731 I145 163
73Y99 I,詈 藤 製 店 容 夫 成 吊 ヽ 1,紺差 番 門 万 碧

X70Y86 1～ I層 磨製石斧 芙成品Ⅲ

「D 磨製石 斧 未成 品 ) 舵縦鍔 (携 閃石 岩 4311 27A
藤 攣 万 密 証 吊 ヽ 屹縦岩 透閃石岩 252 06 lI1 46

藤鯉石斧 来 成 吊 】 i'紺岩 (務閃府岩 129
X79Y95 [～Ⅱ層 曙製石斧 未成 品 ) 蛇紋岩 (透閃石岩 ) 747 127 5953 5



第Ⅳ章 柳田遺跡

第 33表 柳田遺跡 石製品一覧 (3)
挿 図 遺物

真
版
写
図 遺構 出土地点 種類 石材

法量 (cm営 )
備考

長さ 臆 厚さ 重さ

81 磨製石斧 (来成品 側爾すめ切め

035 黒曜 18 諏訪星ヶ台群産

里確添 20

文70Vl∩ 7  Tヽ―T層 石鏃 肇曜石

074 黒曜 19 諏訪星ヶ台群葬
菌
若 167 052

石銑 布縦岩

01

石競 チャート 211 045

X72VA夕  I´―T層 石 錐 チャート

334 54 X68Y84 1-Ⅱ 層

136

下呂病 237

百鏃 チャート

Íチ冒 ヨ躍 i3 諏訪星ヶ台群 産

臣暫 百 岩 066

百饒 ガラス管孝 山岩

百鏃 碧王

54 【79Y95 1～Ⅱ層

里曜 病 54 黒曜26 諏訪星ヶ台群産
てA∩V9R T～ T層 ミ曜石

κ86V106 1～丁層 石 鏃

SDl150 K64Y84

里躍 万 203 91 377 黒曜25 諏訪星ヶ台群避
～ T層 石鏃 書千

3 ～I層 石鏃

27D

石 畿 皇曜 肩 49

～ T層 石鉄
`若

喜 里躍石 203 里躍 15 諏 言オ星 ヶ台 群 薄

κ63V68 1層 鏃 有 茎 呈躍 16 諏訪屈ヶ台群 諄

黒曜 12 諏訪星ヶ台群産

右 茎

X61Y76 1～ I層 鏃 有茎 望曜 17 諏青オ厚ヶ台群産

103

石 鏃 若華】 電熟 232 046

κ67VA2 中層 石鉄 有茎 ) 害玉

石鏃 (有茎

203

右鰈

`若

革 照踏

百鏃
`有

茎 早躍6 諏言オ星ヶ台群虐
ガラス暫 書 |「井

流縦岩 440

石鏃 (有茎

083

石鏃
`若

華 馬 璃 2磁

"石鏃
`未

成品|

里 躍 肩 084 黒曜23 諏訪星ヶ台群産

石鏃イ未歳品 篤 賠

197

石緋イ夫成品 )

て63Y66 1層 石鏃

`未

成品 ) 若 華

84

黒曜石 里躍R 調請星ヶ各群甚

て76Y101 1～I層 石 灘

早 HHg病 387 畢曜11 諏訪星ヶ台群産

κAl Yi05 T～T層 石託? 鉄石芙

`赤

玉石

K93Y ～Ⅱ層 石離

393 078 462

κARVllA T～T層 鉄石葵

`赤

玉石 ) 308

κ87Y :～工層 畢曜24 諏訪星ヶ台群産

“

紳岩 282 10

κ897113 T～ T層 石絲 客玉

25P 皇曜8 産地不明

臣暫 百 岩 I「DA 042 063

κA,V09 T～ T層 石維 ? tJ石葵 (赤玉石)

XttaY105 Il層

ガラス管孝 山岩 063

κ5AV64 T層 曽‖器 流綻岩

5` 192 黒躍4 諏訪星ヶ台群滓

里 EHg万

肖‖器 碧王

X95Y131 1～ I層 2ユ 98

昇‖片病器 黒 躍 店

剣片石器 黒曜石 皇曜9 諏言オ屈ヶ台群荏

SDl150 阜曜22 諏訪星ヶ台群達

市暫盲岩 71A 331 345

272 X93Yl13 1～ Ⅱ層 不明石器 流紋岩 117



観察表

第 33表 柳田遺跡 石製品一覧 (4)
挿 図 遺物

写真
図版

遺構 出土 地点 種 類 石 材
f_■量 (

備 考
長 さ 幅 サ享さ 重 さ

K95Y124 1ヽ―■層 不明石製品 14233

喫器 P 侯任瀞灰崇

T～ T層 蛇紋岩イ透閃石岩 )

K88Yll [～Ⅱ層 16558

K78Y90 I～ I層 説石 膀綬岩イ務閃石岩

J～ T層 蛇紋岩(透閃石培

【92Y124 1ヽ Í層 19193

【70Y96 【～工層 護石 lt経岩イ務関万岩

r～ T層 陀紋岩イ透閃石井

(74Y89 I～I層 314 21967

(拓Y84 1～正層 説石 防級岩イ携閃病岩

5C

(77Y96 I～I層 305 7810

誰石 lr‐繊岩 r務閃石井

28, 陀紋岩

`透

閃石岩

67[ 384]

凹 石 護石としても使用

6C 3P5532
=山
岩

291 X63Y66 J言

K79Y101 1～■層 凹 石

29C 6C 凹石 砂岩

SD3609 X71Y98

凹 石

88

X70Y81 I～ T層 525 338

K85Y105 1～ I層 石舗 議 灰 岩

29` 騨 石錘 穿山岩

306F

石御 を と[I岩

石鍾 窪山岩

K88Y109 ～ T層 石 錘 467

K74Y86 1～工層 石毎

304 石錘 頁岩

SD222 K60Y74 445
K70Y79 石縛

百鍾 砂舛

SK42506

K59Y63 1層 石鰈 百井 有溝

百錘 砂岩

SDl150 (70Y80 氏 万 1443 919 109000

X60Y74 蛋石

6] SP5473 完紋岩

氏 肩 752 14719

X58Y74 蛋石

X64Y86 6278

X61Y65 I層 窃砥石

X79Yl10 1層 妙岩

X63Y68 1層 布ιt店 36300で

X88Y123 石 皿 妙碧

6C 砂岩

X79Y101  1～ 工層 妙 岩 5581f 筋砥石?

ビ冠 i紋岩 V類

X30V24 T層 卜,レンフェルス

K93Y123 1-I層 rl食‖ 1132

r1/N岩

Ff終 電閃岩 271

K79Yl10 1～ I層 石格 Lh旗共 88C

石格 ホ,レンフェ,レス

K64Y86 石 権 1372

K67Y78 石捲 長● 片 岩

51 石棒 E紋岩(益閃石岩)

KψY93 T～ T層 38

K89Y106 1～Ⅱ層 石盛 ●紺岩 r携閃石岩 )

33C 54 屹紋岩イ透閃石岩 )

K77Y10B I^―T層 石 盤 201

K82Yl16 1～工層 石棒 儀伍 片岩

はんれい岩

434

K65Y72 1～ I層 石柊 盲岩

SD9004 丈山礫凝灰岩

X留うY45 石 刃 38290

百刀 百岩 緑刻

て65V部  I層 点紋緑泥片岩 こ百害【繰フ‖

【75Y89 I～ I屠 fl刀 常瓶 岩 604 愧刻

百刀 ホ,レンフェ,レス

(28Y16 緑色岩 778

(63Y87 1～Ⅱ層 百刀 罷●片岩 3523

刀 点純緑泥片岩

326

(紹9Y85 I～工層 巽伏耳飾 詈 斎

時伏耳飾 骨石



第Ⅳ章 柳田遺跡

第 33表 柳田遺跡 石製品一覧 (5)
挿 図 遺 物

真
版
写
図

遺構 出土地点 種 類 石 材 備考
長 さ 幅 匡 ト 責 ト

354 英状耳飾

醐 夫耳飾 1208

κA5Y109 T～T層 刺 夫耳飾 防純岩 (擁閃石岩 ) 287

Hfi中 刺 犬耳飾

刺 犬耳飾 1,紺岩
`務

閃病岩】 199

κハおVAハ  T層 刺 夫耳飾 看石

映状耳飾

映状耳飾 472

κ64V7ハ  T～ I層 咲状耳飾 (未成品) 看石 385

363 5(

千鞘 看布 161 058

58 K88Y11l I^―I層 毛飾 角千形一認矢指

512 一部欠損

κAクV100 T～ T層 普王
`夫

歳品】 居石 091

玉類 (女 玉 )

κ∩5V7″  T～ T層 議飾
`夫

歳品】 滑石

こ類 (未成品 ) 李莉あり
`来

旨→誦】

κ5RV74 T～ T層 王箱
`来

歳品) 揚雲 101

玉類 (未成品 )

,紺井 務 関 万 岩 670

XR9Vl叛 T～下層 磁飾
`夫

成品) 砿純暑 誘閃石岩

BI十中 弔飾 (未茂品 )

3Ю X89Y108 1～ I層 垂飾 (未成品) 務 閃病 井 058

※石材は第Ⅶ章「5 富山県竹ノ内Ⅱ遺跡外における石材鑑定」に詳しい。
表中で「蛇紋岩 (透閃石岩 )」 としているものは,従来,蛇紋岩と称してきたものだが,

石材鑑定の結果,比重等により透閃石岩と判別されたものである。
ここでは,従来との比較のため「蛇紋岩 (透閃石岩)」 と表記する。同様に赤玉石・黄玉
石としているものは,従来.鉄石英と称しているものと同じである。

第 34表 柳田遺跡 金属製品一覧

挿図 遺物
写真
図版 遺構

出土地点 種類 材質
法量 (cm g)

備考
岳 ト 幅 ,軍さ 章さ

7こ X27Y16 銭 銅 管 え t爵奮

7F κRl VllR T― TT!霞 銭 銅 寛永通賓

7F X夕7Y16 銭 宣永通賓

7〔 X91Ylll I層 鵠 5

54E 7〔 X25Y17 銭 01 6 曽 熊 桶 害

7` κA4VRR T´―TI菖 銭 銅 宙永 涌 奮 3赦融 着 琶 さは 3枚今

7f イRAVl,9 T´ ―π層 軒潤犬 鉄

7r YAttVRtt T～π屑 環 状 銅 12(71.4子 14

552 X77Y94 1～Ⅱ層 板状 銅 27

55こ 7〔 X85Y105 1～Ⅱ
'電

環 状 鉄 570 □令 ?

XO氏V194 T～ T!醒 千被き? 鉄

7F X76VOA T´一π届 板 状 鉄 l

X86Y107 1～Ⅱ層 釘 鵠 12

7〔 X62Y81 1～Ⅱ層 釘 鉄 07

7` SK177 K56Y73 上 ～ 中層 鉄 淳

7` X7RVO鳴  T～π虐 塊】犬 鉄 237

X86Y■ l I～Ⅱ層 鉄津 1448



第V章 下山新東遺跡

1 既往の調査

下山新東遺跡の立地する朝日町大家庄地区は,昭和 47(1972)年 から県営ほ場整備事業が進められて

おり,同地区内に位置する多くの遺跡について,富山県教育委員会と朝日町教育委員会により事前の発

掘調査が行われている。下山新東遺跡は,昭和 52(1977)年 ,高橋遺跡の発掘調査中に行われた分布調

査により発見された遺跡である注l。 このときの調査では,朝 日町教育委員会によって lm四方の試掘坑

が 5～ 10m間隔に設けられ,遺物包含層の有無や地山の深さなどが確認された。遺物は縄文時代前期

後半から晩期後半までの上器片と石鏃,越中瀬戸が出上している。

平成 12(2000)年 には,財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所によって北陸新幹線建設

事業に先立つ包蔵地確認調査が行われた。建設予定地内に 33本の トレンチを入れて調査した結果,ほ

場整備による削平が広 く認められたが,2箇所で縄文時代と考えられる土坑や遺物包含層の広がりを確

認した注
2。

平成 14(2002)年 には遺物包含層の残存する範囲について,本調査を実施した注3。

平成 17(2005)年 には,朝 日町教育委員会によって農免農道新川中部地区整備事業に先立つ発掘調査

が行われた注4。 土坑 9基が検出され,縄文土器片数点,石製品 1点,陶磁器 1点が出土している。

2 基本層序

基本層序は,土層中に包含する遺物の年代を基に設定している。土層の堆積が安定している A地区
を基準に,I層 :表土・盛土,I層 :縄文時代遺物包含層,Ⅲ層 :無遺物層 (遺構検出面 ),Ⅳ層 :無遺物

層とした。調査地の標高は 60～ 61mを沢1る 。B地区では平均して約 0.5m標高が高いため,ほ場整備

の影響を強く受けており,広い範囲で基本層が削平されている。

縄文時代の遺物包含層であるⅡ層は,黒色粘土質シル トを基調として砂粒が混ざる土層である。A
地区では全域に認められ,旧地形の傾斜に従って,南東部分は薄く,北西部分は厚い堆積が認められる。

B地区は調査区の中央部から西半部にかけて谷状に落ち込む地形となっており,I層はこの範囲にのみ

残存する。B地区東半部では,I層は削平されている。

Ⅲ層は上からⅢ a層 ,Ⅲ b層 に細分 した。無遺物層である。A地区のⅢ a層 は暗赤掲色粘土質シル

ト,Ⅲ b層は黒色シルトを基調とし,地形が緩やかに落ち込む A地区北西部では,若干粘性が増す傾向
にある。

B地区のⅢ a層は,東半部では削平されているため西半の谷部にのみ残存する。黒掲色粘土質シルト

を基調とし,A地区よりも暗く粘性の強い土質となっている。Ⅲ b層は黒色粘土質シル トで,北東部を

除く全域に残存する。縄文時代遺構検出面はⅢ a層上面であるが,B地区では削平を受けている部分が

多いため,南東部ではⅢ b層 ,北東部ではⅣ層がそれぞれ遺構検出面となっている。

Ⅳ層は A地区で暗掲色シル ト,B地区で褐色粘土質シル トを基調とする無遺物層である。B地区東

半部で特に多くの礫が混ざる。
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第V章 下山新東遺跡

追跡範囲

朝日町教育委員会・

富山県教育委員会調査区

財団調査区 (包蔵地確認調査 )

財団調査区 (本調査 )

朝日町教育委員会調査区

第 123図 下山新東遣跡 遺跡範囲・調査位置図 (1:2,000)

2θ9



3 遺構 ,遺物

3 遺構・遺物

(1)縄文時代

A地区では土坑,B地区では谷と土坑を検出した。A地区では基本層は安定して存在するものの,近

世以降の用水や溝,暗渠等による攪乱が多くみられる。B地区では西半部が浅い谷地形となっており,

埋土上層から縄文時代の遺物が出上している。B地区の土坑の多くは東半部で検出しているが,東半の

うち北側の田面が一段下がった範囲は,ほ場整備による削平を受けているため,遺構は南東部を中心に

検出した。

遺物はコンテナで 21箱出上している。内訳は縄文土器 16箱,石器 5箱である。tt SR123や土坑か

ら出上したものについてはいずれも自然堆積や流れ込みによるものと思われ,人為的な埋設等と考えら

れるものはない。縄文土器は中期前葉から晩期のものが出土しているが,全て小片で全体が復元できる

ものはない。土製品は土偶と円盤状土製品が出上している。石器は,石鏃,石錐,打製石斧,磨製石斧 ,

石錘,鋸歯縁石器,削器,砥石,敲石,石刀,磨製石斧未成品,垂飾未成品等がある。

A谷

123号谷 (SR123,第 126・ 127・ 129～ 132図 ,図版 76～ 80)

B地区西半部に位置する。最大幅 26.65m,深さ約 0.50mを 測る。埋土は基本層のI層 。Ⅲ層である。

自然地形であることとⅢ層から遺物が出土していないことから,谷南部のトレンチと重複する部分を掘

6100m

[縄文時代遺物包含層]
Ⅱ層 :lllW/1黒 色粘土質シルト砂混

[無遺物層]
Ⅲ所繋 5YR3/2 暗赤褐色粘土質シルト徹地区)
5Ⅵ鬱/2 黒褐色粘土質ンルト(B地 区)

Ⅲb層 ■llW/1黒色ンルトlAIL区 )
10YR2/1黒 色粘土質ンルト(B地区)

Ⅳ層 :lllYR3/3暗褐色シルト徹地区)
10YR4/4帽 色粘土質シルト(B地区)

第 124図 下山新東遺跡 基本層序模式図 (1:2,000)

,7θ

囲露圏
縄文時代遺物包含層 垂潔lllRA鶏色粘雖

「TF― 遺構検出画

γ  増
0             1:2,000            100m



第V章 下山新東遺跡

削して深さ及び埋土を確認するに留め,谷全体の掘削はⅢ層の中程で止めた。

遺物は,縄文土器 (6～ 43・ 57),土製品 (58・ 59),石器 (80～ 105)が出上している。6は前期後半 ,

7は中期前葉 (新崎式)の深鉢。8は 口縁部に半隆起線を巡らせる中期の浅鉢である。9は隆帝上にヘラ

刻みをもつ深鉢の口縁部片。10。 11は粘土帯上の刻みや幅広の沈線文がみられるもので,中期後葉に

位置づけられる。12～ 15は深鉢の底部。12は器壁が薄く底部から屈曲して胴部に延びる。後期中葉。

13～ 15も 中期から後期の時期に収まると考えられる。16・ 17は縄文の施される中期前葉の粗製深鉢。

18'19は橋状把手の付 く浅鉢で中期後葉～後期前葉に多くみられるものである。

20～ 30。 38・ 57は後期の上器である。20は口縁部に 2条引いた平行沈線の間を楕円形に狭るもの

で,後期前葉 (前田式)に比定できる。21は三角形連続刺突文,22・ 26は沈線文のあるもので後期前葉

(気屋式)に比定される。23～ 25'27は後期中葉 (カロ曽利 B式併行)の上器。23は波状口縁で外面に

LR縦縄文,内面に沈線と刻みを施し,孔が貫通する。24は羽状縄文と矢羽根状沈線文のある深鉢胴部。

25は斜縄文とナデによる無文帯,27は羽状縄文がみられる。38は幅広の沈線を平行に引く深鉢で後期

後葉 (井口式 )。 28・ 30は斜縄文と沈線がある小片で後期後葉 (八 日市新保式)に比定される。29は小

瘤を貼 り付けて上からヘラ状具で三回刺突を加える後期後半のものである。57は注目土器の輪状の把

手。表面を丁寧に磨き,渦状の沈線文と鋭い刺突を加えている。後期前葉。

31～ 37・ 39～ 43は晩期の上器である。31は条痕文を施す小片で晩期中葉 (中屋式 )か。32～ 35・

37は沈線を平行に引くもので,33は内外面,他は外面に赤彩がみられる。36は小型土器の底部で外面

に赤彩がみられる。32と 36は胎土や色調から同一個体の可能性がある。39は器表面に丁寧な磨きと

沈線文がある浅鉢。40～ 42は口縁部に沈線を引くもので胎上が精良である。43は 口縁部に連続刺突

を施す。晩期後葉 (下野式)に比定される。

58は中空の上偶と考えられる。3方が面取 りされ,表面には浅い沈線状の窪みが非対称にみられる。

うち 2面を直径 3 mmの孔が真直ぐに貫通しており,耳部分に相当すると思われる。内面には 2方向から

粘上が接着した痕跡がみられ,内表面にはナデ等の調整はなされていないことから中空であったと考え

られる。59は円盤状土製品。土器片の周囲を円形に打ち欠いている。沈線文がみられることから後期

前半の時期が考えられる。

80～ 88は打製石斧。剥片を素材とし周縁を整形加工している①80～ 84は刃部・基部を欠損するも

のが多いが,短冊形となるようである。85。 86も 短冊形であるが,刃部に向かいやや開く形態をとる。

84は基部に摩耗痕がみられ,85は刃部表裏に上ずれ痕がみられる。87は撥形,88は分銅形のもの。石

材は,80が蛇紋岩 (透閃石岩 ),82・ 84・ 87がデイサイト,83が砂岩,86が安山岩系である。

89～ 93は磨製石斧である。いわゆる定角式のもので石材は蛇紋岩 (透閃石岩 )・ 角閃岩 ?である。

89の基部は左右対称ではなく,片側に九い自然面を残している。刃部を欠損する。90は側辺に敲打痕

が残る刃部片。91～ 93は基部を欠損するもの。91・ 92は刃部が僅かに刃こぼれする。92は刃部に向かっ

て側辺が二等辺三角形状に開く。

94は石錐の先端部断片。石材はチヤートである。95は石鏃。平基式のもので先端が僅かに欠損する。

小型で 05gと 軽い。チャート製。96～ 98は石刀か石剣の一部で 96は頭部が残る。頁岩製。99は側辺

に面をつくっていることから石刀とした。点紋緑泥片岩製。100は擦 り切 り石器か。上下端を欠損し全

体に摩減が著しいが,両側辺と裏面に擦痕が残る。砂岩製。101は垂飾未成品。全面を研磨するが一部

に前段階の調整である剥離が残る。中央やや上よりに片面から穿孔されているが途中で中止する。石

材は蛇紋岩 (透閃石岩 )。 102は石錘。楕円形礫の両端を両面から打ち欠く。103は黒曜石の縦長剥片
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第V章 下山新東遺跡

の側辺に押圧剥離で鋸歯状の刃部を形成する石器である。104は鉄石英 (責玉石)の剥片。105は翡翠

の剥片である。

B 土坑

4号土坑 (SK 4,第 131図 ,図版 79)

A地区北西に位置し,近世の溝 SD 2に切られる。平面形は不整形で,長さ■66m,深さ0.05mを 測る。

埋土は褐灰色粘上の単層である。遺物は打製石斧 (79)が出土している。79は両面加工で,基部を久損

する。石材は頁岩である。

7号土坑 (SK 7,第 127図 )

A地区南西に位置する。平面形は楕円形で,長径 101m,深 さ 0。14mを測る。埋土は黒色シルトを基

調とし,上層に基本層のⅡ層に対応する黒色粘土質シルトが薄く被る。遺物は出土していない。

9号土坑 (SK 9,第 127・ 129図 ,図版 76)

A地区南西に位置し,SK10に切られる。平面形は不整形で,長さ■81m,深 さ 0.08mを 測る。浅く不

安定な形状であり,地形の窪みと考えられる。埋土はえ化物の混ざる黒色粘土質シルトの単層で,I層

に対応する。遺物は縄文土器 (1)が出土している。1は沈線で曲線文を描く深鉢の口縁部片である。沈

線内に三角形の刺突と押し引きがみられ,後期前葉の気屋 Ia式に比定できる。

10号土坑 (SK10,第 127図 ,図版 74)

A地区南西に位置する。西部分で SK9を切 り込み,東部分で暗渠に切られる。平面形は楕円形で ,

長径 1.55m,短径 1.20m,深さ0.45mを 測る。埋土上層は黒褐色シルト,下層は黒色シルトを基調とし,

炭化物が僅かに混ざる。遺物は縄文土器小片が出土している。

14号土坑 (SK14,第 127図 )

A地区中央南西よりに位置する。平面形は精円形で,長径 1.23m,短径 0.84mを 測る。深さは南西の

最深部で 0.30mを 測る。埋土は北東部で黒褐色粘土質シル ト,深い南西部で黒色粘土質シル トを基調

とし,いずれも炭化物が混ざる。遺物は出上していない。

17号土坑 (SK17,第 129図 ,図版 74・ 76。 78)

A地区中央北よりに位置する。平面形は不整形で,長さ8,08m,深さ0.09mを 測る。浅 く不安定な形

状であり,地形の窪みと考えられる。埋土は炭化物の混ざる黒色粘上の単層で,I層 に対応する。遺物

は縄文土器 (2・ 3)が出土している。2は下部に剥離痕がみられることから,土器の口縁部に付 く装飾

と思われる。半隆起線と三叉文状の彫 り込みがあり,中期中葉 (天神山式)に比定できる。3は外全面

にLR斜縄文を施す中期前葉の深鉢口縁部片である。

19号土坑 (SK19,第 129図 ,図版 76)

A地区中央北よりに位置する。平面形は不整形で,長 さ4.95m,深さ 0。17mを測る。浅く不安定な形

状であり,地形の窪みと考えられる。埋土上層はI層 に対応する黒色粘土,下層は黒褐色粘土質シルト

で,いずれも僅かにえ化物が混ざる。遺物は縄文土器 (4)が出土している。4は器表面を丁寧に磨 く浅

鉢で,中期後葉 (串田新式)に比定できる。

20号土坑 (SK20,第 128図 ,図版 74)

A地区中央北端に位置する。北側は調査区外にかかり,西側は暗渠,南側はトレンチに切られる。平

面形は不整形で,商北の長さは■63m,深 さ0.52mを 測る。埋土は 3層からなり,上層は基本層のI層

に対応する黒色粘土,中層は黒褐色粘土質シルト,下層はⅢ b層の黒色シルトを基調とし,いずれにも

炭化物が混ざる。遺物は縄文土器小片が出土している。
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26号土坑 (SK26,第 129図 ,図版 76)

A地区中央東よりに位置する。平面形は不整形で,長さ978m,深さ0.09mを 測る。浅く不安定な形

状であり,地形の窪みと考えられる。埋土は黒色粘上の単層で,Ⅱ 層に対応する。遺物は縄文土器 (5)

が出土している。5は刻印蓮華文を施す深鉢の口縁部片である。中期前葉 (新崎式)である。

101号土坑 (SK101,第 128図 ,図版 75)

B地区北東角に位置する。一段下がった田面に位置しているためほ場整備の影響を受け,上面が削平

されていると思われる。検出面はⅣ層である。平面形は楕円形で,長径 1.18m,短径 0.88m,深さ0.16m

を測る。埋土は炭化物混じりの黒色粘土質シル トを基調とし,肩部には黒褐色シルトがみられる。遺物

は出土していない。

102号土坑 (SK102,第 128図 )

B地区北東角の SK101西側に位置する。SK101と 同様に検出面はⅣ層で,上面が削平されていると

考えられる。長径 0.49m,短径 0.46mの円形に近い穴で,深さは 0,14mを 測る。埋土は黒褐色シルトを

基調とし,下層にはⅣ層の褐色粘土質シルトが混ざる。遺物は出土していない。

107号土坑 (SK107,第 128図 ,図版 75)

B地区南東角に位置する。倒木痕と重複し,こ れを切る。南西部分ではSK108を 切る。検出面はⅢ b

層で,上面が若干削平されている可能性がある。平面形は楕円形で,長径 1.43m,短径 0,95m,深 さは0.14m

を測る。埋土上層は炭化物混じりの黒色粘土質シルト,下層は黒褐色シルトを基調とする。遺物は出土

していない。

115号土坑 (SKl15,第 128図 ,図版 75)

B地区南東の SK107西側に位置する。SK107と 同様に検出面はⅢ b層で,上面が若干削平されてい

る可能性がある。長さ44m,幅 2.8mを 測る不整形な土坑で,深さは南部分で浅 く0.04m,中 央の最深

部で 0.46mを 測る。埋土は黒色粘土質シル トを基調とするもので,場所によっては黒褐色シル トやⅣ

層の褐色粘土質シルトが混ざる。遺物は出上していない。

131号土坑 (SK131,第 128図 )

B地区南西角に位置する。直径 0.32～ 0.40mの 円形の穴で,深さは 0.27mを 測る。埋土は黒色粘土

質シルトであるが,下層はより黒色が強くなり粘性が増す。遺物は出上していない。

C 包含層出土遺物

縄文土器 (第 130図 ,図版 77)

44は蓮華文,45は これに類する半裁竹管の刺突がある深鉢で中期前葉 (新崎式)に比定できる。46

～ 53は半裁竹管文やヘラ刻日,爪形文,三叉文などがあるもので,中期前葉～中葉に位置づけられる。

56は有孔鍔付土器。口縁部は直立して延び,鍔の上半部まで残存する。小孔は 3箇所残存しており,内

面へ向かって斜めに貫通する。中期中葉 (古府式)の ものか。

54・ 55は台付鉢の脚部。54に は断面三角形の貼 り付け突線文がみられ,後期初頭 (岩崎野式)に比

定できる。60は小型土器の底部である。61～ 76は後期の土器である。61は国縁部が無文,胴部が縄

文の深鉢である。62は沈線文,63は粘土帯の上を連続刺突するもので後期初頭 (前田式 )。 64～ 72は

沈線文や連続刺突をもつもので,後期前葉 (気屋式 )に比定される。72は大きな波状口縁になる浅鉢で ,

福野町安居五百歩遺跡に類例がある注5。 73,74は粗製深鉢の口縁部。75～ 77は深鉢の底部。75には

縦の隆帯と沈線がみられ,中期後葉と考えられる。



SK101
1 10YR2/1 黒色粘■質ラつウト僚イ防加翻

SK107
1 10YR2/1 黒色箔土質功レトl10YR4/4 褐色粕■質ンルト20%カ ック状.炭化物IEl
2 10YR2/2 黒網色カレト(10YR2/1 黒色お■質カレト,10YR4/4 褐ヨお■質カレト

1 10YR2/1 黒色お■蜜ンルト
2 10YR4/4 網色粘上質シルト(10YR3/2 黒褥色ンルト10XyPック状潮
3 10YR3/2 黒縛色油土質切レト(loYR4/4 褐色粘■質)レ k20%プロック状凝)
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2      
ど

A sKI割

1 10YR2/1 黒色粘ユ質ンレト
2 10YR,7/1 黒七猫■質功レト

Ч

SKl16
1 10VR2/1 黒色粘聖質)レト(10YR3/2 黒網色)レト10%プロ′ク状,炭花物混)

3 10VR4/4 褥色油■質)レト(10YR3/2 24H色 )レト20%カロック状溺)
4 10VR3/2 黒禍色

"卜
はOVR2/1 黒色粘■質ンレトlo%カロック状溺)

5 10VR4/4 褐色消■質シレト(10YR3/2 黒褥色ンルト20%10YR2/1 暴色粘■質
渤 卜iO%カック状.炭イヒ物漏)
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SK20
1 10YA2/1 黒色粘■(砂成化物渥)
2 7SYR2/2 黒摘色粘質ンルトはイい万潮
3 10YR2/1 黒電カレト(7 5YR2/2 黒褐色消上質切レト40%,炭イヒ物混)

l SK20 2 SK101 3.SK102 4 SK107 5 SK131 6.SKl15・ SKl16・ SK125
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第V章 下山新東遺跡

石製品 (第 131～ 133図 ,図版 78～ 80)

106・ 107は石鏃。凹基式のもので 106の先端部には衝撃による剥離がみられる。石材は 106・ 107と

もチャート。108～ ■2は打製石斧。108は両面とも直接打撃で加工されるが表裏に自然面を残しており,

礫素材と考えられる。109は剥片素材を両面加工している。110～ 112も 剥片素材で,周縁を加工する。

石材は 108。 112が砂岩,109が蛇紋岩 (透閑石岩 ),■0,111が デイサイトである。113は鉄石英 (責玉石 )

の剥片。114は馬璃の剥片。115～ 117は磨製石斧。いずれも定角式のもので基部を欠損する。118は

片側辺に剥離と敲打痕のある蛇紋岩 (透閃石岩)の 自然石。磨製石斧未成品としたが,石材が翡翠に近く,

玉の未成品となる可能性もある。119は 大型削器。剥片の末端辺を直接打撃で加工して刃部としている。

砂岩製。120。 1211よ敲石。120は側縁に敲打痕があり先端部に剥離がある。砂岩。121は 自然礫のやや尖っ

た先端部に敲打痕がみられる。石材は翡翠である。

(2)近世～近代

A地区の西部分で近世～近代の溝 2条を検出している。平成 12(2000)年度に実施した包蔵地確認

調査の際,A地区の西に隣接する32ト レンチにおいて江戸時代の建物跡を確認している注6こ とから,

この集落に伴う遺構であると考えられる。遺物はコンテナで陶磁器 4箱,金属製品 1箱分が出土してい

る。陶磁器,陶錘,砥石,銭 (寛永通賓,10銭銀貨 ),和鏡がある。また,その他としては、土師器椀 (古

代の遺物 )が出土している。

A 溝

1号溝 (SDl,第 125'131・ 134図 ,図版 78・ 81)

A地区西端を調査区に沿って北流する。西肩は調査区外にかかるため,東肩のみ検出した。中程で

流路が西に逸れるため一旦途切れるが,埋土から同じ溝として扱った。現在 A地区西側を農業用水路

が通っていることから,ほ場整備以前に使用されていた水路の跡と考えられる。 I層直下から切 り込

んでおり,調査区南壁で確認した切 り込み面からの深さは,最深部で 1.07mを測る。埋土は上層に黒褐

色粘質土,下層に褐灰色砂質土が堆積 し,上層には直径 1～ 3 cmの礫が多く混ざる①遺物は石剣か石刀

(78),越中瀬戸 (127),近世～近代の陶磁器が出土している。78は礫に混ざつて出土しているため強

いローリングを受けており,両端部が欠損して全体に摩滅が著しい。断面形が僅かに両側面に稜を持っ

ているため,石剣である可能性が高い。石材は頁岩。混入と考えられる。127は越中瀬戸の火入れ。底

部は削り出しの輪高台で口縁部に鉄釉がかかる。内底面に重ね焼きの跡が薄く残る。

2号溝 (SD2,第 125。 134図 ,図版 81)

A地区北西角に位置する。SDlか ら直角に近い角度で分岐し,北東の方向へ向かう。南肩のみ検出し,

北側の肩は調査区外へ広がる。埋土上層は黄灰色粘土質シルト,中層は褐灰色粘土質シル ト,下層は灰

黄褐色粗砂をそれぞれ基調とし,中層には褐灰色の細砂が薄い帯状に混ざる。中層と下層の間には酸化

鉄の沈着がみられた。遺物は,縄文土器,越中瀬戸 (128・ 129),近世～近代の陶磁器 (130,131),伊万

里 (132～ 135)が出土している。128'129は越中瀬戸の九椀。黒褐色の鉄釉がかかるが,128は粒状に

釉がはじかれて滑らかではない。18～ 19世紀の製品と考えられる。130は陶器の椀。浅責色の胎土に

透明釉がかかる。131は体部から内面に施釉し,見込みを蛇の目釉剥ぎする皿。内面に笹文を描き,高

台には白色の化粧土を施す。132～ 1351よ伊万里。132は 内面に花文,外面に唐草文を描く椀①133も 椀で,

見込みにハリ跡が 2箇所残る。134は見込みに五弁花のコンニャク印判を押す椀。135は内面に楼閣山

水文を描く皿。いずれも18世紀後半以降のものである。



4 まとめ

B 包含層出土遺物

土器 。陶磁器 (第 134図 ,図版 81・ 82)

186～ 1531ま越中瀬戸である。136～ 140は皿。136・ 137の 内底面には釉止めの段が薄 く残るが ,

138～ 140に は段がみられない。17世紀後半～ 18世紀のものが中心である。140は内全面に鉄釉をか

けており,見込みに重ね焼き痕が輪状に残る。141は向付。体部に鉄釉を施す。142・ 143は鉄釉の小壼。

144～ 148は壼類。いずれも肩の張らない器形である。149～ 151は悟鉢。150の内面は摩耗して卸目

が薄くなっている。152・ 153は陶錘。断面形は円形と楕円形とがある。表面には鉄釉がかかる。154・

155は古代土師器椀の底部。タト底面に回転糸切り痕が残る。9～ 10世紀のものである。

石製品 (第 133図 ,図版 82)

122は砥石である。周縁が脆 くなっており欠損部が多いが,上部を大きく欠くのみでおおむねの形を

残している。流紋岩の中砥石で,砥面は表面 。片側面・裏面の 3面である。中世から近世にかけてのも

ので,産地は天草の可能性が高い。

金属製品 (第 133図 ,図版 82)

123・ 124は銅銭。寛永通費であるが,123は古寛永 (1634年～ 1656年鋳造 ),124は 新寛永 (1668年

～幕末まで鋳造 )。 125は旭日竜 10銭銀貨で明治三年鋳造。126は蓬莱鏡 (松竹双鶴鏡 )。 直立中縁で ,

亀形錘に2羽の鶴が嘴を接する。下方に松樹と岩から茂る笹竹を描 く。京都の「木瀬浄阿弥」工房作の

可能性があり,1560年代～ 1590年代に製作されたものである注7。

4 まとめ

下山新東遺跡では,縄文時代と近世～近代の遺構を検出した。

縄文時代の遺構としては土坑があるが,共伴遺物が少なく性格の不明なものが多い。自然地形の谷か

らは中期から後期の遺物が出土しているが,土器はすべて細片で全体が復元できるものはない。谷に故

意に集積されたり廃棄されたような出土状況ではなく,遺物散布地の域を出ないものであると考えら

れる。石器は石斧類が多くみられる傾向にあるが,完形品や基部が残るものは少なく,大半が破片であ

り,下山新東遺跡が集落から外れた位置にあったことが推測できる。舟見野扇状地上には,不動堂遺跡

や下山新遺跡などの大規模集落遺跡が同時期に存在しており,下山新東遺跡はここから人々が断続的に

訪れるような地域に属していたと捉えられる。

縄文時代以降は近世に至るまで積極的な土地利用はなされていない。平安時代の土師器が僅かに出

土しているが遺構は認められない。本格的に土地開発されるのは近世に入つてからである。調査区内

では近世の溝を検出しており,隣接地で江戸時代の建物を確認していることからこれに関わりのあるも

のと考えられる。遺物は 16世紀後半～ 19世紀のものが出上しているが,中心は 17世紀後半～ 18世紀

代にあると考えられる。 (朝田亜紀子 )

注

注 1 朝日町教育委員会 1978『富山県朝日町大家庄地区内埋蔵文化財予備調査概要下山新東遺跡 高橋遺跡』
注2 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所2001F北陸新幹線関係埋蔵文化財包蔵地調査報告 (2)竹 ノ内Ⅱ遺跡
柳田遺跡非ノ回城跡 下山新東遺跡 下山新遺跡』

注3 本書
注4 朝日町教育委員会 2006『富山県朝日町柳田遺跡 下山新東遺跡 下山新遺跡 発掘調査報告書』
注 5 福野町教育委員会 1990『富山県福野町安居五百歩遺跡 I(縄文時代編 )』
注6注 2に 同じ
注7 久保智康氏の御教示による。
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観察表

第 35表 下山新東遺跡 縄文時代 谷一覧

遺構 旧遺構番号
規模(m)

出土遺物 挿図 写真図版
幅 深 さ

SR123 BSR23 2200´―▼2665

縄文土器,土製品,上偶,円盤状土
製品,打製石斧,磨製石斧,石錐,

石鏃,石刀類,擦り切り石器,垂飾未
成品,石錘,鋸歯縁石器,剥片

126・ 127

第 36表 下山新東遺跡 縄文時代 土坑一覧

遺構 旧遺構番号 平面形
規模(m)

出土遺物 特記 挿図 写真図版
長さ 幅 深さ

SK4 ASK04 不整形 打製石斧 <SD2

SK7 ASK07 楕円 014

SK9 AもK09 不整形 縄文土器 <SK10

SK10 A SK10 楕円 120 縄文土器 >SK9 127 74

SK14 A―SK14 楕円 084

SK17 A―SK17 不整形 808 427 縄文土器

SK19 ASK19 不整形 (202) 縄文土器

SK20 ASK20 楕円 (150) 052 縄文土器

SK26 ASK26 不整形 212 009 縄文土器

SK101 BSK01 楕円 088

SK102 BSK02 楕円 049

SK107 BSK07 楕円 143 >SK108

SK108 B―SK08 円 (047) <SK107

SKl15 B―SK15 精 円 440 045

SK131 BもK31 円 032 027

※規模の ( )付数値は切り合いなどによる現存長を示す。

第 37表 下山新東遺跡 近世～近代 溝一覧

遺構 旧遺構番号
規模(m)

出土遺物 特記 挿図 写真図版
幅 深さ

SDl ASD01 石剣?,越中瀬戸,近世～近代
陶磁器

用水跡 125

SD2 A―SD02 262 0.62
縄文土器,越中瀬戸,近世陶
磁器,伊万里,近代陶磁器

>SK4,SDlから分岐する
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十
H千

19
SR
12
3
X1
07
Y1
07
層

健
文
土
器
虐
鉄

中
期
後
葉
～
後
期
前
葉

串
田
新
式
～
前
日
式
10
YR
6/
2
ア
苦
褐
れ

僑
状
犯
手

層
饂
支
上
器
深
鉢

後
期
前
莱

訴
田
弐

10
YR
4/
2
天
責
褐
色

ヨ
色
粒
透
明
粒
骨
針

2条
の
平
行
沈
線
間
に
列
点
を
却
し
並
べ
る

БR
12
3
X1
04
Y1
08
 J
詈

縄
文
土
器
深
鉢

後
期
前
葉

気
屋
Ib
式

75
YR
5/
3
こ
ぶ
い
褐
色

¬

“

締
務
明
対
督
想

三
角
形
刺
突
支

‐
6
SR
12
3
X1
07
Y1
07
層

儒
笠
十
器
楽
鉢

後
期
前
葉

気
屋
式

こ
ぶ
い
昔
沿
伍
ヨ
角
粒
透
明
粒
骨
針

沈
線
文

‐
6
SR
12
3
X1
06
Y1
06
 1
層

縄
文
土
器
深
鉢

後
期
中
葉

加
曽
利
Bl
式
併
行
10
YR
5/
3
こ
ぶ
い
黄
褐
色
自
色
粒
透
明
粒
砂
粒

本
面
Rを
縦
縄
文
,内
面
沈
線
,日
縁
部
ヘ
ラ
刻
目
文

度
状
口
縁
突
起
子
し
あ
り

X1
0ら
V1
08
 1
屠

憬
文
土
器
浜
鉢

後
期
中
葉

れΠ
曽
希
B]
式
併
行

tO
YR
6/
4
こ
ぶ
い
責
橙
色
白
色
粒
透
明
粒
砂
粒
骨
針

例
状
縄
文
と
矢
羽
状
沈
線
文

SR
12
3
X1
06
Y1
06
屠

健
文
土
器
深
鉢

娑
期
中
葉

加
曽
利
Bl
式
併
行
10
YR
5/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色

記
L斜
縄
支
と
ナ
デ
消
し

26
刃
R1
23
X1
06
Y1
07
層

儒
甘
十
器
浅
鉢

後
期
前
葉

皇
首
沿
れ

ヨ
色
粒
透
明
粒
砂
粒
骨
針

波
状
口
縁
沈
線

27
X1
06
Y1
08
層

健
支
土
器
深
鉢

娑
II
H中
葉

酒
屏
式

10
YR
5/
2
灰
黄
褐
色

白
色
粒
砂
粒

]コ
状
縄
笠

76
SR
12
3
X1
05
Y1
07
層

儒
ヤ
十
器
楽
銚

随
期
後
葉

八
日
市
新
保
式

に
ぶ
い
香
47
・
● 缶

ヨ
縁
部
に
RL
斜
縄
文
沈
線
3条
巡
ら
す

29
;R
12
3

層
編
支
十
器
突
鉢

後
期
後
葉

75
YR
5/
4
に
ぶ
い
褐
色

白
色
粒
透
明
粒
砂
粒

斜
縄
文
瘤
貼
付
の
上
か
ら
ヘ
ラ
刺
突
.沈
線
文

Rヽ1
23
X1
06
Y1
08
層

縄
文
土
器
朱
鉢

條
期
後
葉

八
日
市
新
保
式

10
YR
ク
2
灰
黄
褐
色

31
SR
12
3
X1
06
Y1
09
 1
層

鱈
寸
十
器
突
鉄

晩
期
中
葉

中
屋
式

に
ぶ
い
首
潜

“

条
痕
文

32
SR
12
3

手
鍬

流
期
後
葉

究
線
支
赤
彩
部
分
10
R5
/6
赤
色

銀
す
十
器
=欲

に
ぶ
い
昔
潜
缶
白
仁
粒
砂
粒

て
,0
5V
10
9 
1層

編
支
土
器
曳
鉢

下
野
☆

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
澄
色

,紳
ヤ
赤
彩
蘊
分
75
R4
/6
未
Ⅲ

質
K1
05
Y1
06
 1
層

続
期
傍
筆

下
野
式

オ
線
す
ホ
彩
部
分
75
R4
/6
赤
色

k
目
す
十
祭

J、
烈
十
器

lI
I期
後
葉

吹
昔

“

白
わ
対

ナ
デ
外
面
赤
彩
赤
彩
部
分
10
R4
/8
赤
色

]R
12
3
X1
05
Y1
08
 1
層

電
文
土
器
朱
鉾

魂
期
後
葉

下
野
式

75
YR
6/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

オ
線
支

SR
12
3
X1
02
Y1
08
 1
層

観
甘
十
器
渠
鉄

後
期
後
葉

井
日
式

灰
昔
褐
缶

白
角
粒
透
明
粒
骨
針

沈
線

7て
κ
10
6Y
】
10
 1
層

電
支
土
器
浅
鉢

究
期
後
葉

下
針
式

10
YR
3/
2
黒
褐
色

白
色
粒
透
明
粒
砂
粒
骨
針

'オ

繰
ヤ
ミ
ガ
キ

質
SR
12
3
X1
08
Y■
1 
1層

電
文
土
器
完
鉢

琉
期
後
葉

下
野
式

75
YR
5/
3
に
ぶ
い
褐
色

白
缶
対
携
明
締
砂
対

琥
綻
支

41
k
】R
12
3
X1
08
Y1
07
 1
層

霞
笠
十
器
梁
鉄

晩
期
後
葉

下
野
式

75
VR
7/
3
に
ぶ
い
俗
色

白
色
粒
透
明
粒

波
状
回
縁
沈
線
文

K1
06
Yl
10
 1
層

電
文
土
器
深
鉢

れ
期
傍
葉

下
野
式

75
YR
6/
4
に
ぶ
い
橙
色

自
色
粒
砂
粒

'オ

線
2粂

43
質
SR
12
3
X1
04
Y1
09
 1
層

亀
文
土
器
深
鉢

琉
期
後
葉

下
野
式

25
Y7
/3
浅
黄
色

白
任
対
お
明
粒
砂
tr

ヨ
感
部
縄
文
押
圧

韻 く 糾 　 嘲 Ｅ 導 測 齢 事
嗚 』 『
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下
山
新
東
遺
跡
 
縄
文
土
器
・
土
製
品
一
覧
(2
)

挿
図
遺
物

真 版

写 図
遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

言羊
細
時
期

月台
土
色
調

胎
上
の
特
徴

文
様
の
特
徴

回
径
器
高
底
径

K4
1Y
9 
1層

縄
文
土
器
深
鉢

中
期
前
葉

lj
「
崎
式

10
YR
5/
2
灰
責
褐
色

舛
EΠ
革
華
支

η
K4
7Y
09
 
Ⅱ
層

編
支
十
器
矢
鉄

■
期
Ff
葉

灰
褐
色

コ
色
粒
砂
粒
骨
針

半
隆
起
線
と
蓮
華
文
風
の
刻
み

77
X5
0Y
19
 
Ⅱ
層

縄
文
土
器
深
鉢

中
期
中
葉

5Y
R4
/1

医
灰

“

密
帯
「
ヘ
ラ
彦
1み

て
51
V1
6 
T層

編
士
十
器

中
期
前
葉
～
中
葉

75
YR
2/
1
黒
色

色
色
粒
秒
粒
骨
針

墜
帯
上
に
爪
形
文
を
柿
す

X5
2Y
17
 1
層

縄
文
土
器
深
鉢

中
期
中
葉

天
神
山
式

10
YR
73

75
YR
4/
2
に
ぶ
い
黄
帽
色

灰
掲
色

白
色
粒
透
明
粒
砂
粒
骨
針

窒
帯
上
に
爪
形
文
を
施
す
,日
縁
部
に
装
飾
あ
り

(4
RV
17
 T
層

鱈
す
十
器
深
鉢

中
期
初
頭

75
YR
6/
3
に
ぶ
い
橙
色

白
色
粒
砂
粒

半
F4
k起
線
と
ヘ
ラ
刻
目
支

宥
X5
1Y
15
 
Ⅱ
帰
肇

儒
支
土
器
決
鉢

■
期
中
葉

天
榊
山
☆

天
黄
褐
色

白
色
粒
透
明
泣

波
状
口
縁
外
面
半
隆
起
線
内
面
玉
と
三
角
形
狭
り

77
X4
7Y
18
 
工
層

縄
文
土
器
深
鎌

中
期
中
葉

天
榊
山
式

10
YR
3/
1
黒
褐
色

径
帝
上
綾
杉
状
刻
み
無
文
帯
ヘ
ラ
刻
目
文
と
三
叉
文
彫
込
み

(独
V1
6 
1層

儒
ヤ
十
Fi
.

■
HR
中
華

占
府
式

75
YR
6/
4
に
ぶ
い
橙
色

自
色
粒
砂
池

波
状
回
縁
三
角
彫
去
な
し

77
X4
6Y
16
 
Ⅱ
層

縄
文
土
器
深
鉢

中
期
中
葉

天
イ申
山
式

10
YR
6/
2
天
昔
搭
打

W字
の
変
形
し
た
隆
帯
貼
り
付
け
爪
形
文

て

“

V∩
9 
T層

健
文
土
器
台
付
鉢

後
期
初
頭

岩
嚇
野
式

10
YR
7/
3
こ
ぶ
い
責
橙
色

脚
部
断
面
三
角
形
の
貝I
与
り
付
け
奈
線
支

77
X4
7Y
15
 1
層

隠
支
■
器
台
付
鉢

キ
期
～
絡
期

こ
が
い
黄
橙
色
白
色
粒
透
明
粒
砂
粒
骨
針

脚
部
ナ
デ

殉
X4
8Y
19
 1
層

X5
0Y
16
 R
音
渠

縄
文
土
器
有
孔
鍔
付
土
器

中
期
中
葉

古
府
式

25
YR
76

登
色

白
色
粒
透
明
粒
砂
粒
骨
針

孔
3箇
所
残
存

3R
12
3
`1
04
Y1
09
 1
層

編
す
十
器
注
口
十
器

娑
期
前
華

嘱
之
内
式
併
行

10
YR
4/
1
褐
灰
色

白
色
粒
骨
針

lt
線
支
と
束
J突

餡
SR
12
3
X1
07
Y1
05
 1
層

土
製
品

土
偶

26
11
髪
期

OV
R6
/3

こ
ぶ
い
昔
活
わ
¬
わ
対
携
明
対
め
対
各
針

中
空
,外
面
ナ
デ
と
浅
い
沈
糠
孔
径
3m
m

(1
06
Y1
08
 1
層

土
製
品

円
盤
状
土
製
品

32
08
後
期
前
半

5Y
R6
/4
王
ぶ
い
橙
色
ヨ
色
粒
砂
地

77
X5
1Y
16
 1
層

闇
支
十
器
小
卿
十
器

“

期
終
華
?

こ
ぶ
い
黄
栓
色
白
色
粒
砂
地

ナ
デ

77
X4
7Y
16
 
Ⅱ
層

縄
文
土
器
深
鉢

■
期
末
～
後
期
前
半

75
YR
ν
2
灰
褐

“

回
縁
部
ナ
デ
LR
斜
縄
文

X5
1 
Vl
ら
 T
層

置
寸
十
器
,鉢

後
期
前
葉

前
田
式

10
YR
6/
2
灰
責
褐
色

ヨ
色
粒
砂
疵
骨
針

流
線
支

K4
9Y
ll
 
Ⅱ
層

置
文
土
器
深
鉢

4期
初
函

訛
FF
式
併
行

に
ぶ
い
苦
re
k任
ヨ
色
粒
透
明
粒
砂
粒
骨
針

>字
状
の
連
続
刺
突

77
X5
2Y
23
 
工
層

縄
文
土
器
深
鉢

後
期
前
葉

気
屋
Ia
式

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
袴
色

ヨ
色
粒

4i
1/
・
粒
骨
針

三
角
形
淳
緻
姿

X4
8Y
9 
■
層

儒
す
十
繋
ε
慾

次
期
前
葉

5Y
酪
/4
に
ぶ
い
褐
色

白
色
粒
透
明
粒
骨
針

口
縁
部
に
沈
線
と
円
形
束
J突

77
X4
9Y
18
 
工
層

健
文
土
器
深
銘

換
期
前
葉

気
屋
式

に
パ
�ゝ
給
0

渦
巻
き
状
の
沈
線
文
と
円
形
刺
突

X5
0Y
12
 
工
層

縄
文
土
器
深
鉢

後
期
前
葉

気
屋
式

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
橙
色
ζ
色
燈

沈
線
円
形
列
突
と
R斜
経
支

71
X4
7Y
09
 
Ⅱ
層

翻
支
十
器
突
鉄

期́
前
華

霊
屋
試

灰
黄
褐
色

白
色
粒
砂
粒
骨
針

指
頭
に
よ
る
円
形
凹
み
と
三
角
形
連
続
束
J突

X4
8Y
10
 
工
層

篭
文
上
器
深
鉢

覧
期
前
葉

気
屋
式

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
構
伍

¬
色
粒
誘
明
粒
砂
対

≪
字
の
沈
線
文
と
円
形
刺
突

κ
48
V0
9 
T層

経
寸
十
界

後
期
前
葉

気
屋
式

10
YR
5/
2
灰
責
褐
色

色
色
粒
砂
粒

三
角
形
連
続
刺
突

71
77

X4
9Y
16
 
Ⅱ
層

縄
文
上
器
突
鉢

後
期
前
葉

主
屋
弐

に
ぶ
い
褐
わ

¬
わ
対
砂
粁
吾
斜

沈
線
文
円
形
刺
突

72
77

X4
8Y
17
 
Ⅱ
層

電
文
土
器
浅
鎌

後
期
前
葉

託
屋
式

10
YR
ν
2
灰
責
褐
色

ヨ
角
粒
骨
針

大
波
状
口
縁
沈
線
に
よ
る
区
画
内
を
円
形
連
続
束
J突
す
る
ミ
ガ
キ

73
K4
7Y
16
 
Ⅱ
層

母
笠
十
器

10
YR
6/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
ヨ
色
粒

口
縁
部
ナ
デ
RL
縦
縄
文

雅
名

X5
0Y
21
 
正
層

電
支
土
器
深
鎌

中
期
～
後
期

OY
R6
/3
に
ぶ
い
音
縛
缶

RL
斜
縄
文

κ
45
V1
7 
T層

軽
す
十
器
栗
鉢

中
期
後
葉

串
田
新
式

5Y
R6
/6

橙
色

白
色
粒
砂
粒
骨
針

縦
の
降
帝
と
沈
線

‐
6

7「
K5
1Y
20
 
Ⅱ
層

楓
支
十
器
突
鉄

こ
ぶ
ぃ
楊
t

白
色
粒
砂
粒
骨
針

LR
斜
縄
文
底
部
網
代
庄
痕

X4
8Y
10
 
Ⅱ
層

電
文
土
器
深
鉢

中
期
～
後
期

10
YR
5/
3
に
ぶ
い
責
褐
色
白
色
粒
砂
泣
骨
針

嘆
部
網
代
圧
痕

※
法
量
の
数
値
は
残
存
部
が
少
な
く
計
測
不
能
な
場
合
は
空
欄
と
し
た
。

土
製
品
の
法
量
は
左
か
ら
長
さ
・
幅
・
厚
さ
と
し
た
。
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下
山
新
東
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧

才 ≡
図
遺
物
真 版
写 図

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

釉
色
調

ff
H薬

備
考

口
径
器
高
底
径

SD
l
X4
1Y
9

越
中
瀬
戸
火
入
れ

17
C～
18
C前
半

10
YR
6/
3
に
ぶ
い
音
持
色
75
YR
4/
3

掲
色

鉄
舶

SD
2

越
中
瀬
戸
丸
椀

18
～
19
C

10
YR
6/
4
に
ぶ
い
責
澄
色
75
YR
17
/1

黒
色

鉄
釉

SD
2
X5
0Y
9

越
中
瀬
戸
九
椀

18
´
ヤ
19
C

25
Y6
/1

首
灰
任

N1
5/
0

黒
色

鉄
釉

SD
2

近
世
陶
器
抗

18
C～
19
C中
頃
か

25
Y7
/4

茂
責
色

透
明
釉
産
地
不
明

SD
2

近
世
陶
器
皿

19
C

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
25
Y7
/3

浅
責
色

白
化
粧
土
:1
0Y
R8
/1
灰
白
色

染
付
ワ
5Y
5/
1責
灰
色

地
方
窯
(中
国
地
方
か
)

SD
2

伊
万
里

椀
14

18
C末
葉
～
19
C前
葉
25
GY
8/
1
灰
白
色

25
GY
8/
1
灰
白
色

白
磁
釉
染
付
2 
5P
B3
/6
く
す
ん
だ
青
色

SD
2

伊
万
里

椀
19
C前
葉
～
幕
末
頃
75
Y8
/1
灰
白
色

75
GY
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観察表

第 40表 下山新東遺跡 石製品一覧
挿 図 遺物

写真
遺構 出土地点 種類 石材

法量 (cm宣 )
備考

長さ 幅 厚 さ 煮 ト

石刀か石剣 頁岩

ll製石斧 ガイサイト 面面加工 基書【次捐

ll製石斧 蛇紋岩 (透閃石岩 ) 6` 副片素耕 周緑れΠ王 刃書[矢絹

(102Y108 1層 ll製石介 流紋岩 副片素材 日綴れΠ王 刃書【矢絹

【1∝Y■0 1層 ll製石奪 デイサイト 訓片蒙材 両南れΠ王 共菩【衣指

(107Yl12 1層 汀製石斧 砂岩 却片蒙枡 周縁うΠT刃 言【一菩【次椙

(104Y103 1層 打製石斧 ガイサイト 訓片玄材 周縁れΠT基 書【磨陸繕虐法b刃 聴次指

(105Y105 1層 打製石徐 買岩 謝片蒙材 周縁力ΠT刃 菩L秦華に十ずれ痕夙b共 部矢鵜

打製石斧 安山岩 2` 謝I片家赫 日縁れ,T刃 菩【衣娼

(107Y107 1層 打製石斧 デイサイト 却1片誌材 日縁力H王

(104Y104 1層 打製石斧 流紋岩

(106Y108 1層 磨製石徐 蛇紋岩 (透閃石岩 ) 刃菩【矢 1目

(102Y108 1層 藤製石斧 角閃岩? 刃菩【の IIFf片

(ll14Y106 1層 磨製石斧 蛇紋岩 (透閃石岩 ) 整菩Ь矢 1目

藤製石斧 蛇紋岩 (透閃石岩 ) 疑聴狂娼

107Yl 層 磨製石介 蛇紋岩 (透閃石岩 ) 疑記欠 1目

132

105Y108 層 石能 チャート キ瑞部

105Y105 層 石鏃 チャート 手瑞郎央娼

108Y106 層 石刀か石食J 貢岩 置熱の断片

105Y107 層 石刀か石食J 粘板岩

103Yl10 層 石刀か石剣 買岩

106Yl 層 石 刀 点紋緑泥片岩

102Y110 層 際切石器 砂岩

106Y107 層 垂飾 (来成品 ) 蛇紋岩 (透閃石岩 ) 冬面研 藤痕あめ 片面年剤

107Y106 層 石錘 蛇紋岩 (透閃石岩 )

105Y108 層 鋸歯縁石器 黒曜石

106Y109 層 剥片 鉄石英 (黄玉石 )

106Yl10 層 棄けキ 翡翠

K50Y20  ■層 石鏃 チャート 岳瑞
=[衝
盤副離

K53Y26  工層 石 鏃 チャート 期都友娼

K50Yll   ■層 打製石斧 妙岩 整蒙材 両面力Π下

圧層 打製石斧 陀紋岩 (透閃石岩 | 削片孝材 両面加 T

K45Y13   Ⅱナ冒 打製石密 デイサイト 瓢片孝新 日綴加下 刃誂矢娼

K48Y10  ■層 打製石密 デイサイト 翻片蒙枡 日縁

"Π

下 基都 刃郎欠娼

K45Yll   Ⅱナ詈 打製石斧 砂岩 勲片孝材 日綴加 T基 誂 引鶏矢娼

KttY14  Ⅱ層 尿J片 鉄石英 (責玉石 )

K49Y10  工層 晨Jサキ 鴎瑞

K49Y10  Ⅱ層 密製石奪 屹紋岩 (透閃石岩 ) 蒸認矢損

K52Y21  工層 密製石斧 角閃岩 崇部 矢 鵜

K47Y15  Ⅱ層 喜製石斧 蛇紋岩 泉害【衣指

蓉製石斧未成品 蛇紋岩 (透閃石岩 )

大型削器 砂岩 副片蒙耕 茉器初テ首穆打撃で力Π下

誰石 砂岩

護石 翡翠

trttlllR面

※石材は第Ⅶ章「5 富山県竹ノ内亜遺跡外における石材鑑定」に詳しい。
表中で「蛇紋岩 (透閃石岩 )」 としているものは,従来,蛇紋岩と称してきたものだが,

石材鑑定の結果比重等により透閃石岩と判別されたものである。
ここでは,従来との比較のため「蛇紋岩 (透閃石岩 )」 と表記する。同様に責玉石とし
ているものは,従来,鉄石英と称しているものと同じである。

第 41表 下山新東遺跡 金属製品一覧

挿図 遺物
真

版

写

図
遺構 出土地点 種類 材質

法量 (cm g)
備 考

長さ 幅 厚 さ 重さ

X文 04Yl13 1層 銭 寛永通賓

Xl13Yl16 1層 銭 銅 寛永通費

X99Y105Ⅱ層 銭 銀 旭日竜10銭銀貨

X105Yl10 1層 万日金竜 銅 979



第Ⅵ章 下山新遺跡

1 既往の調査

下山新遺跡は古くから縄文時代の遺物が採集されており,馬坂遺跡と呼ばれていた。早川荘作氏は『越

中史前文化』(昭和 11年刊行)の 中で,愛本新・栃木山遺跡出土遺物とともに下山新遺跡出土遺物を紹

介している注
l。『富山県朝日町下山新遺跡第 1次発掘調査概報』によると,中村奇霙氏による丹念な採集

調査の結果,遺跡の範囲は東西 150m,南北 200mの範囲にわたることが知られていたという。また同

報文中には,昭和 24(1949)年 頃,道路工事中に炉跡が発見されたり,昭和 45(1970)年 の県道舟見入菩

線の拡張工事中に多量の遺物が出上したことなどが触れられている。

昭和 47(1972)年 から昭和 51(1976)年 にかけて,朝 日町教育委員会と富山県教育委員会によって,

ほ場整備事業に先立つ発掘調査が行われた。昭和 47年には遺跡を大きく第 1～第 4地点の 4地区に区

切り,1区画 2m四方として調査が行われた注2。 遺跡の北東部分にあたる第 1地点では石組炉が 5基発

見され,縄文時代中期前葉 (新崎式)の一括遺物が出上している。同様に遺跡の南西部分にあたる第 4

地点では中期後葉 (串田新式)の竪穴住居 1棟が検出されている。翌昭和 48年 には第 4地点の竪穴住

居検出地周辺が調査され,中期中葉 (古府式 )の ピット郡が検出された。また第 3地点 (遺跡の北西部分 )

では,中期中葉の石組炉とこれに重複する竪穴住居が確認されている
注3。

平成 12(2000)年 には,財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所によって,北陸新幹線建

設事業に先立つ包蔵地確認調査が行われた。建設予定地内に計 13本の トレンチを入れて遺構の有無を

確認したが,遺跡の南端部にあたることから竪穴住居などは確認されず,縄文時代と考えられる穴や谷

を確認するに留まった注
4。 この結果を受けて平成 13・ 14(2001・ 2002)年度に,本調査を実施した。

平成 17(2005)年 には,朝 日町教育委員会によって,農免農道新川中部地区整備事業に先立つ発掘調

査が行われた。調査地は,北陸新幹線建設予定地の北側に隣接する。調査地の北西部分から,縄文時代

中期前葉～中葉の石組炉 4基,埋甕 2基などが検出された注5。

2 基本層序

基本層序は,土層中に包合する遺物の年代を基に設定した。A・ B地区を通じて,I層 :耕作土・盛土・

整地層,I層 :縄文時代遺物包含層,Ⅲ層 :無遺物層 (遺構検出面 ),Ⅳ層 :無遺物層とした。

縄文時代遺物包含層であるⅡ層は,褐灰色・灰掲色 。黒褐色を呈する砂混じりの粘土で,比較的固く

しまっている土層である。調査部分によりⅡa層,Ib層 に細分でき,下層は黒色味を帯びて炭化物が

混ざる所もみられる。B地区南西端とA地区北東端においては,後世の削平を受けて残存していない注6。 ま

た A・ B地区の境にある県道舟見・入菩線の周辺は旧地形で微高地になっていたと思われ,こ の範囲で

も五層が残存しない所が多い。縄文時代の遺構は工b層直下から切り込んでいる。調査区内に倒木痕

が多くみられるが,こ れらも同様に工b層直下から切り込んでおり,縄文時代の遺構に切られるものも

認められる。よって,倒木痕の大半は縄文時代遺構形成時期と同時期か,それ以前のものであると考え

られる。Ⅲ層は黒色・黒褐色を呈する粘土質シルトで,無遺物層である。腐葉上が長期間堆積して形成



2 基本序層
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第 135図 下山新遺跡 遺跡範囲・調査位置図 (1:2,000)
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第Ⅵ章 下山新遺跡

第1地点区割図

霰

1～7 第1地点東区出土

第4地点区割図

0

8～15 第4地点1号住居跡出土

第 136図  下山新遺跡 既往の調査 1(遺 構 1:300,遺物 1～ 14 1/10,15 1/5)
富山県教育委員会 1973『富山県朝日町下山新遺跡第 1次発掘調査概報』

富山県教育委員会 1974『富山県朝日町下山新遺跡第 2次発掘調査概報』
から転載 ,再 トレースにあたり,一部改変した。



2 基本序層
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第 137図 下山新遺跡 既往の調査 2(遺 構 1:400,遺物 1/5)
朝日町教育委員会 2006『富山県朝日町柳田遺跡・下山新東遺跡・下山新遺跡発掘調査報告書』から転載 ,

一部改変した。
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3 遺跡・遺物

されたものと考えられ,空気を多く含む軽 くて粒子の細かい土層である。本来であればこの上面が縄文

時代の遺構検出面であるが,Ⅲ層の上質が軟質で安定しないことや,I層 とⅢ層の識別が困難なことか

ら,便宜的にⅣ層近くの色調が褐色を帯びてくる斬移層まで掘 り下げて,遺構の検出を行った。Ⅲ層は

明褐色・責褐色の固くしまった粘土を基調とする。A地区西端からB地区にかけて砂が混ざり,砂質

土となる場所もある。Ⅲ層と同様に無遺物層である。A・ B地区を通じてほぼ全域に大小の礫が多く混

ざっており,A地区中央部や B地区西部の限られた範囲のみ,礫が若干少ない傾向にある。朝日町教育

委員会による発掘調査の報文中,竪穴住居周辺にはほとんど礫がみられないことが記されており注7,こ

のことからも今回の調査地が遺跡の縁辺に位置することが推測できる。調査地の標高は 62～ 64mを

測る。過去の調査事例から,下山新遺跡の中心は,今回の調査地から北西へ 100～ 150m向かった場所の ,

標高 50～ 60mを測る台地上に位置すると考えられる。

3 遺構・遺物

(1)縄文時代

遺構には,谷,土坑,被熱痕がある。谷は A地区で 2条検出している (SR123・ 169)。 いずれも南

東から北西方向へ向かう流路状の浅い落ち込みである。土坑・被熟痕は,主なもので A地区で 12基 ,

B地 区で 11基を検出している。これらは,埋上に焼土を含むもの (SK50・ 52・ 66・ 140。 173・ 193・

201,411)と ,含 ま ない もの (SK19・ 109・ 164,174。 181・ 191・ 203・ 287・ 327・ 329・ 862・ 376・

377・ 386・ 391)に大別できる。焼土を含まない土坑の埋土は,上層で基本層の工層,下層でⅢ層を基調

としており,特にⅢ層には炭化物が多 く混ざる傾向にある。大半は出土遺物を伴わないことから,性格

が不明である。また,埋土に焼土を含む土坑のうち,レ ンズ状の堆積をみせ,中層から下層にかけて焼

上が確認出来たもの (SK52・ 66。 173・ 193)については,被熱痕とした。概して掘 り込んだ様子は顕著

ではなく,上面で焚き火などをしたことによる土色の変化と考えられる。

遺物はコンテナで 37箱出土している。内訳は土器が 10箱 ,石器が 27箱で,大半が遺物包含層から

出土している。縄文土器は破片のみで,全体が復元できるようなものはない。中期前葉から後期のもの

がみられるが,主体は中期にある。石器は,打製石斧,磨製石斧,石鏃,石匙,鋸歯縁石器,ヘラ状石器 ,

削器,石錘,す り石,敲石,砥石,石棒,磨製石斧未成品が出上している。

A谷

123号谷 (SR123,第 142図 ,図版 84)

A地区北東部に位置する。最大幅 1520mを測り,中心に向かって緩やかに深 くなる谷である。検出

面から地山のⅣ層までの深さは 0.55mを 測る。埋土は基本層のⅡb層・Ⅲ層が自然堆積 したものであ

るが,Ⅲ層は全体に厚 く堆積し,Ⅱ b層は若干窪んだ中央部分に薄く堆積する。Ⅲ層上面が本来の検出

面であることを考えると,更に浅い窪地状の自然地形であった可能性が高い。上層 (Ⅱ b層 )か ら縄文

土器の小片が出土している。

169号谷 (SR169,第 142図 ,図版 84)

A地区北東の端部近くに位置する。最大幅 5.85mを 測る緩やかな落ち込みである。検出面から地山

のⅣ層までの深さは 0.17mを 測る。埋土は基本層のⅢ層が自然堆積 したものである。SR123の例から

考えると埋土上層にはIb層 に対応する土層が薄く堆積 していた可能性もあるが,上層は削平されて
いて確認できなかった。遺物は出上していない。
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第Ⅵ章 下山新遺跡

B 土坑・被熱痕

19号土坑 (SK19,第 143図 )

A地区西部南東端に位置する。南側は調査区外にかかるため北側の約半分を検出している。倒木痕

SX18と 重複しており,遺構の検出作業が困難であつたため,検出面が低 く,ユつ平面形が一回り小さ

くなっている。調査区壁の断面において,切 り込み面がⅡb層直下であること,SX18を切 り込んでい

ること,東西の長さが約 32m,検出面からの深さが 054mを測ることを確認している。埋土は黒褐色

粘土質シルトや暗赤褐色粘土質シルトなど5層からなり,炭化物を多く含む。縄文土器の小片が出土し

ている。

50号土坑 (SK50,第 143図 ,図版 85)

A地区西部中央に位置する。長径 2.40m,短径 1.29mの楕円形で深さは 0.19mを 測る。埋土は黒褐色

粘土質シルトを基調とし,北東部分の上層に焼土 (赤褐色粘土)の堆積がみられた。遺構の底面や壁面

には被熱した様子は見られなかったため,別の場所で形成された焼上が SK50内部に堆積したと考えら

れる。埋土全体に炭化物が多く含まれており,こ のうち同定可能な炭化材 3点について樹種同定を行っ

た。いずれもクリであるとの結果を得ている。遺物は出土していない。

52号土坑 (SK52,第 143図 ,図版 85)

A地区西部中央北端に位置する。北側は調査区外にかかるため南部分を検出している。平面形では

東西の長さは 2.83m,調 査区壁までの南北の長さは 3.71mを 測るが,調査区壁の断面において検出面に

おける東西の長さは約 5mを測っており,本来一回り大きな規模であった可能性が高い。切り込み面は

Ⅱb層直下である。埋土は土坑内全域で黒色粘土質シル トを基調としており,北側の一段掘 り窪めら

れた範囲においてのみ,暗赤褐色 。暗赤灰色粘土質シルトの焼土・炭化物層を検出した。埋土全体に炭

化物が含まれており,焚 き火の跡と考えられる。縄文土器の小片が出上している。

66号土坑 (SK66,第 144図 ,図版 85)

A地区西部南西に位置する。南側はトレンチにかかるが,長径 6.48m,短径 2.02mの 長大な楕円形を

呈する。埋土上層は炭化物混じりの黒褐色粘土質シルト,中層は暗赤褐色粘土質シル トを基調とする焼

土がみられた。焼土層は土坑内のほぼ全域に広がつており,焚 き火の跡と考える。出土遺物はない。

109号土坑 (SK109,第 145図 )

A地区西部中央西よりに位置する。長径 4.25m,短径 1.63mの楕円形を呈する。上層には黒褐色,下

層には黒色で粘性の強い粘土質シルトが堆積しており,炭化物を多く含む。このうち同定可能な炭化材

3点について樹種同定を行った。いずれもクリであるとの結果を得ている。遺物は,指頭圧痕の残る焼

成粘土塊と縄文土器の小片が出土している。

140号土坑 (SK140,第 144図 ,図版 85)

A地区東部中央南よりに位置する。長径 330m,短径 108mの精円形を呈する。暗赤灰色 。暗赤褐色

粘土質シルトの焼土層が土坑全域の上層に広がっており,下層に炭化物混じりの赤黒色・黒色粘土質シ

ルトが堆積 している。SK50と 同様に他の場所で形成された焼土が SK140内部に埋められたものと考

えられる。遺物は出土していない。

173号土坑 (SK173,第 145図 )

A地区西部南西に位置する。長さ 0.86～ ■36mの不整形な土坑である。 トレンチの底面で倒木痕

SXl12と 重複 して検出しているため,上面がかなり削平されていると考えられる。土層断面は倒木痕

に類似するが,色調が周囲の遺構と異なり赤色味を帯びることから,被熱痕のひとつとして捉えたい。



3 遺跡・遺物

おそらく,上面で焚き火などをした結果,被熱によりⅣ層の上の色調が変化したものであろう。遺物は

出土していない。

174号土坑 (SK174,第 145図 )

A地区東部南西角に位置する。南側は調査区外にかかるため,北側半分を検出している。調査区壁

の断面において,Ib層 直下から切 り込んでいること,東狽1は近世の溝 SD122に切られていることを

確認している。また,検出した平面形は東西 1.30m,深 さ038mを測るが,切 り込み面における遺構の

幅は約 2m,深 さ0,82mを 測っており,一回り規模が大きい土坑であった可能性が高い。埋土上層は黒

褐色粘土質シル ト,下層は黒色粘土質シルトを基調とし,上面のⅡb層 との境には掲灰色細砂が薄く堆

積する。遺物は出上していない。

181号土坑 (SK181,第 145図 ,図版 85)

A地区東部中央に位置する。直径 066～ 0,73mの 円形の穴で,北西側が一段深く掘 り込まれており,

深さ0.56mを 測る。埋土は炭化物混じりの黒色粘土質シルトの単層である。遺物は出土していない。

191号土坑 (SK191,第 145図 )

A地区東部北東角の SR169西肩に位置する。直径 035～ 0.45m,深 さ0.08mを 測る浅い円形の穴で

ある。埋土は黒色粘土質シルトを基調とし,粒状の炭化物を多く含む。遺物は出土していない。

193号土坑 (SK193,第 145図 ,図版 85)

A地区東部北東角の SR169底面で検出した被熱痕である。長径 1.60m,短径 0.99mの 楕円形を呈し,

深さは 0,35mを 測る。上層には黒色粘土質シル トが堆積 しており,中層から下層にかけて暗赤褐色粘

土質シルトの焼土がみられる。遺物は出上していない。

201号土坑 (SK201,第 146図 )

B地区中央西より北端に位置する。北側は調査区外にかかるため,南側半分を検出している。検出し

た平面形は幅 084mの楕円形を呈し,深さ0.24mを 測る。調査区壁断面において,Ib層直下から切り
込むこと,切 り込み面から底面までの深さは最大 0.28mを 測ることを確認している。埋土は黒褐色粘

質土を基調とし,炭化物と焼土を多く含む。遺物は出上していない。

203号土坑 (SK203,第 146図 )

B地区北東部に位置する。長径 076m,短径 0,41mの 楕円形で,深 さは 0.45mを 測る。断面形は逆三

角形状を呈し,中央部が指鉢状に深 くなる。埋土は黒褐色粘質土を基調とし,底部近くの壁面にはⅣ層

(責褐色砂質土)の混入が見られる。遺物は出上していない。

329号土坑 (SK329,第 146図 ,図版 86)

B地区中央西よりに位置する。直径 lmのややいびつな円形で,深さは 0.27mを 測る。埋土は灰褐色

粘質土を基調とし,中層にしまりの良い黒褐色粘質土が堆積する。遺物は出上していない。

377号土坑 (SK377,第 146図 )

B地区中央北よりに位置する。北側が トレンチにかかるため,南側の一部を検出している。長さは最

大で4.68mを測る大きな半円形を呈する①埋土は灰褐色粘質上の単層で,深さは最も深いところで0.16m

と浅い。縄文土器の小片が出土している。

386号土坑 (SK386,第 146図 ,図版 86)

B地区中央南端に位置する。長径 0.42m,短径 0.35mの 楕円形の穴で,深 さは01lmを測る。埋土は

黒褐色粘質土を基調とし,遺構の上層には戊化物が偏在していた。このうち同定可能な炭化材 3点につ

いて樹種同定を実施し,いずれもクリであるとの結果を得ている。また遺構埋土については,花粉分析
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第Ⅵ章 下山新遺跡

と植物珪酸体の分析を併せて行った。土器等の遺物は出土していない。

411号土坑 (SK411,第 146図 )

B地区西端北よりに位置する。西側が調査区外にかかるため,東側半分を検出している。長さ■7m

の円形になると思われ,深 さは029mを測る。埋土上層に褐色粘質土を基調とする焼上が堆積する。

遺物は出上していない。

C 包含層出土遺物

縄文土器 (第 147・ 148図 ,図版 87～ 89)

1～ 3は 口縁部に蓮華文をもつ深鉢。中期前葉の新崎式に比定される。4～ 23。 25は半裁竹管で器

面を飾る深鉢で,隆帯上に爪形文や綾杉状刻みを施すものもある。中期中葉を中心とするが,12・ 19

は中期前葉に遡る。24は無文で回縁部に突起を持つ。26は手づくねの小型土器。内外面に指頭痕が残

る。27～ 38は浅鉢。器表面に磨きや丁寧なナデを施しているが,36に は特に丁寧な横方向の磨きが残

る。27は口縁部に玉抱き三叉文を彫 り込む。28～ 32は口縁部に半裁竹管文をもつ。27・ 30は中期前

葉,他は中期中葉を中心とする時期である。39～ 43は貝殻腹縁文と沈線文が施されるもので,中期後

葉の串田新式に比定される。44・ 45は断面三角形状の突線文を縦位に貼 り付け,底部に網代圧痕が残る。

同一個体の可能性がある。後期初頭の岩悌野式に比定できる。46は頸部に沈線を持つ深鉢。後期初頭。

47は縄文と沈線で大木式の文様構成を持つ。中期後半。48は沈線文を持つ口縁部小片。前期末か。49

は細かい爪形文を押す口縁部片。新道式か。50は横位に隆起線が 3条みられる浅鉢。内面に丁寧な磨

きが残る。後期初頭 (岩悌野式)に比定される。53～ 66は粗製土器の口縁部。67～ 75は底部片で,胴

部下半に縄文が施される。概ね中期を中心とする時期に収まるものである。

土製品 (第 148図 ,図版 88)

51・ 52は円盤状土製品である。B地区の遺物包含層から出上している。土器片の周囲を打ち欠いて

円形にする。51は半隆起線とヘラの連続刺突文,52に はRL縄文がみられる。

石製品 (第 149～ 157図 ,図版 89～ 97)

76は横型石匙①丁寧な両面加工を施 し,刃部は規則的な押圧剥離で形成する。石材はサヌカイト。

77はヘラ状石器。横長剥片の周囲に直接打撃を加え,素材剥片の縁辺を刃部とする。石材は硬質頁岩。

78は尖頭器の先端部断片。縁辺に押圧剥離がみられる。石材は鉄石英 (黄玉石 )。 79～ 83は削器。剥

片の縁辺部を加工して刃部とするもので,79・ 81～ 83はバルブを直接打撃で除去している。84は剥片

の周縁を加工するもので,礫器とした。砂岩製。85は剥片の縁辺に直接打撃で鋸歯状の刃部を作 り出す。

砂岩製。86は黒曜石の小角礫の縁辺に使用による微細剥離痕がみられる。

87～ 142は打製石斧である。形態は短冊形 52点 ,撥形 2点,分銅形 2点で,短冊形が最も多い構成

である注8。 石材は砂岩が最も多く20点 ,次いでデイサイトが 10点 ,流紋岩が 9点 ,頁岩 4点 ,ホルンフェ

ルス 3点等である。87～ 96は短冊形の打製石斧。基部幅と刃部幅は,殆 ど同じ長さか,若千刃部に向

かって広がっている。側辺部は直線的なものが多いが,96は僅かに内側へ湾曲している。剥片素材で

周縁を加工するものが多いが,90,94は礫を素材として両面を直接打撃により加工している。87～ 89

の刃部表裏には土ずれ痕がみられ,88の基部には摩耗痕が残る。91・ 93は刃部が刃こぼれする。94・

96の側辺部には丁寧な敲打痕がみられる。97～ 100は基部幅よりも刃部幅が長いが,15倍に満たない

もの。短冊形に分類されるが,両側辺が内湾して撥状に近い形状となる。剥片を素材とし,周縁を直接

打撃で加工する。101・ 102は撥形の打製石斧。刃部幅が基部幅の 1.5倍以上あり,全長が最大幅の 2倍

に満たないものである。剥片素材で 101の周縁には加工がみられるが,102は小型のため,剥片の縁辺
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第 149図 下山新遺跡 縄文時代遺物実測図 (76・ 77・ 78 2/3,79～ 86 1/3)
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第Ⅵ章 下山新遺跡

をそのまま刃部とする。101の側辺部には敲打痕がみられる。103・ 104は分銅形の打製石斧。中央部

両側辺を大きく扶 り,上下端を刃部とする。103の狭 り部分には丁寧な敲打痕がみられる。105～ 142

は大きく欠損するもの,調整が簡易で形態が不安定な打製石斧をまとめた。105～ 131は短冊形のもの

で,長方形に近い形状を示すものである。132～ 142も 短冊形に分類されるが基部幅よりも刃部幅が長

くなるもの。いずれも剥片を素材とし,周縁部を直接打撃で加工する。108'111'■ 2・ 138・ 139には

刃部に土ずれ痕がみられる。113の基部は一度欠損したものが再加工されている。114・ 141の側辺に

は丁寧な敲打痕がみられる。120の刃部は刃こばれする。

143～ 159は磨製石斧である。150の刃部表裏には線状の使用痕がみられる。154は小型の完形品で

ある。石材は 143・ 147が凝灰岩他は蛇紋岩 (透閑石岩)である。160は石棒。基部を敲打により整形する。

先端部の破損は,石棒の基部側を手に持つか何らかの固定をした後,突 くような動作をした結果生じた

ことが伺える。161～ 1711よ磨製石斧未成品。石材は 161が結晶片岩,他は全て蛇紋岩 (透閑石岩)である。

161～ 168は原石の両側辺に剥離と敲打を加える。169は表裏に研磨痕がみられる。170は扁平な楕円

形礫の片側辺を敲打し,反射の側辺を研磨する。171に は擦 り切り技法がみられる。172は磨製石斧の

断片に剥離がみられる。磨製石斧への再加工が試みられたものか。173・ 174はすり石。円礫の表裏を

すり面とする。174は周縁を敲石として使用した可能性がある。175'176は敲石。角張る側辺部に敲

打痕が残る。177は砥石。表面と狽1面が砥面として使用される。

(2)近世～近代

A溝

122号溝 (SD122,第 139'158図 ,図版 98)

A地区東部西端を調査区に沿って北流する。現在 A地区の東部と西部の境に農業用水路が通ってい

ることから,ほ場整備以前に使用されていた水路の跡と考えられる。 I層直下から切 り込んでおり,切

り込み面からの深さは最深部で 0.67mを 測る。埋土は黄灰色砂質土を基調とし,黒褐色粘土質シルト

や黒色粘土質シルトが帯状・ブロック状に混入する。下層には黒褐色粘土やグライ化された暗青灰色

粘土が堆積する。本来,幅 2m程度の溝であったと思われるが,調査区南壁の断面からは東から西へ 3

回流路の改変が行われていることがわかり,結果,最大幅は 6.32mを 測る。遺物は縄文土器,越中瀬戸

(180),伊万里 (181)が出上した。180は越中瀬戸の灯明受皿。受け部の短い,浅 く広がった器形である。

体部は回転ナデ,外底面は回転糸切り。口縁部から内全面に鉄釉を施す。18世紀後半～ 19世紀のもの

である。181は銅板型紙刷 りの皿。明治以降のものである。

170号溝 (SD170,第 139。 158図 ,図版 98)

A地区東部東端を北流する。 Ia層直下から切り込んでいることから近代の遺構と考えられる。最

大幅 2.77m,切 り込み面からの深さは最深部で 0.65mを 測る。埋土はレンズ状の堆積を示 しており,

上層は黒褐色砂質土,中層に掲灰色粘質土,下層に灰責褐色砂が堆積する。遺物は,越中瀬戸 (182・

183),肥前 (184),伊万里が出上している。182・ 183は越中瀬戸の小壷。鉄釉が施される。18世紀代

のものである。184は唐津の刷毛目皿である。

B 包含層出土遺物

陶磁器 (第 158図 ,図版 97・ 98)

185～ 203は越中瀬戸である。185～ 189は皿。185のみ内底面に釉止めの段が薄く残るため,17世

紀中頃,他は 17世紀後半～ 18世紀代と考えられる。189は体部外面に段が入る。蓋かと思われたが僅



4 まとめ

かに残る高台内面が無釉であったため,皿とした。19o,191は 向付。いずれも内底面に釉止めの段が残る。

192～ 194は九椀。黒掲色の鉄釉を施すもので,18世紀代。195は天目茶椀。胎土が灰色で黒色粒を含

むため,東黒牧窯の可能性がある。196～ 198は悟鉢。198は内面の卸目が消えるまで使い込んでいる。

199～ 201は壷。肩の張らない器形で 18世紀代のものか。202・ 203は 巨鉢の底部である。外底面に回

転糸切り痕を残す。204は唐津の指鉢。鉄釉を施す。205は瓦器の火鉢。口縁部から垂下する突帯を貼

り付ける。206は伊万里の皿。見込みを蛇の目釉剥ぎし,体部内面に二重格子文を描 く。207は伊万里

の人形①型打成形で頭部に継ぎ目が残る。全面に白磁釉をかける。

石製品 (第 157図 ,図版 97)

178は砥石。石材は流紋岩で,中砥石である。4面が砥面となる。正面の砥面が斜めに反りの入つた

湾曲をみせており,鎌などを研いだものと思われる。中世以降のものである。

金属製品 (第 157図 ,図版 97)

179は煙管の雁首。脂返しが大きく湾曲して火皿にとりつくもので,火皿と首部の接合部に補強帯は

みられない。18世紀前半のものである。

まとめ

下山新遺跡では,縄文時代と近世～近代の遺構を検出した。縄文時代の遺構としては,谷,土坑,被

熱痕を検出するにとどまった。谷は自然地形の浅いもので,遺物の出土も少ない。土坑についても大半

は共伴遺物がなく,性格が不明である。包含層から出土した遺物の分布も特定地域に偏ることなく調査

区全域に散見される。遺跡の中心は,過去の調査で中期中葉～後葉の竪穴住居が確認されている北西部

にあったと思われ,今回の調査区は遺跡の縁辺部の様相を呈している。今回の調査では,埋上に焼上が

認められる土坑 4基,レ ンズ状の堆積がみられる被熱痕 4基が確認でき,焚き火の可能性に触れられる

遺構である。自然科学分析の結果,土坑埋上に含まれていた災化材はいずれもクリであり,ササ属の茎

葉も燃料として使用されていたことが判った注9。 縄文時代の集落縁辺部における土地活用の一例とし

て捉えたい。近世～近代の遺構としては溝がある。調査区内からは,17世紀後半以降,18世紀代の陶

磁器が出土しており,この頃から付近が開発され始めたと考えられる。 (朝田亜紀子 )

注

注 1 早川荘作 1936『越中史前文化』
注2 富山県教育委員会 1973『富山県朝日町下山新遺跡第 1次発掘調査慨報』
注3 富山県教育委員会 1974『富山県朝日町下山新遺跡第 2次発掘調査概報』
注4 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所 2001『北陸新幹線関係埋蔵文化財包蔵地調査報告 (2)竹 ノ内Ⅱ遺跡
柳田遺跡 井ノロ城跡 下山新東遺跡下山新遺跡』

注5 朝日町教育委員会 2006『富山県朝日町柳田遺跡 下山新東遺跡 下山新遺跡 発掘調査報告書』
注6 第138図の上層柱状図①で示した試掘位置については,平成 13(2001)年 10月 9日 に財団法人富山県文化振興財国埋蔵文化
財調査事務所が調査したものである。トレンチを入れた結果,耕作上の直下がⅣ層となっており,遺物も出上しなかったこと

から,B地区西側から段丘崖の範囲については,本調査の必要なしと判断した。
注7注 5に 同じ
注8 打製石斧の形態分類は,鈴木次郎「3石器Ⅱ打製石斧」『縄文文化の研究 第 7巻 道具と技術』|こ拠った。
注 9 第Ⅶ章自然科学分析「6 下山新遺跡における自然科学分析Jに詳しい。
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観察表

第 42表 下山新遺跡 縄文時代 谷一覧

遺構 旧遺構番号
規模 (m)

出土遺物 挿図 写真図版
幅 深さ

SR123 AもR123 1351-1520 055 縄文土器

SR169 A SR169 423-585 017 142

第 43表 下山新遺跡 縄文時代 土坑・被熱痕一覧

遺構 旧遺構番号 遺構種類 平面形
規模(m)

出土遺物 特 記 挿図 写真図版
長さ 幅 深さ

SK19 A SK19 土坑 楕円 (137) (0951 054 縄文土器 >SX18
SK50 A―SK50 土坑 桔 円 24f 12, 炭化材樹種同定 (クリ)

SK52 A―SK52 被熱痕 楕 円 (371 28こ 020-060 蠅文土器
SK66 A―SK66 被熱痕 不整 648 (202 012-045
SK109 A―SK109 土坑 楕円 425 048 縄文土器.焼成粘土塊 炭化材樹種同定 (クリ)

SK140 A―SK140 土坑 不整 330 016^ン023

SK164 AもK164 土坑 円 03だ 022
SK ASK173 被熱痕 不 率 017 >SXl12

SK 74 AもK174 土坑 円 (13① (082 <SD122
SK ASK181 土坑 円

SK AもK191 土坑 円 (045 03[ 埋 土 に淀化物 を合 む

SK AもK193 被熱痕 楕 円 くSR169
SK201 BもK01 土坑 円 (077 024
SK203 BもK03 土坑 楕円 076 041
SK287 B―SK87 土坑 円

SK327 B SK127 土坑 精 円

SK329 B SK129 土坑 [R女 J 027

SK362 B‐SK162 土坑 惰 円 05] 02J

SK376 B‐SK176 土坊 楕円 (078) 健文土器

SK377 B‐SK177 土坑 僑 円 (H5 016 健文土器

SK386 B―SK186 土坑 楕円 042 03[ 炭化材樹種同定 (クリ),
花粉分析 植物産酸体分析

SK39X B‐SK191 土坑 楕 円 058

SK411 B‐SK211 十坊 円 029

規模の ( )付数値は切り合いなどによる現存長を示す。

第 44表 下山新遺跡 縄文時代 倒木痕一覧

遺構 旧遺構番号 出土地点 平面形
規模 (m)

出土遺物 特記事項
長さ 幅 深 さ

爵X2 ASX2 K82～85Y83^ヤ 85 不 整形 (536 (381 076 編文 土器

SX3 ASX3 χR3～R7Y79～ Rク 木 滋 杉 (1000 打製石斧

S受(6 A‐SX 6 X75´-7AY79-Rタ 木 態 彰 (7R∩ |

`R4民

| 縄支土器

SX18 A SX18 て7∩～ 7ク たヽR卜～ 木 愁 彰 (265

`夕

101 ∩AR <SK19
SX21 A‐SX21 X72^-73Y77-78 示啓形 045 綴 す 十繋

RX∩7 A SX37 X67-69Y72-75 不愁 杉 1047 (rD 421 075 紹す 十器

RXR9 A_RXn9 X71～ 75Y74～ 77 小啓形 696 045 絹支 十器

GXБ4 A_SX54 X71～ 72Y59～ 60 下整形 370 065 打製石斧

爵X6] A_SX61 X67～ 68Y68～ 69 不整形 (306 (290) 048 <SK62
SX79 A‐SX79 X64～ 66V62～ 64 不愁 形 47∩ (385 縄支土器

SXl12 A SXl上 2 X58-61Y59´一f11 本 遂 彰 (570 (5クRI 底面で被熱痕跡(SK173)を 確認

SX141 A―SX141 X81-90Y87～91 不啓形 19白4 ROら ∩72 紹 甘 十繋

ミXク97 B SX97 X44-46Y86～37 惰 円 356 233 0ら7 組す 十器

RXR60 B SX160 X36～ 39Y19～ 24 不 整 形 1081 080 絹支 十器

RX3R「D R_SXlRら X37-38Y30～31 不 整 形 349 070 縄支 ■器

BX393 B_SX198 X4RV畏 5～力A 隋円 (200 (158) 縄文土器 <SK201
SX394 B_SX194 X57～ 5RV44～ 4ハ 示啓 形 (A∩ fJ 縄文土器 SK395と 重複 新旧関係不明

SX395 B―SX195 X56-57Y46-47 六 遂 彰 17ク SK394と 重複 新旧関係不明

SX398 B‐SX198 X47-48Y36-39 示啓形 (374】 623 縄文土器

規模の ( )付数値は切り合いなどによる現存長を示す。
平面形のみ確認したものは、深さを空欄とした。

第 45表 下山新遺跡 近世～近代 溝一覧

遺構 旧遺構番号
規模(m)

出土遺物 特 記 挿図 写真図版
幅 深 さ

SD122 A SD122 410′-632 067 縄文土器,越中瀬戸、伊万里 用水跡

SD170 A SD170 147´ヤ277 065 越中瀬戸 肥前 伊万里

2b2
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と
沈
線
文

哭
鉄

前
rq
夫
'

笑
羽
状
汁
線

(8
0Y
78
 1
層

籠
支
十
器

中
rt
H前
華

匠
責
褐
缶

白
任
対
砂
対

X7
5Y
64
 
■
層

篠
す
十
器

虐
鍬

10
YR
ク
2
灰
苦
13
わ

践
3条
隆
起
線

X5
5Y
38
 1
層

土
製
品

円
盤
状
土

製
品

32
中
期
中
葉

YR
6/
6

橙
色

白
色
粒

半
隆
起
線
上
を
ヘ
ラ
連
続
刻
み

X4
5Y
20
 
工
層

土
製
品

円
盤
状
土

製
品

43
中
期

75
YR
6/
4
に
ぶ
い
橙
色

白
色
粒
透
明
粒
砂
粒

RL
縦
縄
文

X5
1Y
34
 
Ⅱ
層

縄
文
土
器

深
鉢

中
期

10
YR
73

に
ぶ
い
黄
栓
色

白
色
粒
透
明
粒
砂
粒

骨
針

口
縁
部
ナ
デ
,L
R斜
縄
文

K4
7Y
24
 
工
層

紹
支
十
器

漢
慾

購
住

□
縁
部
半
翡
竹
答
抑
I弓
煮
IP
斜
縄
寸

X3
2Y
41
 
■
層

紹
す
十
器

濃
鍬

75
YR
7/
3

有
わ
対
砂
対

口
縁
部
外
面
半
裁
竹
管
押
し
引
き
内
面
洗
線
LR
斜
駕
支

88
κ
75
V6
9 
T層

編
寸
十
緊

灰
掲
符

κ
69
V7
5 
T層

中
期

口
縁
部
ナ
デ
LR
斜
編
支

X4
5Y
22
 
Ⅱ
層

縄
文
土
器

深
鉢

中
期

10
YR
6/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

白
色
粒
透
明
粒
砂
粒

雲
母
骨
針

口
縁
部
ナ
デ
RL
斜
縄
文

X6
3Y
60
 
Ⅱ
層

縄
文
土
器

深
鉢

中
期

10
YR
4r
/2

灰
黄
掲
色

白
色
粒
透
明
粒
砂
粒

骨
針

LR
斜
縄
文

lI
IM
支
土
器

突
鉢

→
期

R斜
紹
ヤ

K6
4Y
69
 1
)冒

編
笠
十
器

10
YR
6/
/4

し
R斜
縄
文

K6
2V
6「
D 
T層

纏
ヤ
十
器

白
Ⅲ
対
務
明
対
骨
糾

口
縁
部
ナ
デ
R酬
縄
文

X7
0Y
77

縄
文
土
器

深
鉢

中
期

10
YR
5/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色

白
色
粒
透
明
粒
雲
母

骨
針

口
縁
部
ナ
デ
.縄
文
と
の
境
に
横
沈
様
LR
斜
縄
文

4m
6

中
期

回
縁
部
ナ
デ
RL
縦
組
支

白
色
粒
砂
赳

日
綴
部
ナ
デ
ロ
唇
菩
[に
浅
い
結
汁
繰

浜
鉄

占
角
粒
砂
粒

88
X8
2Y
80
 
Ⅱ
層

縄
文
土
器

深
鉢

中
期

F5
YR
6/
6
橙
色

白
色
粒
透
明
粒
砂
粒

骨
針

LR
斜
縄
文

�
6Y
33
 
■
層

縄
文
土
器

深
鎌

中
期

10
YR
6/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

白
色
粒
透
明
粒
砂
粒

骨
針

表
面
摩
減

X4
0V
26
 T
層

個
ヤ
十
暴

未
褐
れ

白

“

対
秒
対

RL
斜
縄
文

70
Xお
OV
57
 T
膚

中
期

RL
斜
縄
支

Rし
縦
紹
支

″
89

X6
6Y
66
 
Ⅱ
層

縄
文
土
器

深
鉢

中
期
～
後
期

75
YR
ν
4
に
ぶ
い
橙
色

自
色
粒
透
明
粒
砂
粒

骨
針

RL
縦
縄
文

X3
5Y
22
 
Ⅱ
層

騒
支
十
器

旋
鉄

白

“

紺
秒
対

RI
絆
編
ヤ

X6
2Y
64
 1
層

縄
文
土
器

深
鎌

中
期
～
後
期

10
YR
6/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

自
色
粒
透
明
粒
砂
粒

骨
針

RL
縦
縄
文

75
XЮ
Y7
5 
1層

縄
文
土
器

深
鉢

中
期
～
後
期

5Y
R6
/6

橙
色

白
色
粒
透
明
粒
砂
粒

骨
針

RL
縦
縄
文

法
量
の
数
値
は
残
存
部
が
少
な
く
計
測
不
能
な
場
合
は
空
欄
と
し
た
。

土
製
品
の
法
量
は
左
か
ら
長
さ
・
幅
・
厚
さ
と
し
た
。
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遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧

挿
図
遺
物
写
真
図
版
遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

釉
色
調

釉
薬

備
考

口
径
器
高
底
径

98
RD
12
2
X6
7Y
87

越
中
瀬
戸

『

明
与
Ⅲ

lR
全
絡
工
ζ
～
10
∩

25
Y8
/3
淡
責
色

10
RR
/1

嘗
ホ
灰
魯

?そ
メ
由

SD
12
2
X8
3Y
89

近
世
磁
器
皿

明
治
以
降

25
GY
8/
1
灰
白
色

25
GY
8/
1
灰
白
色

白
磁
釉
染
付
5P
B7
8青
色
,二
次
被
熱

SD
17
0

越
中
瀬
戸
重

18
C

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
責
橙
色
5Y
R4
/1

褐
灰
色

2(
界
由

18
3
SD
17
0

越
中
瀬
戸

霊
18
C

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色
5Y
R3
/1

黒
褐
色

α々
〆由

18
4
SD
17
0

唐
津

皿
21
0

18
C

10
YR
5/
3
に
ぶ
い
責
褐
色

彰
二
卿
ロ
メ
由
用
J=
を
目

不
明

越
中
瀬
戸
丸
皿

17
C中
頃

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色
25
Y8
/2

灰
白
色

ν
〔
メ
白

X4
8Y
27
 1
層

越
中
瀬
戸
丸
皿

17
C後
半
～
18
C

75
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色
5Y
6/
2

灰
オ
リ
ー
ブ
色

灰
釉

X4
6Y
3孔
 
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸
九
皿

17
C後
半
～
18
C前
半
10
YR
7/
4
に
ぶ
い
責
橙
色
75
YR
3/
1
黒
褐
色

鉄
釉

X9
2Y
ll
l 
I層

越
中
瀬
戸
丸
皿

18
C

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
色
25
Y5
/3

黄
掲
色

灰
釉

X6
8Y
76
 1
～
I層

越
中
瀬
戸
丸
皿

18
～
19
C

10
YR
5/
1
褐
灰
色

75
YR
3/
4

75
YR
17
/1
暗
褐
色

黒
色

鉄
界由
体
部
外
面
に
稜
が
入
る

X8
8・
89
Y9
5 
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸
向
付

10
2

17
C後
半
～
18
C

10
YR
5/
2
灰
責
掲
色

5Y
R3
/2

暗
赤
褐
色

挨
鶏

X4
9Y
31
 1
層

越
中
瀬
戸
向
付

17
C中
頃

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
色
75
YR
4/
3
掲
色

鉄
釉

X7
2Y
82

越
中
瀬
戸
丸
`椀

18
C

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
黄
橙
色
75
YR
2/
1

黒
色

鋤

X7
8Y
76
 1
～
Ⅱ
層
越
中
瀬
戸
丸
」椀

18
C

25
Y7
/2

灰
音
i

10
YR
17
/ユ

黒
色

鉄
釉

X5
9Y
62

越
中
瀬
戸
丸
椀

18
C

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
色
10
YR
3/
1
黒
掲
色

鉄
釉

Xl
16
Yl
13
 
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸
天
目
茶
椀

17
Cか

10
YR
5/
1
褐
灰
色

75
YR
3/
3

N1
5/
0

暗
褐
色

黒
色

αた
メ由
東
黒
牧
窯
(文
珠
寺
稗
田
窯
)か

X7
4Y
73
 1
～
I層

越
中
瀬
戸
悟
鉢

17
2

18
C

5Y
R7
/3
に
ぶ
い
橙
色
75
YR
5/
2
灰
褐
色

錆
釉

X6
2Y
65
 
Ⅱ

'雷

越
中
瀬
戸
悟
鉢

23
5

17
C中
頃
～
後
半

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
色
75
YR
3/
4
暗
褐
色

錆
釉

X4
6Y
35
 
Ⅱ
層

繊
中
瀬
戸
悟
鉢

18
C

10
YR
8/
3
浅
萱
袴
色
25
YR
4/
2
灰
赤
色

錆
釉

X9
0Y
10
7 
1層

越
中
瀬
戸
一 霊

l■
7

18
C

5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色
5Y
R3
/1

黒
掲
色

錆
TI
H

20
0

X7
6Y
80
 
Ⅱ
層

越
中
頑
戸

望
18
C

75
YR
6/
3
に
ぶ
い
褐
色
5Y
R4
/2

灰
褐
色

餅毒
平由

20
1

X7
3Y
81
 1
"雪

越
中
瀬
戸

18
C

10
YR
6/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
75
YR
3/
1
黒
褐
色

3言
界
由

X5
0Y
35
 
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸
厘
鉢

18
C

10
YR
5/
2
灰
黄
掲
色
75
YR
4/
2
灰
褐
色

a青
メ
由

X6
8Y
77
 1
)署

越
中
瀬
戸
匝
鉢

18
C

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
色
5Y
R2
/2

黒
褐
色

鉄
釉

X7
4Y
78
 1
～
Ⅱ
層

唐
津

IB
T鉢

25
6

25
YR
5/
6
明
赤
褐
色

5Y
R4
/3

に
ぶ
い
赤
褐
色
鉄
釉

X6
9Y
78
 1
～
I層

瓦
器

火
鉢

25
Y6
/3
に
ぶ
い
責
色

黒
変

X9
6Y
81
 
Ⅱ
層

伊
万
里

皿
18
C後
半

5G
Y8
/1
灰
白
色

5G
Y8
/1

灰
白
色

白
磁
罪
由
染
付
10
G5
/1
緑
灰
色
,蛇
の
目

釉
剥
ぎ
,二
重
格
子
文

20
7

X7
3Y
81
 1
～
Ⅱ
層
伊
万
里

人
形

N8
/0

灰
白
任

N8
/0

灰
白
色

白
磁
釉

削 萬 冊 　 ヨ Ｅ 導 跡 堺
嗚 も 鯨



観察表

第 48表 下山新遺跡 石製品一覧 (1)
!車図 遺物

写真
遺構 出土地点 種類

法量 (cn g
石材 特徴

長 さ 悔 厚 さ 董さ

149

ナヌカイト 亙面加工 刃部は押序景‖離

X63Y58 工層 ヘラ】丈石器 臣管百岩

鉄石英 (責玉石 ) 削片玄材 菅繕打墜で成形 刃書【は抑 F剥離
7 旨‖碧 目碧 ミJ片素材 打瘤を直接打墜で除去

X81Y82 工層 宵!1器 充紋岩

κ37V17 T層 設J片素材 打瘤を直接打撃で除去

K70Y75 Ⅱ層 旨‖器 膏岩

砂岩 剤I片素材 首欅打盤で刃都形成

K39Y22 トレンチ 整器

X74Y72 Ⅱ層 鴻歯縁石器 3887 砂岩

8( X44V23 π層 里曜 猜 縁辺に微細景J離痕あり黒曜1 諏訪星ヶ台辞藤

19Э

K80Y79 Ⅱ層
「
梨石李 疑灰岩

売紋岩 勲1片素材 日緑加工 刃部に■ずれ痕 崇都に産薙痕あり

K71Y81 Ⅱ層 FT理有密 砂岩

2270 流紋岩 整素材 両面力H工 業報文捐

K39V15 T層 院紺井イ携閃府井 )

K44Y26 Ⅱ層 肝製石介 疑灰岩 勲片家 材 国 縁 背ΠT

剤片素材 周縁加工 刃部に刃こlF/L痕あり

K49Y41 ■層 肝梨石斧 貯縦岩イ携閃病砦 )

6 買岩 両面加工

κ64V67 T層 汗製 病 奪 目岩

汀製石斧 剤片芸材 日緑力ΠT
91 景J片芸材 周縁ガロエ

K51Y34 Ⅱ層 イ製石作 流紋岩 剤1片孝 材 同巖 力HT

葺岩 剤1片素材 周緩力D工

イ禦有弁 経灰岩

■製石徐 2 469 砂岩 訂片蒙材 周綴力HT
9r K72V82 π層 砂井

K67Y71 工層 イ製石斧 砂岩

152

勲1片素材 周緑加工

K36Y18 Ⅱ層 イ製斎律 イサイト

デイサイト 期片素材 両面力H工

1∈ (68～ 79V69～ 76 T層 打製 万 徐

丁製石奪 デイサイト 副片蒙耕 日縁力Π下 引報矢娼

T層 剥片素材 周縁加工 刃部欠損

望♂r39 1層 下製石斧 イサイト

少岩 副片素材 周縁労D工 刃認来に十ずれ痣あめ

K73Y66 T層 下禦肩律

丁製石斧 110 ♭培

て65757 ■層 ヌJ片素1/1周 縁加工

(53Y41 Ⅱ層 T梨石作 砂岩 謝片才 材 日 緩 れΠイ 引 菩【友 娼

］石 剖片素材 周縁加工 刃部次鵜

(84Y81 Ⅱ層 T禦布舎 πプライト

ひ岩 謝片素枡 日繰 inI来 吉【次鵜
(鶴Y76 1～ π層 軒梨 府 姿 結晶片井

(49Y31 Ⅱ層 打製石斧 砂岩 訓片蓋所 国緑

"Π

下

(55V41 T層 lT製 バ 律 粛J片素材 周縁加工 刃部欠捐

(44Y19 1層 lTTIl石 徐 デイサイト 謝1片才 材 同緑 れΠT

流紋岩 罰縁加工 永部矢絹

(47Y33 1層 宮梨バ律 砂岩

21 1293 デイサイト 訓片孝材 周繰れΠT
127 9〔 (56Y57 T層

「

製病谷 粛!片素材 周縁加工 刃部欠損

望3Y26 工層 打製石斧 デイサイト 訓片 蒙 材 片狙‖緑 力HT刃 吉ほ衣 掲

剥片素材 片狽1縁加工 来都欠捐

ll製 石傘 砂岩

流紋岩 剥片素材 周縁加工 崇帯【刃都矢損

(64Y67 ■層 FT禦石密 砂碧

5T hlo3 Ⅱ層 打製石奪 93 21 1554 流紋岩 剥片素材 周綴力ΠT
(91Y107 工層 古梨石密 砂岩

流紋岩 創片蒙材 日縁力Π王 刃郎矢鵜

砂碧 則片素材 周縁方Π工 基部欠損

打製石徐 7 流紋岩 剥片該材 日縁

"Π

下 表都矢娼

「
層 則片素材 周縁加工 刃部表墓に土ずれ痕あり業部欠椙

(51Y38 Ⅱ層 打製石斧 砂岩

砂岩 訓片素材 日縁加工 業部久捐

(38Y20 Ⅱ層 庁tAl万密 f1/N岩

4042 砂岩 訓片芸材 日緑 )Π工 共菩L次轄

(55Y40 T層 茎嚇 密 轟灰岩 D部久損

密製石斧 62 3328 蛇紋岩(透閃石岩 ) 慕吉【引言【衣椙

lP紺 岩r務関斎井 基部 刃都夫損

(72Y79 工層 密製石斧 屹紋岩

`擁

閃石岩 ) 基喜ほ衣 娼

疑灰岩 基都欠鵜

(74Y79 Ⅱ層 lP紋 岩防 閃病岩 )

2392 蛇紋岩イ透閃石岩 ) 刃都次損

(58Y58 1層 虚純岩

`携

閃右岩 刃部表裏に使用痕あり基部久損

密製石徐 2 57 873 蛇紋岩
`透

閃石岩 ) 慕都矢娼

(‐3VA4 T層 虚紋岩
`携

関万井 基都欠損

(68Y73 工層 秦製石斧 屹紋岩

`透

閃石岩 ) 基喜ほ衣 娼

`解

VAn T層 蛇紋岩(透閃石岩 ) 年形

(60Y58 1層 斉製石密 虚紋岩

`擁

閃石岩 )

蛇紋岩

`透

閃石岩 ) 基苦【刃都矢損

(61Y65 工層 JIt縦岩イ携閃石岩)
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第 48表 下山新遺跡 石製品一覧 (2)
挿図 遺物

真
肺
写
同 遺構 出土地点 種類

浅最 (clnゼ )
石材 特徴

155

丘縦岩イ擁閃石岩 ) 河鶏矢増

91 κttRVRS T層 聾製石律 屹紋岩(透閃石岩 ) 汀部の断片

霊泥片磐

156

暮製府姿 夫虚品 鮨晶片岩 整の半面を直接打聾で加工

1& 91 KttY36 工層 督製石斧 夫茂品 t紺岩イ務閃万岩う

磐製万密
`夫

虚品 席縦岩イ養閃石岩 ) 高平繰 の日開″育を打盤で加工

1骸 κ79V76 T層 聾製石斧 夫戒品 陀紋岩

`透

閃石岩 )

lt繊岩イ榜閃右岩) 言平碑の両氾I初 ″菅滲打盤でれH丁

κ■RV4A トレンチ 盤製有姿 夫読品 陀縦岩(透閃石岩 )

15 9( K42Y22 1～Ⅱ層 膀紺碧 r務 関病岩 離の 同 開茅菅 繕 打 磐 で加 T

さ製万密
`夫

成品 随縦岩

`擁

閃石岩 )

91 κ73Y81 r～丁層 藩製石斧 未成品 7 634 陸紺 井 イ務 閑 店 岩

脇繊井 r擁閑石岩 )

κROV7R T層 養製有得 (来成品 魃紋岩(透閃石岩 ) EI面に擦切痕あり

防紺岩 r楊閃本井 基鯉 石 密 断 片の 同 開 ″漕 修 打 撃
‐
●・ JIHT

子b病 多山岩 喜墓に産経痕あり

1″ 91 ゝ

“

9Y76 工層 すり石 11 985C

爺純岩 剛初に講打泊ゑり

91 κ37V27 T層 640f 兇緑岩 rtl辺に蔵打痕 篠漢あり

砂岩 Jtttl■寿>伯「面の力雨

κ4AV2R I層 五万 荒艇岩 砥面は表墓と両側面の4面

※石材は第Ⅶ章「5 富山県竹ノ内Ⅱ遺跡外における石材鑑定」に詳しい。
表中で「蛇紋岩 (透閃石岩 )」 としているものは,従来,蛇紋岩と称してきたものだが,

石材鑑定の結果比重等により透閃石岩と判別されたものである。
ここでは,従来との比較のため「蛇紋岩 (透閃石岩 )」 と表記する。同様に黄玉石とし
ているものは,従来,鉄石英と称しているものと同じである。

第 49表 下山新遺跡 金属製品一覧

挿図 遺物 写真図版 遺構 出土地点 種類 材質
法量(cmf)

長さ 幅 )享さ 重さ

X75Y691～Ⅱ層 煙管 銅
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竹ノ内Ⅱ遺跡・柳田遺跡・下山新東遺跡・下山新遺跡では,遺物整理期間 (平成 19。 20年度)に 自

然科学分析を行い,広い分野からの追跡の理解を深めることに努めた。

平成 19年度は,下山新遺跡を対象に実施した。下山新遺跡では縄文時代中期～後期の焚き火跡と考

えられる土坑を検出しており,遺構の性格及び,当時の周辺環境や植生を検討することを目的とし,樹

種同定 (炭化材同定),種実同定,花粉分析,植物珪酸体分析を行った。

平成 20年度は,竹ノ内Ⅱ遺跡を対象とした樹種同定,種実同定,炭化米DNA分 析,漆塗膜分析,炭
化材放射性炭素年代測定と,竹ノ内Ⅱ遺跡外 3遺跡を対象とした石材鑑定,黒曜石産地推定を行った。

竹ノ内Ⅱ遺跡では 12世紀後半～ 15世紀にかけての集落跡を検出したA地区の遺構出土植物遺体を試

料とし,当時の木材利用ならびに植物栽培及び利用状況を検討することを目的とした。また,柱根とみ

られる炭化材を試料とし,掘立柱建物の時期を検討するために放射性炭素年代測定を実施した。漆塗

膜分析は S E 600出 上の漆器 2点について,漆器の材料と塗装工程の情報を得るために実施した。石

材鑑定は4遺跡出上の石製品について,当時の石材利用を検討することを目的として行い,こ のうち柳

田遺跡・下山新東遺跡・下山新遺跡出上の黒曜石 26点について黒曜石産地推定を併せて行った。

各分析の種類,封象,分析者等は以下に一覧表で示す。

分析種類 分析名 分析者名 分析年度 対象

樹種同定

下山新遺跡における自然科学分析

(株 )古環境研究所

平成19年度 下山新遺跡 炭化材9点

竹ノ内Ⅱ遺跡における自然科学分析 平成20年度 竹ノ内I遺跡

炭化材 12点

漆器1点

下駄1薫

種実同定
下山新遺跡における自然科学分析 平成19年度 下山新遺跡 土坑 (焚き火跡)埋土

竹ノ内I遺跡における自然科学分析 平成20年度 竹ノ内I遺跡 種子17式

花粉分析
下山新遺跡における自然科学分析

平成 19年度 下山新遺跡 土坑 (焚き火跡 )埋土

植物珪酸体分析 平成 19年度 下山新遺跡 土坑 (焚き火跡)埋土

炭化米DNA分析 竹ノ内I遺跡における自然科学分析 平成20年度 竹ノ内I遺跡 炭化米12粒

漆塗膜分析 竹ノ内Ⅱ遺跡出土漆器の科学分析
漆器文化財科学研究所
四柳嘉章

平成20年度 竹ノ内Ⅱ遺跡 漆器 2点

放射性炭素年代測定 竹ノ内I遺跡出土遺物の放射性炭素年代測定 (株)加速器研究所 平成20年度 竹ノ内Ⅱ遺跡 炭化材 (柱根 )3点

石材鑑定 竹ノ内Ⅱ遺跡における自然科学分析

(株)古環境研究所

平成20年度

竹ノ内Ⅱ遺跡

柳田遺跡

下山新東遺跡

下山新遺跡

石製品509点

黒曜石産地推定 竹ノ内I遺跡における自然科学分析 平成20年度

柳田遺跡

下山新東遺跡

下山新遺跡

黒曜石26点

第 50表  自然科学分析一覧
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株式会社 古環境研究所

I.樹種 同定

1.は じめに

木材はセルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり,解剖学的形質から,概ね属レベルの同定が

可能である。木材は,花粉等の微化石に比べて移動性が少ないことから,比較的近隣の森林植生の推定

が可能であり,遺跡から出土したものについては,木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2.試料

試料は,竹ノ内H遺跡より出上した木材 2′点(漆器椀,下駄 )と 炭化材 12点の計 14点である。なお

災化材については,同 じ番号の試料に複数の樹種が存在したものは,各々枝番号を付けて区別した。

3.方法

試料のうち木材は,カ ミソリを用いて試料の新鮮な横断面 (本国と同義),放射断面 (柾 目と同義 ),

接線断面 (板 目と同義)の基本三断面の切片を作製し,生物顕微鏡によって40～ 1000倍 で観察した。

また,炭化材については,試料を割折して新鮮な横断面 (木口と同義),放射断面 (柾 目と同義),接線

断面 (板 目と同義)の基本三断面の切片を作製し,落射顕微鏡によって50～ 1000倍で観察した。同定は,

解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

4.結果

表 1に結果を示し,主要分類群の顕微鏡写真を図版に示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

スギ Cttpど閉θガaヵ伽′∽2つora スギ科 図版 1
仮道管,樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はやや急で,晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁子しは典型的なスギ型で,1分野に2個存在するものがほとんどである。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で,10細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よリスギに同定される。スギは本州,四国,九州,屋久島に分布する。日本特産の常緑高

木で,高さ40m,径 2mに達する。材は軽軟であるが強靭で,広 く用いられる。

クリ Osttnea cren2働 acb.θどんca ブナ科 図版 2
横断面 :年輪のはじめに大型の道管が,数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が,火炎状に配

列する。早材から晩材にかけて,道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よリクリに同定される。クリは北海道の西南部,本州,四国,九州に分布する。落葉の高
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木で,通常高さ20m,径 40cmぐ らいであるが,大きいものは高さ30m,径 2mに達する。耐朽性が強く,

水湿によく耐え,保存性の極めて高い材で,現在では建築,家具,器具,土木,船舶,彫刻,薪え,椎茸ほ

だ木など広 く用いられる。

ブナ属 Fagvs ブナ科 図版 3・ 4

横断面 :小型でやや角張った道管が,単独あるいは 2～ 3個複合して密に散在する散孔材である。早材

から晩材にかけて,道管の径は緩やかに減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔および階段穿孔である。放射組織はほとんど平伏細胞からなるが,と き

に上下端のみ方形細胞が見られる。

接線断面 :放射組織はまれに上下端のみ方形細胞が見られるがほとんどが同性放射組織型で,単列のも

の,2～数列のもの,大型の広放射組織のものがある。

以上の形質よリブナ属に同定される。ブナ属には,ブナ,イ ヌブナがあり,北海道南部,本州,四国,

九州に分布する。落葉の高木で,通常高さ20～ 25m,径 60～ 70cmぐ らいであるが,大きいものは高

さ35m,径 1.5m以上に達する。材は堅硬かつ緻密で靱性があるが,保存性は低い。容器などに用いら

れる。

コナラ属コナラ節 Qvercus scct盈 :胞s ブナ科 図版 5

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が,1～数列配列する環子L材である。晩材部では薄壁で角張った小

道管が,火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で,放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で,単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よリコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ,コナラ,ナラガシワ,

ミズナラがあり,北海道,本州,四国,九州に分布する。落葉高木で,高さ 15m,径 60cmぐ らいに達する。

材は強靭で弾力に富み,建築材などに用いられる。

コナラ属クヌギ節 Overcys secと AT力郎 ブナ科 図版 6

横断面 i年輪のはじめに大型の道管が,1～数列配列する環孔材である。晩材部では厚壁で丸い月ヽ道管が ,

単独でおよそ放射方向に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で,放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で,単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よリコナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節にはクヌギ,アベマキなどがあり,

本州,四国,九州に分布する。落葉の高木で,高さ 15m,径 60cmに 達する。材は強靭で弾力に富み,器

具,農具などに用いられる。

ニレ属 恥則s ニレ科 図版 7

横断面 :年輪のはじめに中型から大型の道管が 1～ 3列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管は多

数複合して花束状,接線状,斜線状に比較的規則的に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激

に減少する。

放射断面 :道管の穿了しは単穿孔で,小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は同性で,すべ
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て平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で,1～ 5細胞幅ぐらいである。

以上の形質よリニレ属に同定される。ニレ属にはハルニレ,オ ヒョウなどがあり,北海道,本州,四国,

九州,沖縄に分布する落葉の高木である。材は器具,旋作,薪炭などに用いられる。

ケヤキ Zelkoya serra″ 距 肋 ο ニレ科 図版 8

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が 1～ 2列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管は多数複合し

て円形,接線状ないし斜線状に配列する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で,小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平

伏細胞であるが,上下の縁辺部のものは方形細胞でしばしば大きくふくらんでいる。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型で,上下の縁辺部の細胞のなかには大きくぶくらんでいるものが

ある。幅は 1～ 7細胞幅である。

以上の形質よリケヤキに同定される。ケヤキは本州,四国,九州に分布する。落葉の高木で,通常高

さ20～ 25m,径 60～ 70cmぐ らいであるが,大きいものは高さ50m,径 3mに達する。材は強靭で従

曲性に富み,建築,家具,器具,船,土木などに用いられる。

タケ亜科 &閉 b口鍼」e2c イネ科 図版 9

横断面 :基本組織である柔細胞の中に並立維管束が不規則に分布する。並立維管束は木部と師部からな

り,その周囲に維管束鞘が存在する。

放射断面及び接線断面 :柔細胞及び維管束,維管束鞘が拝軸方向に配列している。

以上の形質よリタケ亜科に同定される。

散乱材 れ脆sθゃοrοus voOど

横断面 :小型の道管が散在する。

放射断面 :道管と放射組織が存在する。

接線断面 :道管と多列幅の放射組織が存在する。

以上の形質より散孔材に同定される。なお,本試料は小片で保存状態が悪く,広範囲の観察が困難で

あったため,散孔材の同定にとどめる。

5。 所見

同定の結果,竹ノ内H遺跡の木材 2点のうち,漆器椀はケヤキであった。ケヤキは,縄文時代以降現

在まで伝統的に木地に用いられる材である。概して,強靱で従曲性に富んだ材であり,耐朽性,保存性

が高く,水湿にもよく耐える。温帯に分布する落葉高木で,谷沿いなどの適潤な肥沃地に生育する。下

駄はスギであった。スギは加工工作が容易な上,大きな材がとれる良材であり,建築材はもとより板材

や小さな器具類に至るまで幅広く用いられる。温帯に広く分布し,と くに積雪地帯や多雨地帯で純林を

形成する針葉樹である。

戊化材は,ク リ4点,ブナ属 7点,コ ナラ属コナラ節 1点 ,コ ナラ属クヌギ節 1点 ,ニ レ属 1点 ,タ ケ

亜科 1点 ,散孔材 2点であった。クリは,温帯に広く分布する落葉高木であり,暖温帯と冷温帯の中間

域では純林を形成することもある。乾燥した台地や丘陵地を好み,二次林要素でもある。ブナ属にはブ
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ナとイヌブナがあり,温帯上部の冷温帯から温帯中間域の落葉広葉樹林帯に分布する落葉高木で,冷温

帯落葉広葉樹林の代表的なブナ林を形成する。コナラ属コナラ節は,温帯を中心に広 く分布する落葉高

木で,日 当たりの良い山野に生育する。ミズナラなどの冷温帯落葉広葉樹林の主要構成要素や暖温帯性

のナラガシワ,二次林要素でもあるコナラなどが含 まれる。コナラ属クヌギ節にはクヌギとアベマキ

があり,温帯に広 く分布する落葉高木で乾燥 した台地や丘陵地に生育 し,二次林要素でもある。エレ属

は温帯を中心に広 く分布する落葉高木で,ハルニレとオヒョウは山地に,ア キニレは水辺等に生育する。

タケ亜科は温暖な地域を好んで生育する。いずれの樹種 も温帯域に分布する樹種であり,遺跡周辺およ

び周辺地域で生育 し,地域的な流通で得 られる樹種である。

参考文献

佐伯浩。原田浩(1985)針葉樹材の細胞 木材の構造,文永堂出版,p2048

佐伯浩・原田浩(1985)広葉樹材の細胞 木材の構造,文永堂出版,p49-100

島地謙・伊東隆夫(1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣,p296

山田昌久(1993)日 本列島における木質遺物出土遺跡文献集成,植生史研究特別第1号 ,植生史研究会,p242

遺跡  遺構コード  出土地点  種類  備考 結果 (学名/和名)

4-①  17TU Ⅱ AlSP70

4(D 17TU H AISP70

4-(Э  17TU H AISP70

6-(D 17TU Ⅱ AISP70

6-(9 17TUⅡ  AISP70

7   17TU Ⅱ AISP141

11  17TU Ⅱ AISP164

12  17TU Ⅱ AISP169

14-(D 17TU Ⅱ AISP210

14-(9 17TUⅡ  AISP210

18  17TU H AISP287

22-(D 17TU Ⅱ AISP511

22(D 17TU Ⅱ AISP511

24  17TU Ⅱ AISP518

27  17TU Ⅱ AISE600

28-①  17TU H Bl― SK77

28-②  17TU Ⅱ Bl― SK77

28③  17TU Ⅱ Bl― SK77

29  17TU Ⅱ Cl― SK184

中～下層  炭化材 SB15

中～下層  炭化材 SB15

中～下層  災化材 SB15

下層  炭化材 SB15

下層  炭化材 SB15

炭化材 SB16

炭化材 SB16

炭化材  SB18

炭化材  SB16

炭化材  SB16

中～下層  炭化材 SB21

炭化材 SB17

炭化材 SB17

上～中層  炭化材 SB16

底面直上  漆器椀

炭化材

炭化材

炭化材

下駄

9″7rr弥 彪どテ/奪】娑

陣

G,st,″ ″♂″″′″ ∫ル♭″Zクπ

G偽ヵ″η rrF″ク″ Sicみ ″勅 c

弾 S

弾
S

C舛ヵ″″ι″″″ヵ 膨彦.″ Z″拡

G″∫″″夕′ど″″彦力 ∫力♭″Zク仏

F2g猶

移 εフο紗舛 pοο″

身ξ笏

】ク物♭密ο去彦ク♂

斃 ″∫

婢 ∫

Z♂及ου″∫♂″′れ″ ЛZ″之ブ″ο

しワ初舛

9″″¢舛∫♂r′ 」″力密

ア拶ルー́ο胞舛ωοOプ

O〃力″♂ri2ノ?οガ″ D Dο″

コナラ属クヌギ節

ブナ属

クリ

クリ

ブナ属

ブナ属

クリ

クリ

ブナ属

散孔材

ブナ属

タケ亜科

ブナ属

ブナ属

ケヤキ

エレ属

コナラ属コナラ節

散孔材

スギ

表 1 竹ノ内工遺跡における樹種同定結果
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横断面        :05mm
1 29 17TUH Cl SK184 下駄

放射断面       :005mm
スギ

横断面        :04mm
2 12 17TUⅡ  Al SP169 炭化材

放射断面       :02mm
SB18 ク i,

横断面        :04mm
3 7 17TUH Al― SP141 炭化材

竹ノ内Ⅱ遺跡の木材及び炭化材

放射断面       102mm
SB16 ブナ属

I

接続断面       :02mm

接続断面       :02mm

接続断面       :02mm



2 富山県竹ノ内Ⅱ遺跡における自然科学分析

横断面        :04mm
4 18 17TUΠ  Al SP287 中～下層

放射断面       :02mm
炭化材 SB21 ブナ属

横断面        lo4mm
5 28-②  17TU Ⅱ Bl SK77 炭化材

放射断面        102mm
ヨナラ属コナラ節

横断面         io4mm  放射断面       :02mm  接続断面       :02mm
6 4① 17TU Ⅱ Al SP70 中層～下層 炭化材 SB15 コナラ属クヌギ節
竹ノ内Ⅱ遺跡の木材及び炭化材  Ⅱ

接続断面       :02mm

接続断面       :02mm
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横断面        :04mm
7 28-①  17TU H Bl SK77 炭化材

放射断面       :02mm
ニレ属

横断面
8  27

:05mm  放射断面       :02mm
17TU Ⅱ Al―SE660 底面直上 漆器椀 ケヤキ

横断面        :04mm  放射断面       :02mm
9 22-①  17TU Ⅱ Al―SP551 炭化材 SB17 タケ亜科

竹ノ内Ⅱ遺跡の木材及び炭化材 Ⅲ

接続断面       :02mm

接続断面       :02mm

薦
曽
‥こ
‐
――

……
…
―

接続断面       :02mm



2 富山県竹ノ内H遺跡における自然科学分析

H.種実遺体 同定

1.は じめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く,堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその

群集の構成や組成を調べ,過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能

である。また,出上した単体試料等を同定し,栽培植物や固有の植生環境を調べることができる。

2.試料

試料は,水洗選別済みの炭化物で,Nol～ No3,No5,No8～ No10,No13,No15～ No17,No19～

No21,No23,No25～ No26の計 17点である。試料の詳細を表 1に示す。

3.方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し,形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行っ

た。結果は同定レベルによって科,属 ,種の階級で示す。

4.結果

(1)分類群

樹木 1,草本 8の計 9分類群が同定された。学名,和名および粒数を表 1に示し,主要な分類群を写

真に示す。以下に同定の根拠となる形態的特徴を記載する。

〔樹木〕

・アカメガシワ Mtt10tus,aponicus Muell.et Arg.種子 (破片)ト ウダイグサ科
黒色で球形を呈し,「 Y」 字状のへそがある。表面にはいぼ状の突起が密に分布する。

〔草本〕

。イネ Oryza sat� a L.穎 (破片 )。 果実 (完形・破片)イ ネ科
穎は茶褐色で扁平楕円形を呈し,下端に枝梗が残る。表面には微細な顆粒状突起がある。完形のも

のは無かった。

果実は炭化しているため黒色である。長楕円形を呈し,胚の部分がくぼむ。表面に数本の筋が走る。

・イヌビエ属 EchinochiOa 穎 イネ科
茶褐色で楕円形を呈す。表面には微細な縦方向の模様がある。

・オオムギ HOrdeum vulgare L.果 実 イネ科
炭化しているため黒色で,楕円形を呈す。腹部の端には胚がある。背面には縦に一本の溝がある。

側面の形は曲率が大きく,胚と胚乳との接する輪郭線は山形である。

・ムギ類 (オオムギ _コ ムギ)HOrdeum_Triticum 果実 (破片)イ ネ科
オオムギもしくはコムギと思われるが,発泡し破片のためムギ類とした。

・イシミカワ POlygonum perfoliatm L.果実 タデ科
黒色で,やや光沢がある。円形を呈し,一端にへそ部がある。断面は円形に近い三角形である。

・タデ属 Polygonum 果実 (破片)タデ科
黒掲色で先端がとがる卵形を呈す。断面は三角形である。

・ササゲ属 Vigna 子棄 (完形・破片)マメ科
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黒色で楕円形を呈す。へそは縦に細長い。

ササゲ属にはリヨクトウ,アズキ,ササゲなどの栽培植物が含まれるが,現時点ではこれらの識別は

困難とされている。

・マメ科 Leguminosae 子葉・サヤ (破片)マ メ科

黒色で楕円形を呈し,縦に一本の溝状の筋が走る。

・不明種実一種実と思われるが,炭化しているため発泡し鑑別′点が観察できないため不明種実とした。

・不明一炭化しているため発泡し破片のため,種実かどうか不明のため不明とした。

(2)種実群集の特徴

。Nol

アカメガシワ 1,イ ネ 3,ム ギ類 1が同定された。

・No2

タデ属 2が同定された。

・No3

イネ 4が同定された。

,No5

イネ 5が同定された。ほかに不明 1,砂塊 1が認められた。

・No8

イネ 44,ササゲ属 lが同定された。ほかに炭化材 2が認められた。

・No9

イシミカワ 2が同定された。

・No10

イネ 2,マメ科 3が同定された。

・No13

イネ 13,オ オムギ 2,ム ギ類 2が同定された。

・No15

イネ 46,オ オムギ 3,ム ギ類 5,ササゲ属 1が同定された。ほかに炭化物 3,炭化材 1が認められた。

・No16

イネ lが同定された。ほかに不明種実 4が認められた。

・No17

イネ 1が同定された。

。No19

イネ 25,ム ギ類 1が同定された。ほかに炭化材 1が認められた。

・No20

イヌビエ属 1が同定された。

・No21

イネ 24,オ オムギ 1が同定された。ほかに不明 1,炭化材 lが認められた。

・No23

イネ 6,オ オムギ 3が同定された。ほかに炭化物 1,炭化材 1が認められた。



2 富山県竹ノ内Ⅱ遺跡における自然科学分析

No 遺構コード 出土地点
分類群

部位 個数 備考
学名 希日弯彗

1

Al‐SP70

上層

肋研79ザクs」i2Pο″たが Muell et Ar3 アカメガシワ
Oγαs誠�α L           イネ

Ir械ヵ効 _Tridcum        ムギ類

種子 (破片)

果実

果実 (破片)

果実
2 Pοヴ騨″ク胞                 タデ属 果実 (破片 ) 2

3 中～下層 0りzα ∫髄�a L.          イネ 果実

果実 (破片)

2

2

5 下層
0りα Mri7α L          イネ

L/mttοψ″            不明

実

片

果

砧

5

1

砂塊1

8
Al―SK146

0ヮz,s,加蒻 L.           イネ

略解α               ササゲ属

果実

(破片)

子葉 (完形)

２７

‐７

１

庚化材2

9 Pοル貿oηク肋 pr徳力,励脇 L       イシミカワ 種子
つ
々

AlSP164
0りα∫α万"L             イネ
Lq酔脇滋斜αθ            マメ科

果実

子葉

サヤ(破片)

2

1

2

Al‐SK177 中～下層

9ヮ効 s,ガフα L            イネ

河顕瓶 脇 1/7,卸密 L         オオムギ
肋潮οク糊―Tr,施ク胸         ムギ類

果実

(破片)

果実

果実 (破片)

■

２

２

２

A16K250 下層

0りαs,力"L             イネ

河開滋肋 ッ成gtt L.        オオムギ
汀οttρク躍―Triicum        ムギ類
駒印,              ササゲ属

果実

(破片)

果実

果実

子葉 (半形)

３６

・０

３

５

１

炭化物3,炭化材 1

0りzα dα r,ソα L             イネ
Uttοψ″            不明種窯

穎 (破片 )

積片

1

4

Al―SP287 中～下層 0″zα s,riッα L              イネ 果実 1

AlSK374

0りαs,加瘤 L             イネ

河随滋肋 ―″,r,cク肋         ムギ類

果実

(破片)

果実 (破片)

２２

３

１

炭化材1

脆カカοc力ん,Dω″ァ        イヌビエ属 果実 1

AlSP511

Oγαd″ル,L            イネ

風И輸 物躍:gtt L         オオムギ
δ鶴 朗η            不明

実

　

実

片

果

　

果

破

(破片)

２２

２

１

１

災化材1

Al―SP518

上～中層

0ヮz,spri7ry L            イネ

Frンルク瑠ッ防と営確 L         オオムギ

実

　

実

果

　

果

(破片)

2

4

3

炭化物1,炭化材1

中～下層
9り″ d,加櫂 L            イネ
0ヮz,s,加瘤 L            イネ

穎 (破片)

果実

AlもK528 下層

Oνas航�oニ             イネ

打″施ク肋 v2と騨 L         オオムギ
廠猪滋肋 ―T7,施″脇         ムギ類
L/zttο吻             不明

実

　

実

実

果

　

果

果

(破片)

炭化材ユ

表 1 竹ノ内Ⅱ遺跡における炭化種実同定結果
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